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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　人生には様々な分ぶん岐き点てんがある。進学や就職、または結婚や出産などはとても分かりやすい分岐点だ。

　しかし世の中には、過ぎてしまった後に気付く分岐点もある。

（どこだ……俺はどこで選択を間違えたんだ……）

　壬み道どう駆かけ流るは足元を見つめ、トボトボ歩きながら自問していた。

　歩いているのは道なき道。周囲には背の高い草が茂しげり、足を踏み出すたびに、踏み分けられた草がサワサワと音を立てている。

「しっかし、異世界って本当にあったんだなぁ」

　駆流の横を歩いているお調子者のクラスメイト、鴨かも宮みや飛ひ鷺さぎが独り言のように喋しやべっている。

「すいません……こんなことになっちゃって……」

　飛鷺の言葉に応じているのは、彼の横にいる黒いローブを着た少女。

　彼女の名はリルレラム・ネル。異世界人で、駆流達をこの世界に呼び出した張本人だ。

（本当に面倒なことになった……）

　駆流は極きよく度どのめんどくさがりである。人と交流することが大嫌いで、なるべく他人と接触せずに高校生活を過ごしてきていた。

（それが何でこんな……）

　駆流は横目でネルを睨にらみながら、今日一日の出来事を頭の中で思い返していた。

（どういう選択をすれば、こういう面倒に巻き込まれずに済んだんだ……）





　　　　　☆　☆　☆






　放課後までは、なんてことのない一日だった。

　面倒事を運び込むだけの存在、クラスメイトとも極力接触せずに駆流は心こころ穏おだやかな日を過ごしていた。

　折しも時期は文化祭の準備期間。駆流のクラスでは舞ぶ台たい劇げきで『三さん銃じゆう士し』をやることに決まっていて、キャストや監かん督とくは放課後も教室に残り連日稽けい古こをしていた。

　こういった学校行事は、積極的に参加するとクラス内で目立ってしまうが、消極的過ぎても悪目立ちしてしまう。

　目立つことを良しとしない駆流は「大道具」という地味男子の天てん職しよくと言える役割をゲットしていた。そこそこなクオリティのセットを作れば、参加してる感も出せる上に不必要に目立たなくて済む。

　駆流はそこそこのセットを既に作り終え、あとは当日にそれを組むだけの状態になっていた。今日やることは何もない。

　駆流はカバンを摑つかみ教室を出ようとした。もちろんサヨナラの挨あい拶さつなんてしない。

「あ！　草のやつが壊れてる」

　教室を一歩出た彼の耳に届いたのは、菜な摘つみ美み来らの声だった。

　彼女はキャストの一人で、主役のダルタニアンに想おもいを寄せられるコンスタンスの役を割り当てられていた。

　目鼻立ちがクッキリしていて、よくハーフに間違えられる彼女は誰だれの目から見ても美少女。ヒロイン的ポジションのコンスタンスはハマリ役だった。

　彼女が言う「草のやつ」とは、舞台上に置く草を模もした書き割りのことだった。

「大道具の人みんな帰っちゃったかな？」

　美来の言葉に、駆流は悩んだ。直すべきか無視するべきか。明日やってもいいけど、面倒事は早めに片付けておきたい気もする。

（しょうがないな）

　駆流は悩んだ末に、教室に戻って書き割りを修理する道を選択した。

　大道具をまとめて置いてあるスペースを見ると、一部がパッキリ割れている書き割りが見えた。誰かが誤って接触でもしたのだろう。

　これはテープでくっつけて色を塗り直す必要がある。

「あ、駆流くん！　修理してくれるの？」

　書き割りをぼーっと眺めていた駆流に、無む邪じや気きに喋りかけて来る菜摘美来。彼女は誰にでも親しげに言葉をかけて来る。

「ま、大道具だし」

　必要以上の感情を乗せないように慎しん重ちように答える駆流。ひとかけらでも好意的な態度を見せると、変な憶おく測そくを呼びかねない。

　色いろ恋こい沙ざ汰たは高校生にとっては最大の娯ご楽らくであり、人間関係をかき乱す最も危険なファクターなのだ。下手を打つと、この上なく面倒なことになる。

「一緒にやろうか？」

　美来は平気でこのような提案をしてくる。

「う……あ、いや、いい」

　そう返事した後に、駆流は内心冷や汗をぬぐった。

（危なかった。思わず頷うなずいてしまうところだった……）

　彼女は生まれながらの天てん真しん爛らん漫まんガールだ。隙すきあらば他人との距離を詰めてくる。

「そっか。じゃあ、はい、お駄だ賃ちんのキャンディー」

「…………」

　美来が差し出すピーチ味の飴あめを無言で受け取り、駆流は作業に取り掛かった。

「おい」

　黙もく々もくと作業に取り掛かった駆流の背中に、低い声が突き刺さった。

（くそ……嫌な奴に見つかったな）

　心の中で舌打ちをして、駆流はゆっくりと振り返った。

　そこにいたのはクラスメイトの轟とどろき武蔵むさし。髪を短髪に刈り上げた、眼光鋭い不良少年だ。

　背も高い上に、背中に定規でも入れているのか……と思うほどに姿勢がいい。そのため、屈かがんで作業している駆流からはだいぶ遠い位置に顔が見えた。

「お前、何菜摘を無視してんだ？　あぁ？」

　武蔵は不良だ。団体行動はあまり好まないし、駆流同様に学校行事を面倒に思っているのは明らかだ。しかし彼は『三銃士』でロシュフォール役に立候補して、毎日真ま面じ目めに練習している。

　なぜ彼が、ダルタニアンの父を殺した憎まれ役であるロシュフォール役に立候補したか。理由は明らかだ。

『なんかこのロシュフォールって人、武蔵くんに似てかっこいいね』

　菜摘美来がそう言ったからだ。そう、武蔵は美来が好きなのだ。それはもう傍はたから見ていてもすぐ分かるほどに大好きなのだ。

　だから駆流にもこうして突っかかってきている。

「聞いてんのかてめぇ。何で菜摘を無視したんだ？」

「別に無視なんかしてない」

「チッ……」

　武蔵は舌打ちをすると、大道具が作った木のセットを軽く蹴けってからキャストの元へと戻って行った。

（ほんっと面倒だな。もう今日は帰ろうか……）

　せっかくの平穏な日が乱されてうんざりした駆流は、家いえ路じにつくことを考え始めていた。

（まぁ取り掛かっちゃったし、きりのいい所まではやるか）

　そう思い直し、駆流はガムテープを手に取って作業に没頭し始めた。

　教室を閃せん光こうが包んだのは、その数分後だった。
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　最初の異変は、目の前が真っ白になるような閃光。次が突然の浮遊感。そして最後は強きよう烈れつな縦方向へのＧだった。

（……何だ!?）

　明らかに起きた体の異変に、駆流は戸惑った。

　放課後の教室で、屈みながら書き割りを修しゆう繕ぜんしようとしていたのだが、いつの間にかうつぶせに倒れている。

　眩まぶしくて目が開けられなかったのだが、体からの感触はそこが地面の上であることを物語っていた。土と草の匂においもする。

「うっ……」

　眩しさに眼めが慣れ、薄く瞳ひとみを開いたその時だった。

「やや、やったー！　大成功ですぅ！」

　近くから何やら女性の甲高い声が聞こえて来た。

（誰だ……）

　ようやく開いた眼を、声の元へと向ける。するとそこには、黒いローブを着た美少女が立っていた。手には魔法使いっぽい杖つえも持っている。

　彼女は誰で、ここはどこなのか。

　自然と目に入って来た周りの景色からすると、どうやら自分は森の中の少し開けた場所にいるようだった。

　魔法少女の他ほかに、教室に残っていたクラスメイトの姿も見えた。

　駆流以外には八人。みんな『三銃士』のキャストで、衣装合わせで着ていた中世の住人のような格好のままだ。学校指定のジャージを着た駆流の姿が少し浮いている。

「あなた誰？　何が起きたの？」

　魔法少女に質問を飛ばしたのは、クラス委員長の太おお田た梨り孤こだった。髪を後ろでまとめ、黒を基調とした薄手のドレスを着る彼女は、劇では悪の枢すう機き卿きよう側にいる女性、ミレディ役を割り当てられていた。

　元々は監督兼演出の予定だった。しかしその優ゆう雅がな身のこなし、ハキハキした口調、そして何より見る者を気後れさせるような力強い眼光が舞台に映えそうだ……という理由で急きょキャストにも加えられていた。

　どこか詰問するように迫る梨孤に、少女は少し焦ったように返事をした。

「あ、申し遅れました！　私はレルレラム・ネル。召喚士です。そしてここは惑星アーガントのグロンド大陸にある小国〝パイ〟。小国と言っても、アーガント六大陸中最大の面積を誇るグロンド大陸内での話であって、そんなに小さな国ではないですけどね。あ、いきなりそんなこと言っても分かんないですよね。私ってば説明が下手で……あの、端的に言うと、ここは異世界です！」

「異世界？」

　少しバカにしたような響きを含ませ、梨孤がネルと名乗った少女の言葉を繰り返す。

「はい、異世界です」

「異世界……」

「異世界です」

「異世界……」

　聡そう明めいな委員長にしては珍しい、ちょっとバカな会話のラリーだ。

　ネルも話が進まない事に気付いたのか、慌てた様子で説明をし始めた。

「……あ、信じられないですよね。皆さん……名前からすると、たぶん〝チキュウ〟の方ですよね？　あ、何で名前を知っているかというと、召喚した人の名前は自然と分かるようになってるからです。言葉も通じます。なぜかっていうと……あ、今は別にこの話しなくていいですよね……えっと、何の話をしてたんでしたっけ？　あ、ここが異世界だってことの説明ですよね。覚えてます覚えてます。今までも〝チキュウ〟から何人かこの世界にいらっしゃいましたけど、やっぱり最初は信じてもらえなくて……。だから順を追って説明しますね────」




　あまり要よう領りようを得ない話が続いた数分後、ネルの言葉を引き取って太田梨孤がポツリと呟つぶやいた。

「つまり、話をまとめると……」

　眉み間けんには大きなしわが寄っている。眉まゆをしかめるのは彼女の癖だ。一見ネガティブな癖なのだが、梨孤の場合は不思議な魅み力りよくを増幅させる仕草になっていた。

「私達九人は、あなたに召喚されて今異世界にいる。召喚された理由は、なんとかドラゴンってのを倒してほしいから。そしてなんとかドラゴンってのを倒さない限り元の世界に帰れない」

「はい、そうです梨孤さん！　理解が早くて助かります」

　ネルが嬉うれしそうに何度も頷く。

　彼女の反応を見た梨孤以外のメンバーは、何となく互いに顔を見合わせて困惑した表情を作っていた。

　そんな中、クラス一のお調子者である鴨宮飛鷺がおどけた様子で少女に語りかけた。

「でもさ、ネルちゃん。俺達、こんな格好してるけど剣士でもなんでもない普通の高校生だから、え～っと、何ドラゴンだっけ？」

「ブロンズドラゴンです」

「そう、そのブロンズドラゴンを倒すことなんかできないと思うよ。そうしてあげたいのは山々だけど」

　飛鷺は何事にも物もの怖おじしない性格で、舞台劇『三銃士』では三銃士のリーダー格であるアトス役を割り当てられていた。

　面倒事が嫌いな駆流からすると、「目立ちたがり屋」という信じられない人種だ。

　そんな飛鷺に、ネルはニッコリ笑顔を返して口を開いた。

「それは大丈夫です！　もうすぐいらっしゃいますので」

「いらっ……しゃる？」

　飛鷺が疑問の声を出した次の瞬間、空が明るく光り出しそれが姿を現した。

「なんだありゃ！」

　口をあんぐり開ける飛鷺。バカみたいな姿だな……と駆流は思ったのだが、その直後に自分もまったく同じ表情をする羽目になった。

　上空から神こう々ごうしく光り輝く無数の何かが降りて来たのだ。

　その圧倒的存在感は、見る者の目をくぎ付けにした。そして駆流は、いや、誰もが直感した。

　彼らはとても高貴な存在である──と。

　そして同時に、ここが異世界であることを全員が心の底から理解した。理解させられたと言った方が正しいだろうか。

　彼らの姿は、それほどの説得力を伴ともなっていたのだ。

「この世界を司つかさどっている精霊様達です」

　ネルのその説明に、クラスメイト全員が頷いた。

　精霊達の姿は千差万別で、人間に近い姿をしたもの、動物のようなもの、単純な光の塊かたまりのようなものもいた。大きさもまちまちで、全体像が見えない巨大な存在から豆粒のように小さいものまでいる。

「惑星アーガントに生きとし生ける者すべては、精霊様の加護を受けています。彼らは生命が誕生するその場に必ず現れ、そうと決めた相手と魂たましいを融ゆう合ごうさせて加護を授さずけるのです」

　ネルの言葉を証明するように、精霊達は駆流やクラスメイトを値踏みするように周囲をふわふわと漂い始めた。

　そのうちの一人……と言っていいのだろうか。小人のような精霊がニコニコ笑いながら飛鷺の肩にちょこんと降り立った。つぶらな瞳がとても印象的で、葉っぱで作ったような服を着ている。

「お、なんかコイツ気が合いそうだな」

　飛鷺の言葉は全体的に軽い。相手が精霊でもお構いなしだ。

（バイト初日に同じシフトに入った相手じゃないんだぞ……）

　駆流はヒヤヒヤしながら小さな精霊を見ていたが、さすがは高貴な存在。軽口程度で気を悪くするような方ではなかったようだ。むしろ楽しそうにコロコロ笑っている。

「飛鷺さんの加護精霊が決まったみたいです！　そのお姿は……ちょっと待ってくださいね……」

　そう言うとネルは、どこからか取り出した分厚い本をめくり出した。

「これは『アーガント精霊大たい全ぜん 改訂版』です。精霊のことはこれを見れば大抵わかるんですよっとっと……あった！　その方は精霊〝ムルト〟様。好こう奇き心しん旺おう盛せいで遊び好きの精霊様で、加護を受けると体力が格段に向上しますよ。ちなみに精霊様の加護を受けると、この世界の言語も理解できるようになります。そして加護対象に与えられる特殊能力、精霊術は……〝ムルト〟様の場合は《先せん見けん》ですね。近い未来が見えたり、相手の動きが予測できたり、何かと役立ちそうな術ですね。これは幸さい先さきいいですよ！」

（未来が見えるのはちょっとうらやましいな。面倒事を避けられそうだし）

　駆流が飛鷺の精霊を物欲しそうに見ていると、菜摘美来の元に可か愛わいい女の子二人組の精霊が降りて来た。飛鷺の精霊同様、手のひらサイズの小さな精霊だ。

　彼女達は美来の顔の前にふわふわ漂いながら、ちょこんとお辞じ儀ぎをした。

「美来さんすごい！　そのお二人に気に入られるなんて！　精霊〝ミミ〟様と〝メーメ〟様は、とっても珍しい双子の精霊様です。加護を受けると回復力と集中力が上昇して、五感も鋭くなりますよ。精霊術は〝メーメ〟様が《探たん知ち》で〝ミミ〟様は《伝でん達たつ》です。やっぱり異世界の方には、レアな精霊様が加護をお授けになるんですね！」

　ネルのテンションは、鬱うつ陶とうしいぐらいに上がってきていた。

　駆流のようなタイプの人間にとって、テンションの高い人は見ているだけで疲れる存在である。

　彼が顔をしかめつつネルから視線を逸そらすと、その先にいた轟武蔵の体内にハヤブサのような姿の精霊が「ヒュン！」と入って行くのが見えた。

　その瞬間をネルも見ていたようで、彼女は『精霊大全』を見もせずにすぐ叫び出した。

「きゃー！　今の〝タカマル〟様じゃない!?　待望の戦闘系！　加護を受けると肉体が強化されますよ。そして精霊術は《剣けん技ぎ》。過去、この星の名だたる英雄が授かっていた凄すごい精霊術です。誰かの加護をなさるのは確か数十年ぶりですね。まさか〝タカマル〟様に選ばれるなんて。これでブロンズドラゴン討伐に希望が見えてきました！」

（武蔵は確か剣道をやってたな……）

　精霊は自分と似たタイプの相手を加護するのだろうか……駆流はふとそう考えた。

「ネル、この精霊は？」

　ネルに質問したのは梨孤だった。

　彼女の頭上では、真っ白なフクロウが優雅にすいすいと飛んでいた。

「おぉ！　〝ラミラミ〟様ですね。知識を司る精霊様で、加護されると知力が向上しますし、過去に〝ラミラミ〟様に加護された人達の蓄積された知識が自然と頭に流れ込んで来るはずです。精霊術は《解かい析せき》ですね。観察対象の弱点などを見抜けます！」

　やはり精霊は自分と似た性格の人間を加護するようだった。

　好奇心旺盛な飛鷺の精霊。二人で仲良くしている美来の精霊。剣技の術を持つ武蔵の精霊。知力に秀でた梨孤の精霊。

　すべての精霊が、加護した人物に近い特徴を持っている。

（だとすると、あいつはどんな精霊に加護してもらえるんだ？）

　駆流の視線の先には、百もも川かわ面め々めん人との姿があった。

　百川は正真正銘の「天才」だ。苦手なことが一つもなく、勉強もスポーツもなんでも簡単にこなしてしまう。

　いつもニコニコと余裕の態度を保ちながら、いとも容易たやすくなんでもやってのける姿は驚異的の一言。

　しかし、なんでもできてしまうが故ゆえに飽きっぽい部分もあるようで、勉強でもスポーツでもトップに立ったことはない。「飽きちゃった」の一言で何でも放ほうり出しては、教師をがっかりさせていた。ちゃんと打ち込めば一番になれるのに……と。

　そんな百川は劇ではリシュリュー、ベルトラン、トレヴィル、ボナシュー、ルイ一三世など、様々な役を請け負っていた。

　色んな役を演じ分けるのが楽しそうだから、という理由であらゆる端役に立候補したのだ。移り気で多才な面々人らしい行動だった。

　そんな飽きっぽい天才を加護するのはどんな精霊なのだろうか。

　駆流が興味深く見つめていると、百川の体に何やらグニャグニャした透明のアメーバ状の物体がまとわりついた。何だか気持ち悪い。

「ねぇねぇ、こいつも精霊？」

　当の百川はいつもの涼しい顔でネルに聞いていた。

「えっとですね、不定形型の精霊様っぽいんですけど……ちょっと待ってくださいね。違う……これも違う」

　本のページをめくりながらネルがぶつぶつ呟いている。そして数十秒後、突然大きな声を出した。

「ありました！　すごい、こんな精霊様がいるなんて知らなかったです。その精霊様は名称不明で〝名無し様〟なんて呼ばれているみたいですよ。加護を受けて上昇する能力値も謎なぞ……色々強化されるけど一定しない、なんて書かれていますね。精霊術は《変へん化げ》ですって。姿も声も、そして能力も同じ他人になり切れるみたいです！」

　誰にでもなれる術……やはり天才っぽい。

　百川もその精霊術が気に入ったようで「いいね」などと言いながらいつにも増してニコニコしていた。

（残るメンバーは……っと）

　辺りを見回すと、クラス一、いや学校一うるさい人間である佐さ藤とう紗さ々しやの姿が目に入った。

　彼女は何かを探すように、不安そうな表情でキョロキョロと辺りに視線を送っている。首もよく動いているが、大きな瞳も右へ左へせわしない。ただ、動きはうるさいものの、珍しく口は閉じたままだ。

　かなりの小顔で、ショートヘアが抜群に似合う。見た目はおしとやかな和風美人で、黙ってさえいれば男子人気ナンバーワンも狙ねらえる逸材だ。

　そんな彼女の前に、額にルビーを嵌はめたリスのような精霊が降りて来た。リスは紗々の体の上を忙しく動き回り、彼女の体の中にすっと消えて行った。

「いやったあぁぁぁぁぁ！　加護された──────！」

　耳をつんざく叫び声をあげて、紗々が両手でガッツポーズをとりまくっている。

「るっせぇ！　もっと静かにしろ！」

　轟武蔵が思わず紗々を注意する。

　武蔵とは基本的にそりが合わない駆流だったが、今の発言には完全同意した。

　しかし武蔵は基本的に対応を間違っている。紗々に注意しても意味はない。むしろ返事のチャンスを与えるだけなのだ。

「だって不安だったんだもん！　あっしだけ加護されなかったらどうしようどうしようどうしようって不安だったんだもん！」

　一人称が「あっし」なのも、彼女の美人度を下げている要因だ。

「だからって、てめーは騒ぎ過ぎなんだよ！　劇でもお前だけ声量おかしいからな！　『ライオンキング』のオープニングばりに大声でセリフ叫びやがって！」

「だって不安だったんだもん！」

　さっきと同じセリフで騒ぐ紗々。こうなるといくら議論しても無駄だ。壊れた人形のように同じ言葉を繰り返すだけになる。彼女はディベートは弱いが、言い合いにはすこぶる強い。

（うちのクラスは、どうしてこう面倒な人間ばかりなんだ……）

　駆流は人知れずため息をついた。

「まぁまぁ抑えて」

　武蔵と紗々の間に割って入ったのは飛鷺だった。紗々が制御不能になると、大抵の場合飛鷺が出て来る。

「騒ぐとせっかく加護してくれた精霊が逃げちゃうかもよ。それより精霊の詳細を聞いちゃわない？　どんな精霊術授けてくれるか聞きたくない？」

「聞きた───い！」

「よし、聞こう」

「うん！」

　制圧完了だ。さすがは飛鷺。

　紗々の興奮は解け、声のトーンも普通に戻っていた。

　同じ騒ぎ仲間だからだろうか、飛鷺は紗々を黙らせるのが実に上う手まい。そういう部分で駆流は感謝しているのだが、飛鷺自身も騒がしいので評価はマイナスになってしまう。

「じゃあ言いますね。紗々さんを加護したのは精霊〝キラル〟様で、光を司っていらっしゃいます。加護されると体力……特に腕力が向上しますね。精霊術は《閃光》。体から様々な光を発する事ができるようになりますよ！」

「暗くても安心だ！」

　それがどうした、と思いながら駆流はまだ精霊が降りてきていないメンバーを見た。

　自分を除くと、あとはポルトス役の金こん剛ごう寺じ六ろく郎ろうと、主役ダルタニアン役の諸もろ岡おか玲れいだ。

　金剛寺は三銃士一の怪力を誇るポルトス役を任されているだけあって、筋肉が隆りゆう々りゆうである。所属する陸上部では、やり投げの選手。インターハイも狙える逸材だと、弱小陸上部は今浮き足立っているらしい。

　金剛寺はクラスで一番便利な男だ。男気にあふれ、困っている人を放っておけない。自分の力の及ぶ限り助けようとしてくれる。

　だからクラス内で何かを決める時、なかなか立候補者がいなかった場合には重ちよう宝ほうされている。頼まれればノーと言えないのだ。

　そのせいでクラスの副委員長にされているのだが、本人からはみじんも不満が感じられない。そして決められた役割を全力でこなすのだ。ちなみにポルトス役も他た薦せんである。

　半ば強引に役を押し付けられたのだが、金剛寺は怒ったりイライラしたりしない。その人間力たるや、イライラばかりしている駆流とは雲うん泥でいの差である。

　そんなわけで、金剛寺はどう考えてもクラスで一番性格のいい男なのだが、駆流は彼がかなり苦手であった。それはなぜか。

　金剛寺は根っからの熱血タイプで、すべての事に対して「頑張ればなんとかなる」……と思っているフシがあるのだ。

　できないのは頑張っていないからで、やる前から諦あきらめることは許さないし、途中で諦めることも良しとしない。

　球技大会ではバレーボールをやったのだが、バレー部でもないのにクイック攻撃をしたがり、完成するまで練習に付き合わされた。

　金剛寺自身はあまり器用ではない。だからこそ反復の鬼になるのだろう。しかし付き合わされる人間はたまったものではない。

　結局クイック攻撃は、完かん璧ぺきなトスを上げる百川面々人がいたおかげで数時間で形にはなった。しかし百川がいなかったら、何日も放課後居残りさせられていただろう。

　面倒なことは最初からやらないタイプの駆流にとっては天敵なのだ。

　そんな金剛寺の元に、立派な牡お牛うしの姿をした精霊が歩み寄り、彼と相対した。

「来たか」

　金剛寺が静かに呟く。牡牛は肩が盛り上がり、顔の位置が低いバッファローに近い姿だった。

　じっと見つめ合う金剛寺と精霊。まるで何かを確かめ合っているようだった。

「よろしくな」

　金剛寺が呟くと、牡牛は彼の体に吸い込まれていった。

「今のは〝クロスパル〟様です。戦闘系の精霊様で、筋力増強に超回復に疲労軽減の効果をもたらしてくれます。精霊術は《投とう擲てき》で、手に持てるものなら凄い速さと命中精度で遠くまで投げられるようになりますよ！」

　やり投げをやっている金剛寺にはピンポイントの加護だ。やはり本人の性格や資質と精霊の加護には繋つながりがあるようだ。

（後は諸岡か……）

　自分の事は置いて、駆流はまだ加護精霊が決まっていない諸岡に眼をやった。

　彼女の周りには様々な精霊が飛び回っており、その誰もが加護をしたがっているように見えた。

　彼女には他人を惹ひきつける何かがある。

　女性でありながら男のダルタニアン役を任されたのも、その人を惹きつけるオーラゆえだろう。存在感が際立っているのだ。

　身長が高くて動きも洗せん練れんされている玲は、一挙手一投足がとにかくサマになる。顔だちも凜り々りしく、特に切れ長の目がとびきり印象的だ。

　そして玲は、異性はもちろんだが同性にとにかくモテる。モテまくる。ファンクラブもあるぐらいだ。

　しかし彼女はあまり他人に興味を持っていない。なるべく他者との接触を避けているようにも思える。

　駆流はその姿勢は大いに共感しているのだが、彼と玲では決定的に違う部分があった。

　それが菜摘美来の存在だ。玲の美来に対する執着心はすさまじい。

　彼女らは幼おさな馴な染じみで、幼稚園からずっと一緒らしい。行動や言動に危なっかしい部分があり、世間ずれしてないお嬢さま気質の美来。そんな彼女の保護者的なポジションに収まっているのが玲だった。

　彼女は常に美来の傍そばに付き添い、ことあるごとに世話を焼いている。

　それだけならいいのだが、玲は美来に近寄る火の粉……というか男子生徒を振り払ったりもしている。まるでそれが己おのれの使命だというように。

　要するに、玲は美来に依存しているのだろう。

　玲自身は「美来には私がついていないとダメだ」と思っているのだろうが、実際は逆なのだ。

　そんな彼女のもとに、甲かつ冑ちゆうを着た西洋騎士のような姿をした精霊が近寄って来た。

　騎士は右手に剣を、左手に盾を持っている。そしてその両手を、玲に向けてそっと差し出した。

　玲は無言で右手を伸ばし、ピタリと盾に手を当てた。

　その瞬間に騎士は光り輝き、玲の手のひらから彼女の体内に吸い込まれる。何だかとても神々しい光景だった。

　ネルもうっとりとため息をつき、説明し始めた。

「今のは選択の精霊騎士、〝キルシュタイン〟様です。彼は高潔な騎士様の化身で、勝利と安定をもたらす存在です。加護を受けると肉体と精神力が強化され、直観力が向上します。それから、玲さんは盾に触れましたよね？　ということは精霊術は《鉄てつ壁ぺき》。防御特化の素晴らしい術です！　《鉄壁》持ちの人は、歩く砦とりでと言われるぐらいなんですよ！」

　美来を守りたいという気持ちがそうさせたのだろうか。

「さて、みなさん加護精霊が決まりま──」

　ネルがセリフを途中で止めた。駆流と目が合ったのだ。

「えっと、駆流さんは……まだですね」

　ネルの言葉を聞いて、駆流はこれでもかというぐらいの渋じゆう面めんを作った。

（精霊とか、正直めんどくさい。ちょっと楽しそうだと思ったけど、こちとら勝手に異世界に召喚されてるんだ。しかもドラゴンだか何だかを倒せなんて、なんでそんなことをしなきゃいけないんだよ。そんな危険なこと俺はやりたくない。強力な精霊術を得てしまったら、ドラゴン討伐に積極的に関かかわらなくちゃいけないじゃないか。俺は目立ちたくないんだ！　目立つぐらいなら精霊の加護なんていらない！）

　そう、周りの加護精霊が決まるにつれて、駆流の心の中に「精霊の加護なんていらない」という気持ちが芽生え始めていたのだ。

　この思考はどうやら精霊にも伝わるようで、数多あまたの精霊達が「コイツどうする？」といった様子で遠巻きに駆流のことを見ていた。

　何体かは近づいて来るのだが、駆流が「キッ」と睨むとすぐに離れて行った。

　精霊からすると、そんな経験初めてのはずだ。加護してあげようとしているのに拒否されるなんて、意味が分からないだろう。

　しかし駆流は心から加護を拒否していた。

（俺は目立ちたくないし、精霊術も使いたくないんだ！）

　駆流がひときわ強くそう念じたその時、彼の頭の中に清せい廉れんなる声が響いた。

『それは本当ですか？』

　えっ、と驚いて周囲を見ると無数にいた精霊が姿を消し、一人の美しい女性が頭上にフワフワ浮いていた。












　豊かな金色の髪を揺らし、均整の取れた体に一枚の布を巻いたような格好で優雅に浮いている。

　とても官能的な姿なのだが、不思議といやらしい気持ちは湧わいてこない。

（あなたは？）

　自然とあらたまった口調になる駆流。とても気軽に会話できる雰囲気ではなかったのだ。

　そんな駆流の問いに、女性がにっこり笑った。

『目立ちたくないし精霊術を使いたくない……それは本当ですか、壬道駆流』

　不快感のまったくない、聞くだけで心が澄み渡るような声だった。聞くというよりは全身で感じると言った方が近いだろうか。

　綺き麗れいな泉に身が浸されているような感覚だ。

（は……はい）

　駆流が恐る恐る答えると、精霊様は再びにっこりと笑った。

『分かります。その気持ち、とてもよく分かります』

（本当ですか？）

『ええ。精霊は噓うそをつきません。目立って良いことなんてないし、精霊術も使わないに越したことはないに決まってます』

　なんだ、話の分かる精霊もいるじゃないか……と、駆流は嬉しい気分になった。

　気の合う人間に会って嬉しい気持ちは、相手も同じようだった。

『フフフフ……あなたとは本当に気が合うみたいですね』

　さっきまで加護されるのを嫌がっていた駆流だったが、この精霊からは加護されてもいいかなという気になっていた。何しろ自分と気が合うのだ。

（どうせ加護されるなら、あなたにしてもらいたいですね）

『本当？』

（本当です）

『分かりました。私の名前は〝テアケイル〟です。私と目を合わせて、すべてを受け入れる気持ちになってください』

　そう言って真剣なまなざしになるテアケイル。言われた通りにすると、彼女は光の粒子となって駆流の体内に入って行った。

（うぉ！）

　その瞬間、体中から力があふれるような感覚を覚えた。かなりの多た幸こう感かんがある。これが加護されるということなのか……と駆流は心で理解した。

「あれぇ？　駆流っちも加護されたぁ？」

　紗々が首をかしげながらそう言った。

　どうやらテアケイルの姿は誰も見ていないようだった。

　ネルは「見逃しました！　お名前は伺いましたか？」と質問してきた。

　駆流はあまり教えたくはない気分だったが、教えるまで追及され続けるのは面倒だった。

「テアケイル……だってさ」

　精霊の名前を聞き、本のページを繰りまくるネル。しかし、なかなか見つけられないらしい。同じようなページをあっちへ行ったりこっちへ来たりしていた。

「おかしいなぁ……見つかりません。この本には検索魔法が掛かっているので、探している項目はそう時間をかけずに見つけられるはずなんですけど……」

　しばらく真剣に探していたネルだったが、不意に本を「パタン」と閉じた。

「え～っと……」

　ネルが恐々と駆流の方を見た。

「この本はある程度有名な精霊様が載っていてですね……その、あまり力の強くない精霊様は載っていないんですよ」

「つまり、俺を加護してくれた精霊は……？」

「ごめんなさい！　載っていません！　異世界から来られた方には、例外なく強力な精霊様がつくはずなのに、なんかすいません！　あ、でもこの本に載っているような精霊様に加護してもらえる人は少ないんですよ、本当に！　載ってない精霊様からでも体力が少し上がったり、基本的な加護は受けているはずなので、そんなに違わないっていうか……まぁ、加護されるだけで〝精霊術〟は使えないんですけど……あの、その──」

　必死に謝るネルだったが、駆流はむしろ喜んでいた。無名の精霊、いいじゃないかと。

　目立ちたくない、という希望に完全にかなっている。これは喜ばしいことだ。

「じゃあ俺はあまり役に立てない……かも」

　駆流はクラスメイトに聞かせるように呟いた。喜びが前面に出ないように、少し悔しさをにじませながら。

「ともあれこれで全員加護は受けたわけね」

　梨孤がそう言ってネルを見た。

「この先はどうすればいいわけ？　さっさとブロンズドラゴンやっつけて元の世界に帰りたいんだけど」

　精霊の加護を受けてからは、誰もが現在の特殊な状況をすんなり受け入れることができるようになっていた。何かしら精神的な影響も及ぼすのだろう。

　ネルは話題が変わったことで安心したのか、笑顔を取り戻しながら梨孤に言った。

「まずは街に行って、ドラゴン討伐の為の準備をしましょう。加護を受けたばかりの人は、とても不安定な存在なんです。魔物に狙われやすくなりますし、完全に精霊術を使いこなせるようになるには数日かかります。西の方に大きめの街があるのでそこでしばらく過ごしましょう」

「確かにそうね。ここが精霊の森だから……西ってことはヘクトの街かしら。だけどしばらく身を置くなら、東にある防衛の街ガキョナの方がよくない？　物もヘクトより揃そろってるし……ってあれ、何で私こんなこと知ってるのかしら？」

　首をかしげる梨孤に、ネルは満面の笑みを見せた。

「〝ラミラミ〟様の加護の効果が早速出ているみたいですね！　すごいです！　受けた加護の影響は、普通は数年後にしか出て来ないんですよ。さすが異世界の方です！」

　ネルがそこまで言った時だった。

　美来が「きゃっ！」と短い叫び声をあげた。

「どうしたの!?」

　すかさず玲が声をかけると、美来はガクガク震えて「何かいる……いっぱい」と声を絞り出した。

「何かって何が──」

「しっ！」

　玲の言葉を遮さえぎったのは梨孤だった。彼女は素早く周囲に視線を這はわせ、顔をしかめながら「まずいわね……」と呟いた。

　その頃になると、他のメンバーも事態に気付き始めた。

　何かに囲まれている。

　姿こそ見えないものの、周囲の茂みに何かが潜む気配がする。しかも一体や二体ではない。

　するとじっと一点を見つめていた百川面々人が、視線の先に顎あごをしゃくった。

「あそこにいるのがボスっぽいよ」

　見ると、遠くの方に真っ黒で大きなオオカミのようなものの姿が見えた。

「ワーウルフ！」

　驚きの声をあげたのはネルだ。

「おかしい……ここは彼らの縄張りじゃないはず。何でこんな所に……」

「倒せばよくない？」

　ボスから目を離さずに百川がそう言うと、ネルは悲しそうに首を振った。

「皆さんは加護を受けて間もない不安定な時期なんです……。いくら異世界の方とは言え、精霊術もまだ完全には使いこなせないはずです。これから時間をかけてゆっくりと体を慣らしていく予定だったのですが……」

「何体かは倒せても、全員無事に済む確率は低いってわけね」

　梨孤の言葉に、ネルが力なく頷く。

「すいません。この辺りにワーウルフが出るなんて想定外で……。私、いきなり皆さんをこんな危険な目に……うっ……うっ」

　ネルの落ち込みは激しく、目には大粒の涙が光っていた。

　何となく誰もが言葉を発せずにいると、飛鷺がおどけた様子で声を出した。

「俺、割と犬には好かれるタイプなんだけど、彼らと仲良くなれないかな？　へへ！」

　このシチュエーションで軽口が叩たたけるメンタルには恐れ入るが、やはり状況が状況だけに誰も笑わない。

「試してみたら？」

　梨孤もすこぶる冷たい。

「じょ……冗談だよ」

　飛鷺は慌てた様子でそう言うと、「さて、どうしたもんかな」と呟いた。

　泣きだしそうなネルに集まっていた視線は自然と剝はがれ、これからどうするかを考える空気になっていた。

（飛鷺もたまには役に立つな）

　駆流がそう思ったその時だった。

『ヴォオォォォォォォ───ン！』

　突然、遠くにいたボスが空に向かって遠とお吠ぼえを始めた。

　腹の底に響く、嫌な声こわ色いろだった。するとそれを合図に、茂みに潜んでいたワーウルフ達が次々に姿を現す。低い唸うなり声が渦巻き、強烈な獣けもののにおいが鼻をついた。

　まだ遠巻きにこちらを見ているだけだが、完全に周りをぐるりと囲まれている。

　それを見た梨孤が、軽く舌打ちをした。

「……全部で三十体はいそうね。ワーウルフは自分より強い相手にしか従わないから、群れの規模はボスの強さや器うつわの大きさを測る物差しになるのよ。……あのボス、かなり強いわよ」

　梨孤の説明に、みんなの緊張が高まった。三十体余りのワーウルフは、こちらをじっと見つめ、じりじりと包囲の輪を狭せばめてくる。だらしなく開かれた口からは、濁った色のよだれが垂れていた。

　駆流の頭に「死」の一文字がよぎった。近所の犬に吠えられるのとはわけが違うのだ。相手は大型犬よりもはるかに優れた体格で、もちろん鎖にも繋がれていない。

　まっすぐに向けられた殺意に射すくめられたように、駆流は身動きが取れずにいた。

「一カ所に固まれ！　襲って来たら俺がぶっ殺してやる！　クソオオカミ風情が、俺にガン飛ばしやがって！」

　武蔵は勇敢にも臨戦態勢に入っている。もはや戦闘は避けられない──そうみんなが思い始めた時、しばらく大人しかった紗々が大声を出した。

「それだ！　それだよ武蔵っち！」

「あぁ!?」

「みんなあっし達の方を見てるんだよぉ！」

「るっせぇな、それがどーしたんだよ！」

　苛いら立だち気味に武蔵が紗々に詰め寄ると、紗々はさらに大声を張り上げた。

「みんなが逃げる隙を作れるかもってことぉ！」

　その言葉に反応したのは梨孤だ。

「本当なの紗々？」

「ほんとのほんと！」

「一体何をするつもり？」

「しっかりしてよ舞台監督ぅ～！　客席から舞台が見えなくなるアレだよ。みんな、合図したら目を閉じてね！」

　このセリフで駆流はピンと来た。紗々は騒がしくて喋り方もバカっぽいが、決して頭が悪いわけではない。むしろ機転が利くタイプだ。

（なるほど、考えたな）

　駆流は感心しながら、紗々に背を向けてみんなより一足先に眼を閉じた。

「いくよー！」

　紗々の掛け声が聞こえて来た次の瞬間、目を閉じたことで真っ暗になっていた視界が一瞬だけ真っ赤になった。瞼まぶたを閉じた向こう側で閃光が走ったのだ。

「うぉ……」

　武蔵が思わず声を出した。

　そして駆流がうっすら目を開けると、みんなそれぞれ困惑の表情を作っていた。

　そんな中、天才肌で誰よりも理解の速い百川面々人が笑顔で紗々に語りかける。

「なるほど、これが精霊術の力なんだね」

　紗々の精霊術は《閃光》だ。その術を使って、体から光を発したのだろう。事前に目を瞑つぶっていた駆流達は今もこうして目が見えている。しかし──

『グルァァァ……！』

　光をまともに見たワーウルフ達は目を閉じて苦しそうに呻うめいている。一時的に視覚が奪われているのだ。

「みんな今のうちに逃げるわよ！」

　梨孤の言葉に全員が反応した。しかし、一人だけその場に膝ひざから崩れ落ちた人物がいた。紗々だ。

「紗々ちゃん？」

　美来が心配そうに呼びかけるが、紗々は反応しない。

　ネルが紗々に駆け寄り、脈や呼吸などを確認して言う。

「おそらく、加護を受けてすぐに術を使ったことによるショック状態です。しばらくしたら目が覚めると思いますが、それまでは自力で歩くことは不可能です」

「問題ない。俺が運ぼう」

　そう言ったのは金剛寺だった。彼は紗々を軽々と持ち上げて肩に担いだ。

「じゃあ行きましょう！　ひと塊になると危険だから、三手に分かれて逃げるわよ！」

　そうして梨孤はテキパキと指示し、メンバーを武蔵・玲・美来グループ、金剛寺・紗々・梨孤グループ、百川・飛鷺・ネル・駆流グループに分けた。

「みんな防衛の街ガキョナで集合しましょう！」

　梨孤がそう言って駆け出そうとした瞬間、異様な気配が近くから感じられた。

『フーッ……フーッ』

「こいつ──」

　梨孤が絶句する。

　群れを遠くから指揮していたワーウルフのボスだった。両目ともしっかり開いて、値踏みするようにみんなを睨みつけている。

　閃光が走る時に、とっさに眼を閉じるか物陰に隠れるかしたのだろう。

　恐ろしく頭がいい。

『……グルァァァアアッ！』

　ワーウルフは梨孤をターゲットにしたようだ。数メートルの距離をひと跳びで詰めて来た。大きく開いた口内には牙きばが不気味に光っている。

（やられる！）

　駆流は完全なる不意打ちに驚き、身動きが取れずにいた。他のクラスメイトも彼同様にじっとしたままだ。同級生を襲う死の危機に対し、誰もなにもできない。

　すると驚くべきことが起こった。

『ガルァアア！』

　ボスと同じ体格のワーウルフが突如出現し、ボスに襲い掛かったのだ。

　激しい唸り声を出してもつれあう二体。

　毛を飛び散らせながら互いを攻撃しあい、一いつ旦たんお互いに距離を取る二体。どちらも戦闘態勢は崩さず、互いを睨みつけながら体勢を低くしてうなり合っている。

　するとそのうちの一体が口を開いた。

「早く逃げなよ。ボクはコイツとしばらく遊んでるからさ」

「……百川くん!?」

　みんなの驚きを代表するように、美来が叫び声をあげた。

　新しく現れたワーウルフは百川面々人だった。《変化》の精霊術でボスに変身したのだ。

「……死なないでね！」

　窮地を救われた梨孤がすぐさま気を取り直し、百川に一声かけて駆け出した。紗々を担いだ金剛寺も続く。

「俺らも行くぞ！」

　武蔵がそう言うと、諸岡玲が美来を引っ張って走って行った。

　続いて飛鷺も「マジで死ぬなよ」と百川に叫んで走り出した。ネルと駆流も後に続く。

　百川は飛鷺の言葉に「死なないよ」と軽く返事してボスに飛び掛かった。

　二体が激しく戦う声は、現場から遠く離れるまでずっと聞こえていた。













　さっさと教室から出ていれば……いや、その前に美み来らが書き割りの破損に気付いていなければ……いや、その言葉を無視しておけば。

　駆かけ流るは現実逃避するように、どうすれば異世界に来ずに済んだかを考え続けていた。

　ワーウルフから命からがら逃げて来たはいいものの、今は安全か危険かも分からない森の中を三人で歩いている。

　時折、見たこともない生物が茂しげみから飛び出して来ては、駆流を驚かせる。

　そんな中、飛ひ鷺さぎはネルから手渡された本を一心不乱に読みふけっていた。

「なるほど。この『アーガント総そう覧らん』によると、俺達が今いる小国〝パイ〟はグロンド大陸の南端に位置する王政国家で、国土の大半が白はく鳳ほう地帯……白鳳地帯って何？」

　飛鷺の問いにネルが答える。

「えっとですね、空気や霊れい気きや重力が安定して災害が起こり難にくくて……。簡単に言うとヒト属が住みやすい環境の土地のことですね」

「へぇ～！」

　感心する飛鷺を見て気を良くしたのか、ネルが得意気に説明を続ける。

「他には魔族が住みやすい強ごう羅ら地帯、翼族が住みやすい金キ鷆テン地帯、牙きば族が住みやすい孫そん帝てい地帯なんかがありますよ。それぞれの種族が、住みやすい環境で繁栄してるんですが、環境に適応しやすい魔物はどの地帯にも満まん遍べんなく存在するんです」

「魔物と魔族って別なの？」

「別物ですね。説明は難しいんですが……〝知能〟と〝自制心〟が高いのが魔族で、欲望に忠実で本能のままに動くのが魔物ですね。ヒト属がそう定義しているだけですけど」

「なるほどね……。ところでさ、魔族はヒト属と敵対してたりしないの？　この世界は我々のものだ～……的な魔王がいたりとか」

「過去に何度か大きな争いがありましたよ。最近では約三十年前。この時はヒト属が劣勢に立たされたんですが、チキュウから召喚した男性が数人の仲間と魔王城に乗り込んで複眼の魔王〝ローサキス〟を討ち取ったんです！」

「おぉ、勇者だ！」

「なんだかチキュウの方って、少人数で魔王城に乗り込みたがるんですよね。なんだかそういう美意識があるみたいで」

　そう言って不思議そうに首をかしげるネルに、飛鷺が訳知り顔を見せる。

「勇者ってのはそういうもんだよネルちゃん。で、そのあとはどうなったの？」

「結局その後すぐに休戦協定が結ばれました。ヒト属もそうですが、魔族にも穏健派と過激派がいるんです。過激派の最大勢力だったローサキス軍が崩壊して、一気に終戦へと向かったみたいです。それ以来は平和ではあるんですが、最近また不穏な動きがあるとかないとか。特に──」

　説明の途中で、ネルが急に足を止めた。

「どったのネルちゃん？」

　思わず声をかけた飛鷺に、ネルは「しっ！」と人差し指を口に当てて茂みに隠れた。

「まさか……魔物？」

　ネルを真ま似ねて茂みに隠れつつ飛鷺が小声で尋ねると、ネルはコクリと頷うなずいた。

「低レベルのゴブリンみたいですね。人を好んで襲う小こ悪あつ鬼きです。いち、にー……全部で四体いますね。精霊様の加護を受けたお二人なら後れを取ることはないと思いますよ」

　茂みに身を潜めながら、ネルが駆流と飛鷺に語りかけた。

　駆流は目の前のゴブリンの姿をじっと見つめた。確かに負ける気がしない。感覚的に分かるのだ。ワーウルフを見た時のような緊張感は欠片かけらもない。しかし──

（面倒だな……）

　駆流は渋じゆう面めんを作った。いくら倒せる相手だろうが、戦闘行為は避けたい。

　すると、ゴブリンをじっと見つめていた飛鷺が「右端……躓つまずくぞ」と呟つぶやいた。

「……？」

　駆流が疑問に思うのと同時に、四体のゴブリンのうち、右端の一体が木の根に蹴け躓つまずいて地面に転がった。

　それを見たネルが、小さく驚きの声をあげた。

「えっ……もう《先せん見けん》を使えるんですか!?　予知系の〝精霊術〟は使えるまでに特に時間がかかるのに」

「コツを摑つかんだ気がする。実戦で試してみるわ。いくぞ！　そらっ！」

　威勢のいい掛け声と共に、飛鷺が四体のゴブリンへ向けて駆け出した。

「あ、ゴブリンの弱点は──」

「何となく分かるから大丈夫！」

　ネルのアドバイスを拒否し、飛鷺がゴブリンへと向かっていった。

『ギィ！』

　耳障りな声で鳴くゴブリンの耳は大きく尖とがっており、しわだらけの醜みにくい顔をしていた。白く濁った眼めからは一切の感情が読み取れない。

「うわっ！」

　その顔にビビったのか、飛鷺が一瞬ひるむ。

『ギギィ！』

　ゴブリンは与くみしやすい相手と見たのだろう。統率の取れた動きで散開し、手にした棍こん棒ぼうを飛鷺に向けて振るいだした。

「甘いぞ！」

　飛鷺はゴブリンの攻撃をひょいひょいと上う手まく避け始める。態度にも余裕が出てきた。

「俺は精霊〝ムルト〟の加護を受けるものだ！　精霊術《先見》の前では、すべての攻撃が空を切ることになるぞ！」

　調子に乗り、確実にダサいセリフを吐きながら飛鷺がゴブリンの攻撃を避け、腰の剣を抜いて相手の首元を斬きり付つけた。

　そのたびに鈍い音はするものの、ゴブリンは一体も倒れない。そもそも振り回している剣は『三さん銃じゆう士し』の小道具の木でできた剣なのだ。

「うりゃ！　おりゃ！　……そりゃ！　…………そいや！」

　飛鷺による威勢のいい掛け声と攻撃は続いていたが、相手のゴブリンも同じぐらい威勢がいい。

（これは長引くな……）

　駆流がそんなことを考えていると、飛鷺が闘いの合間にチラチラとこちらを見て来ることに気が付いた。

　何かを訴えかけるような、少し物悲しいような懇こん願がんしたような両目。












　弱点を教えて欲しいのなら、ネルに聞けばいい。でもそうせずに俺を見るということはどういうことだろう。

　駆流がぼんやり考えている間も、飛鷺はゴブリンの攻撃を避けまくっていた。

　両者の動きには一体感すら出始め、なんだかそういう大道芸集団のようだった。

「今倒すからね、ネルちゃん！」

　飛鷺は一貫して余裕の態度でもってネルに語りかけている。その言葉に含まれた少し甘い響きに、駆流はなんとなく気が付いてしまった。

（あぁ……）

　きっと飛鷺はネルのことが気に入ったのだ。だから彼女にいい所を見せたいのだ。しかし弱点を教えてもらってはちょっとカッコ悪い。だから駆流に「ゴブリンの弱点をネルに聞いて、こっそり教えて！」と視線で訴えかけているのだ。

　無視しても良かったのだが、視線が来る回数があからさまに増えて来た。

（めんどくさい奴だな）

　駆流はしぶしぶ横にいるネルに尋ねる。

「ちなみにゴブリンの弱点ってどこ？」

「脳天です」

「ふぅん」

　一いつ旦たん興味無さそうに返事をして、駆流は飛鷺が自分の方を向く瞬間を待った。

　二秒後にその瞬間は来た。とにかくこっちを見まくるのだ。

　駆流は頭を掻かくふりをして脳天をトントンと叩たたいた。

　飛鷺は明らかに「ありがとう」という表情を作り、軽くウィンクした。

　野郎のウィンクを見せられ、アドバイスをしたことを激しく後悔した駆流だったが、飛鷺は目に見えて良くなった軽快な動きでゴブリンを倒していった。

『ブギャー！』

　最後の一体が断だん末まつ魔まをあげると、飛鷺は肩で息をしながら戻って来て小声で言った。

「サンキュー相棒」

　誰だれが相棒だ。駆流は顔をしかめることで返事をした。

「しかしマジで身体能力も上がってるぜ。精霊の加護すげーな！」

　その場でピョンピョン跳ねながら飛鷺が言った。ネルもゴブリンを圧倒した飛鷺を見て安心したのだろう。少し得意気に喋しやべり始はじめた。

「そうなんです！　加護を受けると全体的な身体能力が上がるんです！　中でも特に強化される部分は皆さんにお伝えしましたが、基本的には体全体が強くなるんですよ！」

　確かにそれは駆流も実感していた。さっきから随ずい分ぶん歩いているのに少しも疲れを感じないし、体もやけに軽い。

「精霊術の《先見》はどうでしたか飛鷺さん？」

「効果抜群だよネルちゃん。視界にいる相手の動き……とか、弱点とかが分かるんだわ。少し先の未来が見える感じっていうか」

　駆流は「弱点は分からないだろ」と思ったが黙っておいた。飛鷺が「頼むから黙ってて！」という表情で駆流の方を見ていたからだ。つくづく面白い男である。

「でもまぁ、精霊術使うとちょっと疲れるけどね」

「使ううちに慣れていくと思いますよ」

「なるほど。そういえば慣れた気がする」

　また飛鷺が調子の良いことを言っている。結構タフというか懲りないタイプだ。

　なんにしても、自分には精霊術が備わってなくてよかったなと駆流は思った。誰にも期待を受けずにすむし、術を使って疲れることもない。期待も疲労も大嫌いだ。

　ぼーっとそんなことを考えていると、いつの間にか離れた所に行っていたネルがこちらを呼ぶ声が聞こえた。

「飛鷺さん、駆流さん！　来てください！」

　彼女はどうやらゴブリンが倒れた場所に移動していたようだ。

　見るとゴブリンの死体がグズグズに崩れ、煮に凝こごりのようになっていた。そして周囲にはアンモニアと硫い黄おうを混ぜたような刺激臭も漂っている。

　駆流は思わず顔をそむけたが、ネルは祈るように両手を組んで何かを呟き、ゴブリンの死体に「ズボッ」と手を差し入れた。その行動には何の迷いもない。そしてしばらくごそごそと手を動かしてから、何かを取り出した。

「やった！　煙の魔石と種火の魔石がありましたよ」

「何それ？」

　飛鷺が興味深そうに質問すると、ネルが得意気に語り出した。

「ゴブリンを倒すと手に入るアイテムです。魔物の肉はすぐ腐って土にかえるんですが、体の一部が消えずに残ることがあります。ゴブリンからは何種類かの魔石が手に入るんですよ」

「へぇ！」

　飛鷺が感心したような声を出すと、ネルはさらに得意気になる。

「煙の魔石は割ると煙が出てきます。ちょっと変なにおいがしますが、虫むし除よけ効果があるんですよ。そして種火の魔石は割ると小さな火が出ます。たき火をする時にとっても便利です！」

「おぉ！　どっちも野宿する時には便利だね！　……あ。じゃあ、アレだね……早速今日は……ね」

　飛鷺が後半の言葉を少し濁した。今の状況を思い出したのだ。それはネルも同じようで、彼女は顔を真っ赤にして俯うつむいた。

「すいません……私方ほう向こう音おん痴ちで……」

「いやいやいや、近くの街に行くつもりが道に迷っちゃったことなんて俺は全然気にしてないよ！　今自分がどこにいるかさえ分からないなんてよくあることだし！」

　そう、駆流達のグループは今遭そう難なんしているのだ。

「とにかく今日は暗くなる前にキャンプ地を決めよう！　ここをキャンプ地とする！　なんつって……へへ！」

　異世界人に通じるはずのない冗談を言いながら、飛鷺は必死にネルを宥なだめている。

　しかし実際問題野宿するとなると少し不安だ。魔物がうろうろしているような場所で無防備に一夜を明かすなんて怖すぎる。

　何か対策を打つとしたら明るい今のうちがいいだろう。

　駆流がそんなことを考えていると、遠くの茂みに何か赤いものがチラチラ見えることに気が付いた。

　不思議に思って目を凝らして見てみるものの、既に赤いものは消えていた。

（気のせいか？）

　訝いぶかりながらも視線をネルと飛鷺に戻すと、彼らは完全に溶け切ったゴブリンの死体を観察しているようだった。残っているのは一部の骨と、ゴブリンが身に着けていた物だけだ。

「この棍棒は使えそうだな」

「そうですね、飛鷺さんの持っている剣より丈夫そうです」

「ちょっともらっとくか……うわっ、なんか持つところヌルヌルしてる」

「ゴブリンの持ち物って、全体的にヌルヌルしてますよ」

「え～！　このヌルヌルがデフォルトなんだ……。こんな棒持ち歩くの嫌だな。そうだ、布を巻けば少しはヌルヌル軽減されるかも」

「飛鷺さん賢いです！」

「ヘヘッ！　そうかな？　じゃあ早速このゴブリンの服をちょっとちぎって……うわっ服もヌルヌルしてる！」

　飛鷺とネルの会話は続く。

「まさか布までヌルヌルだと思わなかったわ」

「むしろ布が一番ヌルヌルですね」

「確かに。かなりヌルヌルしてる。ヌルヌルが染み込んで、かなり年季の入ったヌルヌル具合に──」

「もういいわ！」

　駆流は柄にもなくツッコんでしまった。同じところをヌルヌル……いや、グルグルする会話に我慢ができなくなったのだ。

　飛鷺は駆流のツッコミに満面の笑みを見せた。他人を会話に引きずり込めた時によく見せる表情だ。

「でもよぉ駆流、本当にヌルヌルしてるんだぜ。触ってみるか？」

　飛鷺の意味不明の提案にネルも乗っかり、追撃の言葉を浴びせて来る。

「想像以上にヌルヌルですよ。ちょっと触ってくださいよ、フフフ！」

　駆流は面倒なので二人の発言を無視して、今後の方針を決然と伝えた。キツめのツッコミの後だったので、それに引っ張られて口調は自然と厳しくなる。

「とにかく、今日はもうやみくもに移動せずに一晩明かす場所を探すから！　ちゃんと計画性持って動かないと、あとで面倒なことになるんだぞ！　今後は俺の指示通りに動いてもらうからな！」

「はい！」

　飛鷺とネルの返事が綺き麗れいにハモった。こんなことなら最初からめんどくさがらずに会話しておけばよかった、と駆流は思った。目先の面倒を避けすぎて、後の面倒にぶつかってしまった感じだ。

　するとネルがおもむろに手をあげて声を出した。

「リーダー！」

　一体誰のことだと思ったが、ネルは駆流の方をじっと見つめて来ている。

「…………」

　とりあえず無視してみたが、視線が全然外れない。そればかりか少しずつ駆流の方へにじり寄って来た。

　駆流は「指示は出す」とは言ったが、リーダーになった覚えはない。……のだが、ここでゴネても仕方がないだろう。

「……なに？」

「気になることがあるであります！」

「……とりあえず普通に喋って。あとリーダーって呼び方は鳥肌立つから禁止」

「あ、はい。えっとですね駆流さん、このゴブリン達おかしいんです」

「おかしいってどこが」

「ゴブリンって自分の持ち物に傷をつけるんです。これは自分の物だ……って主張する為に。だから傷の形はそれぞれ違うはずなんですけど」

　言われてみるとヌルヌルの棍棒に三日月のような傷が見える。

「全部の棍棒に同じ傷があるでしょ？　それに傷は大体直線なんです。ゴブリンってあんまり器用じゃないから。でもこの傷って曲線でできてる……」

「誰かから棍棒を奪ったんじゃないか？」

　駆流が尋ねるとネルは首を振った。

「奪うにしても傷はつけ直すはずです」

「なるほど……」

　一体どういうことだろうか。気にせず放置していいような問題の気もしたが、妙に引っかかるのも事実だ。

（ん？　何か他にも気になってたことがあったな……）

　その時、飛鷺が独り言のようにこう呟いた。

「あれ？　向こうの方に赤いものがチラつくな」

「それだ、俺も見た。茂みに隠れるような赤いものを」

　駆流がそう言うと、ネルが目を見開いた。

「……大変！」

　顔からはさっと血の気が引き、足が小刻みに震えていた。そして神経質に飛鷺が赤いものを見たという茂みを見み遣やり、ごくりとつばを飲み込んだ。

「た、大変です……傷の謎なぞが解けました」

「それのどこが大変なんだよ」

　駆流が尋ねると、ネルが体を震わせながら返事をした。

「ゴブリンには上位種が幾つかいます。ホブゴブリン、ワイルドゴブリン、ゴブリンロード、ゴブリンシャーマン……そして、ゴブリン族の中でもっとも強くて強力な、レッドキャップ」

「レッドキャップ？」

「はい、レッドキャップはゴブリンを従える悪鬼です。手下のゴブリン達を使って人間を見つけ、見つけた人間を惨ざん殺さつするのを至上の喜びとするんです！　名前の由来は、殺した人間の血で染めた真っ赤な帽子です。レッドキャップは知能も身体能力も、ゴブリンの比ではありません！　絶対に出会ってはいけない魔物の一種です」

　話が段々と見えて来た。

「まさか俺達が見た〝赤いもの〟って」

「はい。もしかしたら、レッドキャップが被かぶる赤い帽子かも。それにゴブリンの持ち物につけられていた傷は、レッドキャップが付けたものだとすると辻つじ褄つまが合います。レッドキャップが、自分の持ち物を手下に与えたんです」

「なるほど……」

　ここで飛鷺が周囲を警戒したように見つめながら会話に入って来た。声には緊張がみなぎっている。

「仮にレッドキャップだとすると、なんで襲ってこないの？」

「分かりません。もしかしたら飛鷺さんの闘う様子を見て、手ごわい相手だと感じたのかもしれません。それにこちらは三人いますし……。確実に殺せるタイミングを図っているとか」

「なるほど。……でもそれじゃあ、返り討ちにできるかもしれないってことだな」

　飛鷺が努めて明るい口調でそう言うと、ネルは眉み間けんに深くしわを寄せた。

「ちゃんとした武器を持って正面からぶつかり合ったなら、もしかしたら勝てるチャンスはあるかもしれません……。でもここは森の中。相手のフィールドです。過去にはこの世界の狩人かりゆうど十人が、森の中でレッドキャップに襲われ、八人が命を落とすという事件もありました。……武器を持って戦う準備をしていた大人が、です」

　次々と出て来る絶望的な言葉に、駆流は声を失った。

　このピンチに比べると、ワーウルフの群れに襲われたことなど大したことはない気がしてくる。しかもあの時は味方が十人いたが、今は三人しかいないのだ。

　気が付くと日が落ち始め、周囲は闇やみに染まり始めた。

　時折聞こえていた鳥の鳴き声もすっかり消え、今は木々の騒ざわめきが不気味に響くばかりだ。

　これ以上結論を先延ばしにしても事態は好転することはない。行動するなら今だ。

「……三手に分かれよう。全滅するよりマシだ」

　駆流の提案に、ネルも飛鷺も反応すらしない。いや、できないのだろう。駆流の提案は三人で助かる可能性を完全に捨てているのだ。

　どれぐらい経たっただろうか。駆流には数分ぐらいに感じたが、実際は数秒かもしれない。ネルがゆっくりと口を開いた。

「レッドキャップは……女性を好みます。バラバラに逃げたら、まず真っ先に私を狙ねらうはずです。なるべく殺されないようにするので、その隙すきに遠くに逃げてください」

　その言葉に、飛鷺がすぐさま反応した。

「ダメだってネルちゃん！　キミを犠牲にしてまで助かりたくない！　他に何か方法があるはずさ！　だろ、駆流？」

「難しいな……。相手が倒せない以上、犠牲者は必ず出る。それに俺達は勝手にこの世界に召喚されたんだ。多少は彼女にリスクを負ってもらわないと割に合わ──」

「お前！」

　言葉の途中で飛鷺が胸倉をつかんで来た。

「お前は仲間見捨てて平気なのかよ！」

「……平気かどうかはまた別の話だ」

「くそっ……！」

　飛鷺が吐き捨てるように言うと、ネルが慌てて間をとりなした。

「いいんです飛鷺さん。駆流さんの言う通りです。それに私、逃げ足には自信があるので！」

　しかしその時、駆流は見てしまった。覚悟と諦あきらめが綯ない交ぜになったネルの表情。そして彼女のか細い足が小刻みに震えているのを。

　逃げ足が速いなんて噓うそだ。危険に真剣に向き合うネルの性格からすると、逃げるのは苦手なはずだ。逃げるのが上う手まいのは、俺のような性格の人間だ。

　駆流はそう考え、大きくため息をついてから言った。

「一つ提案がある」
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　レッドキャップは興奮を必死に抑えながら獲物を観察していた。

　男二人に女が一人。三人とも若く、イキが良さそうだ。背中に背負った二つの斧おのを後ろ手で撫なでながら、レッドキャップは人間を殺す場面を想像してニタリと笑った。

　何しろ久々の獲物だ。ゆっくりじっくり嬲なぶらなければ勿もつ体たいない。

　軽く姿を見せたのもその為だ。自分の存在を知らしめ、恐怖が芽生えてジワジワふくらんでいく様を楽しむのだ。

　男のうちの一人は手下のゴブリン四体を倒したが、大して強くはない。闘い慣れしていないぎこちなさが目立った。女も問題ないだろう。

　問題は残りの一人だ。あいつはどれほどの力量なのか。

　長らく人間を観察、惨殺してきたレッドキャップは相手の力量を図るのが得意である。

　そのレッドキャップをもってしても、一見冴さえない男の強さは図れずにいた。

　かなり弱そうにも見えるし、妙な不気味さもある。しかし所しよ詮せんは人間。恐怖を与えてしまえば動きは鈍くなる。

　レッドキャップは思い出していた。

　その昔、十人の人間を襲ったことがあったなぁ、と。二人狩り損ねたが、あれは楽しかった。しっかり手を組んでまともに闘えば俺を撃退できたろうに、不意打ちで一人殺しただけで集団は恐怖に染まりただの烏う合ごうの衆になった。

『コフー……コフー……』

　興奮で息が荒くなってきた。もう我慢も限界に近い。先ほどから何やら言い合っている所を見ると、どう逃げようか話し合っているのだろう。

　まずは女、そして手下を殺した男、最後に冴えない男。

　最後の男には仲間の生首を見せてやろう。恐怖に足がすくむか、怒りに我を忘れて飛び掛かって来るか。人間の反応は単純だが面白い。

　レッドキャップは口角を耳付近まで釣り上げ、獲物を観察し続けた。

　その時、三人がそそくさと動きはじめ、深い茂みにサッと入った。完全にこちらに気付いているのだろう。

『フー！　フー！』

　興奮を抑えられないレッドキャップ。隠れていた大木から身を躍らせ、茂みに視線をじっと注いだ。

　ザザッ！

　突然茂みから三人の人間が駆け出した。それぞれが別の方向に、後ろを確認することもなく走っている。

『ギュルァァァァァァ！』

　レッドキャップは歓喜の雄たけびをあげる。追いかけっこの始まりだ。

　ヒラヒラとローブをはためかせて逃げる女を追うレッドキャップ。

　女は足を縺もつれさせながら必死に逃げている。この調子だとすぐ追いついてしまうだろう。遅い。この女は足が遅すぎる。まるで自分が追い付くのを待っているかのようだ。

『……ハァアアァア』

　レッドキャップはしばし考えた。そして答えを得た。

　この女は、囮おとりになろうとしているのだ。仲間を助ける為に命を差し出そうとしているのだ。であればやることは一つだ。

　たっぷり恐怖を与えて、この女の悲鳴を仲間達に聞かせてやろう。

　興奮が最高潮に高まったレッドキャップは、背中に担いでいた二本の手て斧おのをサッと手にした。女の背中は目の前だ。まずは足を傷つけて動けなくしてしまおう。

　さぁ、最高の悲鳴を聞かせてくれ！

　そう思って斧を振り上げたその時だった。

「左ィ！」

『!!』

　男の声と共に、女が素早く左へと体を動かした。今までの緩慢な動きからは考えられない素早い動きだ。

　レッドキャップの斧は、むなしく空を切った。思わず声のした方を見る。すると──

『……ギッ！』

　レッドキャップの足に強い衝撃が走り、思わぬ方向に体が吹き飛ばされた。そして耳には「ボキリ」という鈍い音が聞こえて来た。

　女に足を殴られたのだ。棍棒を隠し持っていたのだろうか。それにしても、もの凄すごい腕力だ……。

　飛ばされながら女を見遣ったレッドキャップは目を見開いた。

　ローブを着ていたのは女ではなかった。自分が力量を測れずにいた男だった。

　自分がずっと追っていたのは、この男だったのだ。茂みに隠れた時に服を取り換えたのだろう。

　そして三手に分かれるふりをして自分を追わせ、襲おうとする所を男二人で返り討ちにしようという作戦だったのだ。

　それにしても声を出した男、まるでこちらの動きを完全に読んでいたかのようだ。

『イィィィィイハァァァ！』

　良い。実に良い。命を諦めずに向かってくる相手はとても良い。

　レッドキャップはさらに興奮して、体勢を立て直したのだった。
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「やったか駆流!?」

「折れた手ごたえがあった！　満足に動けないはずだ！」

　倒すことはできなくても、機動力を奪うことならできるかもしれない。その発想から立案した計画だった。

　駆流がレッドキャップをおびき寄せ、飛鷺が奴の背後から近づき動きを予知する。相手が攻撃しそうになったら飛鷺が駆流に知らせる。そして声を出した飛鷺がレッドキャップの注意を引きつけた所で、駆流が奴の足をブッ叩くのだ。

　棍棒の一撃で、レッドキャップの足はボキリと折れたようだった。それにまるでゴム毬まりのように遠くに飛んで行った。身長は一三〇センチぐらいだろうか。体格はこちらの方が遙はるかに良い。

「早く逃げるぞ！」

　飛鷺の呼びかけに反応し、駆流が立ち上がろうとした時だった。

　ザフッ！

　青葉を踏みつける音と共に、信じられない光景が目に入って来た。

「噓だろ……」

『キャッキャッキャ！』

　何と目の前にレッドキャップが立っていたのだ。足を見ると、まったく折れた様子がない。

（まさか……！）

　そう思って持っていた棍棒を見ると、ボッキリと二つに折れていた。手ごたえの正体はこれだったのだ。

『ハァァァ……』

　レッドキャップは恍こう惚こつの表情で駆流を見ている。

　渾こん身しんの一撃がまったく相手のダメージになっていない。

（やっばいな……）

　駆流は観念した。完全にミスった。素直にレムの提案に乗ってさっさと逃げておけばよかったのだ。

　やはり他人のことを考えると、ろくなことがない。

『ハァハァハァ！』

　レッドキャップの息が荒い。かなり興奮しているようだ。そしてそのまま手に持った斧を大きく振りかぶった。

（終わった……）

　諦め気分で最後の時を待っていると、脳内に清らかな声が響いて来た。

『駆流、あなたピンチなのですか？』

　テアケイルだった。精霊と会話している間は、時が圧縮されたようにゆっくりと流れるようだ。レッドキャップの動きが急にスローモーションになっていた。

（もう死ぬところです……せっかく加護してもらったのにすいません）

『困る！』

（な、なんですか急に！　俺が死ぬと困ったことになるんですか？　まさかテアケイル様の存在が消えるとか）

　駆流が脳内で尋ねると、急に砕けた口調になったテアケイルが答えた。

『消えやしないわ。むしろ消えられるなら大歓迎よ。あぁ消えたい！』

（はぁ……そうなんすか。じゃあどうして俺が死ぬと困るんですか？）

『加護している対象者が老衰以外で死ぬとね……』

（死ぬと？）

『と～っても嫌な気分になるの』

（……は？　それだけですか？）

『何がそれだけよ！　悠久の時を過ごす私達にとって、嫌な気分になることがどれだけ辛つらいか……。生きて、そして死んでゆける人間には分からないでしょうね！』

（す、すいません。あと、何か口調が最初の頃に比べるとフランクになってません？）

『こっちが本来の姿よ！　だから今言ってることもバリバリ本音！　そもそも精霊は噓をつかないのよ！』

　言われてみれば嫌かもしれない。駆流がネルを救おうとしたのも、見捨てると今後寝つきが悪くなりそうだから……という理由だった。永遠に消えることのない嫌な記憶を植え付けられる──確かに嫌だ。

　駆流は急激に申し訳なくなってきた。

（なんかほんとすいません）

『って謝っても、死んじゃったら申し訳ない気分もきれいさっぱりなくなっちゃうんでしょ？　人間っていいわねぇ……。そもそも〝生きる〟って概念が死を前提としたものなのよね。私達精霊は〝存在〟はするけど、〝生きて〟はいないの。死ねるって素敵。羨うらやましい！　死にたい！』

　死を羨ましがられるのは変な気分だ。しかし長い時を過ごした精霊の心理状況は、人間には推し量れない部分があるのだろう。

『というわけでね、非常に不本意なんだけど』

（はい？）

『私の精霊術であなたを助けます』

（精霊術持ってたんですか!?）

『当然よ。できれば二度と使いたくなかったんだけど、そうも言ってられないしね。最初は私がやるから、次からは自分でやるのよ。……いや、次なんかがあっちゃ困るけど！　やり方は簡単よ。こう念じるの──万事を眼下に、我われ巨きよ神しん成なり──』

　頭の中でその声が響いた瞬間、駆流は激しい眩暈めまいに襲われた。





　　　　　☆　☆　☆






　斧を振り上げると、愚かな人間は抵抗することを諦めたようだ。

　達観したような顔つきで中空を見ている。

　もっと最後まで抵抗して楽しませてほしかったのだが仕方がない。こいつはさっさと首をはねて、あと二人を嬲り殺そう。

　レッドキャップが恍惚の中で腕を振り下ろす。

　さぁ、この帽子に新たな血しぶきを浴びさせてくれ！




　ドゴォン！




『ギ……？』

　レッドキャップは一瞬何が起きたのか分からなかった。

　人間に斧を突き立てたはずが、逆に自分が吹き飛ばされ巨木に体を打ち付けられている。体中がちぎれるように痛い。あいつは、あの人間はどうなった？

　そう思って視線を巡らせた時、レッドキャップは見てしまった。さっきまで命を諦めていた、あの人間の姿を。

　周囲の木をなぎ倒し横たわる姿は、およそ人間とは思えなかった。

　圧倒的巨体。

　人間はいつの間にか巨大化していた。優に自分の十倍はある。

　しかも体から発せられる強者の覇気は、怖いものなしのレッドキャップですらすくみ上がるようなものだった。

　生まれて初めて感じる恐怖に、レッドキャップは恐慌状態に陥った。

　早く逃げなければいけない。やはりあいつは相手にすべきではなかったのだ。

「なんだこりゃあぁぁぁ！」

　巨大化した人間が叫ぶと空気がビリビリと震え、レッドキャップは思わず顔をしかめた。声こわ色いろに困惑が混じっている所を見ると、本人にも予定外の展開だったのだろうか。

　だとしたらチャンスだ。困惑に乗じて逃げてしまおう。

　強きよう靱じんな足に、すべての力を籠こめる。痛みはあったが気にしている場合ではない。全力で走れば逃げ切れるだろう。

『ハァァァァ！』

　レッドキャップは猛スピードで走り出した。しかし次の瞬間、大きな壁にぶつかってしまった。さっきまで目の前になかったはずの壁に。

「逃がすはずないだろ」

　見上げるとそこには人間の巨大な顔があった。自分がぶつかった壁は、人間の足だった。完全に追い詰められた。さっきまでとはまるで逆の立場だ。

『グギャアアアア！』

　恐怖の声を張り上げたレッドキャップが最後に見たのは、人間の大きな掌てのひらだった。





　　　　　☆　☆　☆






「かーけーるーさ────ん！」

　遠くから誰かの声が聞こえて来る。

（朝か……学校に行かなきゃ……。いや、違うな。ここは家じゃない。でもここはどこだ……？　俺は何をしていたんだ……）

　頭に靄もやがかかったようで、なかなか思考がまとまらない。

　ついさっき、急激な眩暈の後に体中の皮膚が極限まで突っ張るような感覚になった事は覚えている。そしてそのあと、ミニチュアのような世界で小人を一匹潰つぶしたような気もする。

「生きてるか駆流！」

　飛鷺の声もする。

（飛鷺……何でこいつと一緒に……あぁ、そうだ。梨り孤この指示でこいつらと一緒に行動していたんだ。じゃあさっきの声はネルか）

　ようやく今の状況が飲み込めて来た。そうなると意識も一気に覚かく醒せいしてくる。駆流は大きく息を吸い込み、一気に吐き出した。

「……っはぁ！」

「うぉ！　目覚めたか駆流！」

「よかったですぅ！」

　飛鷺とネルの心配そうな顔が見えた。

「あぁ、レッドキャップは？」

　駆流が質問すると、飛鷺は傍かたわらを顎あごでしゃくった。そこには真っ赤なぺちゃんこの何かがあった。

「やった……のか？」

「あぁ。めちゃくちゃビビったけどな。いきなりでかいお前が現れて、レッドキャップをぶっ潰してるんだもんな。最初は何が起きたのか分からなかったぜ。お前……何とかっていう本にも載らない地味な精霊に、精霊術授さずかってたんだな」

　思い出した。自分はテアケイル様に授かった精霊術でレッドキャップを撃退したのだ。軋きしむ四肢に鞭むち打って横たえていた体を起こす駆流。

「うわ……」

　改めて見ると、周囲は木々がなぎ倒されてひどいありさまだった。これを全部自分がやったのだと思うと恐ろしい。何しろほとんど実感がないのだ。

　それにしても──

「あぁ……気分悪い……」

「精霊術を使ったことによる倦けん怠たい感かんだと思いますよ。術が強力であればあるほど、また長時間使うほど倦怠感は増すんです」

　ネルの説明も頭に入って来ない。

「でもすごいです！　《巨大化》の精霊術を持つ精霊様がいるなんて、私知らなかったです。きっと来年の『アーガント精霊大たい全ぜん 改訂版』には、駆流さんの加護をした精霊様も載ると思いますよ！」

「それはそうと、どこで野宿するか決めないと」

「そうですね……この辺り──あ！」

　会話の途中でネルが突然上を向き、空を指差した。

　彼女が指差す先を見た駆流だったが、夕焼け空が広がるばかりだ。

「どうした？」

「見えませんか？　ヒュージスパイダーの巣です」

　言われてみると、木々に張り巡らされた巨大なクモの巣が見えた。

「逃げた方がいい!?」

　飛鷺がとっさに質問すると、ネルは慌てて手を振った。

「いえいえ！　むしろ逆です。ヒュージスパイダーは自分より大きな相手を絶対に襲いません。捕食対象は小型の動物や魔物なので、近くにいるとむしろ安全なんです。それにきっとこの近くに……あった！」

　ネルの視線の先を見ると、こぶし大の深紫色をした木の実があった。

「ラトゥスの実です。栄養があって甘くて美お味いしいですよ。この実の甘い匂においに誘われてくる生き物を、ヒュージスパイダーは狩るんです。少しだけ摘つんで後で食べましょう」

　どこか得意気に説明するネルに、飛鷺が笑いかけた。

「詳しいねネルちゃん」

「はい！　私、自然の動植物が大好きで、いつも森に出かけて遊んでたんです。夢中になりすぎて家に帰れなくなることも多かったから、野宿には慣れていますし」

「へぇ～」

「だから、森の生態系を崩すブロンズドラゴンは何としても撃退してほしくて……」

　駆流達を無理に召喚して危険な目に遭わせていることを思い出したのだろう。ネルが暗い顔でそう言った。

　そんなネルに、飛鷺は努めて明るい声をかけた。

「任せてよネルちゃん！　きっとハッピーエンドになるさ！　《先見》の精霊術を持つ俺が言うんだから間違いないって。とりあえず今日は休んで明日に備えよう！」

「はい！　ここは見通しがいいから大型や中型の魔物が近づいてきたらすぐ分かります。小型の魔物はヒュージスパイダーが食べてくれますし、これ以上ないぐらい安全な場所です。順番に見張りを立てながら明るくなるまで仮眠を取りましょう」

「だな。駆流、お前は疲れているみたいだから見張りはいいぞ。俺とネルちゃんで交互にやろう」

「はい、そうですね！　私と飛鷺さんでやります！」

「どうも……」

　軽くお礼を言って、駆流はレッドキャップの亡なき骸がらの所まで体を引きずって行った。もう肉は溶けきり地面にはシミだけが残っていた。

（こいつも災難だったな）

　不思議と罪悪感はない。それでも駆流は自然と手を合わせていた。

　するといつの間にか横に並んでいたネルが「あっ！」と声をあげた。

「どうした？」

「すごい！　爆炎の魔石が三つもある！　割れると大爆発を起こす、とっても強力な攻撃系の魔石ですよ！　その威力は、小型のファイヤードラゴンのブレスに相当するって聞いたことがあります。専用の魔石袋に入れて一人一個ずつ持ちましょう。これでどんな魔物が出てきても安心ですね！　超ラッキーです！」

「へぇ～、すごいね！」

　横から出てきた飛鷺が感心したように魔石を見つめた。

「他に何かない？」

「えっと、レッドキャップが持ってる武器は……あった！　〝鮮血の手斧〟です！　軽くて持ちやすいし、斬れ味も抜群ですよ」

「おぉ、これも貰もらっておこう」

　そう言って斧を手にした飛鷺だったが、持った瞬間こう呟いた。

「うわっ……めっちゃヌルヌルする」

　その言葉で何となく顔を見合わせた三人は、妙におかしい気分になる。飛鷺とネルが顔を見合わせて笑う横で、こらえ切れなくなった駆流も顔を伏せながら笑うのだった。













　空の下で一夜明かした駆かけ流る達は、引き続き森を歩いていた。

　野宿は初めての経験だった駆流だが、かなり疲れていたのかぐっすりと眠れてしまった。それでもやはり、体の疲れは完全には取れていない。

　精霊術を使うと、こうも疲ひ弊へいするのか。

　もう二度と術は使うまいと誓いながら、駆流はふと思い出してネルに話しかけた。

「そう言えばネル、そろそろジャージを返してもらいたいんだけど」

　レッドキャップおびき寄せ作戦で交換して以来、駆流はネルのローブを、ネルは駆流のジャージを羽織っていた。再び交換するタイミングを逸し、なんとなくそのままになっていたのだ。

「あ、すいません。でも、あの……」

　ネルがやけにもじもじしている。

「どしたのネルちゃん？」

　飛ひ鷺さぎも駆流同様、不思議そうにネルを見ていた。

「あの……昨日結構動き回って、その……汗かいちゃったので……」

「いや、汚れなんか気にしなくていい。俺もだいぶ汚したし」

「いえ……その、それはそうなんですけど」

　ネルはまだもじもじしている。

　ここで飛鷺が何かにピンと気付いたようで、「あぁ！」と手を打った。

「ネルちゃん〝匂におい〟を気にしてんじゃない？」

「はぁあわわ……」

　どうやら図星だったようだ。ネルが顔を真っ赤にしている。

「わわわたし、結構汗臭いって評判で……いや、評判ではないです！　評判じゃないんですけど自覚があって……そのローブも、ミント繊維を織り込んだ特注品なんですけど、やっぱり匂いは気になって……だからお借りしたこの服もきっと今変な匂いしてると思います！」

　なるほど、女の子はそういうことを気にするのか。駆流は妙に感心した。逆に自分は配はい慮りよに欠けたかもしれない、とも思った。

　すると飛鷺が、ネルに向かってこう言った。

「大丈夫、ネルちゃん。俺達の世界じゃ女の子の匂いはむしろ価値があるから！」

「ほ……ほんとですか？」

「ほんとほんと。女子高生の匂いって香水があるぐらい」

「え～！　……って、それはさすがに噓うそですよね。ふふん、異世界人だからって簡単に騙だまされませんよ。そんなもの誰だれも買うわけないじゃないですか」

「いやそれが売れるんだよ」

「またまたぁ。……これって噓ですよね、駆流さん？」

　ネルが首を巡らせて尋ねて来た。

　駆流は一瞬答えに窮したが、噓をつく必要もない。

「いや、本当」

「え～！　本当だったんですか!?　なんて価値観！　チキュウ恐るべし！」

　ネルが騒ぎ出したので、一応補足で説明を足しておいた。

「つっても一般的な商品じゃないぞ。そっち系の趣味の人が買うだけだ」

「そっちの世界のそっち系の趣味の人って、一体どっちの方向に……」

　話がこんがらがってきた。

「とにかく、服はしばらくこのままでいい。洗って返すから」

「分かりました。……あの、駆流さんがもしそっち系だったら、このままお返ししてもいいですけど……」

　上目づかいで恥じらいながらそう言うネルに、駆流は盛大なため息と共に返事をした。

「洗って返して」

　すると飛鷺がゲス感満載の表情で駆流をはやし立てて来た。お調子者の血が騒いだのだろう。

「あれ？　今のちょっぴりエッチな会話で、駆流の駆流が巨大か──ゲフッ！」

　肘ひじを飛鷺の鳩尾みぞおちにめり込ませながら、駆流は先を急ぐのだった。
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　完全に道に迷った三人は、とにかく同じ方角に歩き続けようという方針を決めていた。森を出ないことには話にならない。

　方位磁石のような便利なものはなかったが、ネル情報の「常に東に向かって花を咲かせる」という朝あさ日ひ草そうが各所に生えていたので、それを指針に歩き続けた。

　森には食べられる木の実や野草などがたくさんあり、空腹やのどの渇きを感じたらすぐ何かを口にできた。かなり豊かな森なのだ。

　道中で小型の魔物は頻ひん繁ぱんに見かけたが、こちらを襲ってくることはまったくなかった。

　ネル曰いわく、レッドキャップの血の匂いが魔物を遠ざけるのだろう、ということだった。

　だからというわけではないが、当初あった緊張感や警戒心は歩くにつれて段々と薄れてきていた。

「これ今日も野宿かなぁ？」

　ぼんやり切り株に座る飛鷺の問いかけに、駆流が返事を返そうとしたその時──

「動くな！」

　突然背後から鋭い声が聞こえて来た。

「！」

　一瞬魔物かと思ったが、それなら警告せずにすぐに襲ってくるはずだ。それに言葉を話すということは、粗そ野やで凶暴な魔物の類ではないだろう。

「……フン。妙な気配がしたから来てみたら、人間が三匹か。ここは私の統治する森だ。さっさと出て行け」

　随ずい分ぶん乱暴な物言いだった。

　駆流が思わずムッとして振り向くと、鼻の先に鋭い矢じりが突きつけられていた。見ると相手は大きな弓を引き絞っている。

「動くなと言ったぞ」

　そう言う相手は、吸い込まれそうに綺き麗れいな目でまっすぐ駆流の方を見つめていた。既に老人であったが肌の色は真っ白で、顔のパーツすべてが黄金律で配置されているような完かん璧ぺきな美しさだった。微風にたなびく銀髪もとても印象的だ。

　その銀髪の間からチラリと見える両耳は、ピンと尖とがっていた。

「……エルフ？」

　駆流が思わず声を出すと、老人は弓を構えたまま「フン」と鼻を鳴らした。

　すると木の実を取りに行っていたネルが慌てた様子で駆け寄って来た。

「ししし失礼しました！　エルフ族の森だとは知りもせず、勝手に歩いたりするような真ま似ねをしてしまって！　私達道に迷ってしまって！」

　正に平身低頭という感じだった。

　老エルフもそれを見て鼻白んだようで、少し顔をしかめて弓を下ろした。

「さっさと出て行け。西へずっと歩けば、私の森からは出られる。ここは神域だ。人間が勝手に入っていい場所ではない」

　西というと、今日歩いて来た道を引き返さなければいけない。

「あの……俺達、街へ行きたいんですけど」

　飛鷺が恐る恐る尋ねると、エルフは彼に一いち瞥べつをくれて鼻を鳴らして黙り込んだ。自分の知ったこっちゃない、ということだろう。

　駆流は矢を突きつけられた腹立ちもあり、思わず言ってしまった。

「人を矢で狙ねらうなんて、エルフ族ってのはかなり野蛮なんだな」

　老エルフの耳がピクリと動いた。

「随分な口を利くじゃないか小僧。礼儀を知らぬと見える。もしや貴様達、異世界人か？」

　老エルフはそう言って駆流達三人を見回し、ジャージ姿のネルに目を止めた。

「おもしろい格好をしているな娘。やはり異世界人か。ならば教えてやろう」

　老エルフは目を細めて語り始めた。

「我々エルフ族は精霊様を崇すう拝はいし、長きに渡って高貴な精霊様のいらっしゃる〝神域〟を守り続けている。それ故ゆえ、我々の種族は人間とは違い、格の高い精霊様の加護を受けることができるのだ。エルフ族にとって、格の高い精霊の加護を受けることは、その人物の格が高いことを意味する。見ろ、私を加護している精霊〝フーリン〟様だ」

　老エルフがそう言うと、彼の背後にギリシャ彫ちよう刻こくのように美しい体つきをした男性の精霊の姿が浮かび上がった。背中には立派な羽が生え、緩やかに羽ばたいている。

「おぉ……！」

「わぁ……」

　飛鷺とネルが感かん嘆たんの声をあげた。そして彼らの精霊がいつの間にか姿を現し、老エルフの精霊に向かってお辞じ儀ぎの姿勢を取っていた。ネルの加護精霊は、飾りをたくさん付けた派手な鳥だ。

　駆流はテアケイル様も出て来るかな……と思ったのだが、その気配はない。

　そこで彼は、脳内でテアケイルに話しかけてみた。

（あの、テアケイル様？　あの精霊って偉いんですか？）

　返事はすぐに返って来た。

『まぁね。精霊の中じゃ古株だし、格の高さじゃかなりのもんね』

（確かに雰囲気ありますもんね。ネルや飛鷺の精霊もお辞儀してますよ）

『精霊の中にも一応上下関係はあるもの。単純な年功序列だけどね』

（あの……テアケイル様は挨あい拶さつしなくていいんですか？）

『何で私が挨拶しなくちゃいけないのよ！』

（あ、面倒なんですね。さすが筋金入りのめんどくさがり）

『違うわよ！』

　そんなやり取りをしていると、老エルフが怒鳴り声を浴びせて来た。

「おい、お前も早く挨拶をしろ！」

　これは駆流に対して言った言葉だ。しかし、テアケイルは自分に言われたと思ったのだろう。姿を現して老エルフに怒鳴り返した。

『だから、何で私が挨拶しなきゃいけないのよ！』

　その瞬間、老エルフの動きが完全に止まった。

「は……はわわわ！　なな、なんたる……い威光！　こここ、神こう々ごうしいぃぃぃ！」

　目と口は、これでもかというぐらいに見開いている。美しい顔は見る影もない。

　一方、彼の精霊〝フーリン〟様を見ると、いつの間にか直立の状態から深く腰を折り、頭を地面にめり込ませながらお辞儀をしていた。そして清涼な声こわ色いろで挨拶をした。

『お久しぶりです、大精霊テアケイル様』

　その声を聞いた老エルフは「だっ……大精霊！」と言い、そのまま泡を吹いて後ろに倒れたのだった。
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　自らをゼブラスと名乗った老エルフの居住地に案内された駆流達は、様々な料理で歓待されていた。

「まさか大精霊様に加護を受けている御方だとは思いもせず、とんだご無礼をつかまつりました……。実はそちらの方が座っていた切り株は、森を彷徨さまよう魂たましいを集める大事なものでして、つい腹を立ててあのような意地悪な態度を……」

　知らなかったとはいえ、こちらにも非はあったようだ。飛鷺が恐縮しながら「すいません……」と謝っていた。

「いえいえ、大精霊様ご一行の方ならば座るのも無理はありませんよ！」

　ここまで言われて、駆流はむしろ恐縮してしまった。テアケイル様は偉いかもしれないが、自分は別になんてことない存在なのだ。

「大精霊様に加護されるなんて、よほど立派なご一族の方なんでしょう。お父様は何をなさってるんですか？」

「証券取引所で働いてますけど……」

「はぁ……無知な私には、それが何なのかは分かりかねますが、今後はできる限りショウケンを取引していきたいと存じます」

「難しいと思いますけど……」

「はっはっは、確かに私にはショウケンはまだ早い！」

　会話が成立しているのかいないのかよく分からない。

　しかし、老エルフ・ゼブラスをここまで遜へりくだらせるテアケイルとはいったいどんな存在なのだろう。気になった駆流が隙すきを見て横にいたネルに尋ねると、小声で答えてくれた。

「大精霊様は精霊の始祖とも言える存在で、この世界を作ったかただと言われています。正確な数は不明ですが、恐らく十数人程度いらっしゃるかと。でも皆さん謎なぞだらけの存在で、人前に姿を現すことは稀まれなんです。詮せん索さくすることも罪だとされ、名前も知られていないかたが殆ほとんどです」

　そう言えば加護してくれる時にテアケイルは「目立ちたくない」ということを言っていた。きっと詮索されることも嫌いなのだろう。

「幾らでもごゆっくりしていただいていいのですが、皆さんには目的がおありになりそうですね」

　ゼブラスが謎の美お味いしい飲み物のお代わりを注ぎながら話しかけて来た。甘酸っぱくて後味もいいので、いくらでも飲めてしまう。

「そうなんです！　最近出現したブロンズドラゴンを倒してもらう為ために、こちらの方々を異世界から召喚したんです！」

「ほう、ではあなたは異世界人ではないのですね」

　ゼブラスがジャージを着たネルを興味深げに見ながら尋ねた。

　途端にネルが慌てたように言いつくろう。

「あ、あの……これは駆流さんの服で、レッドキャップの時に交換したけど汗の匂いが気になって……でも、あっちのせかいのあっちでは、逆に匂いは価値があるらしいから、私は別に悪くないっていうか……でも駆流さんは違うから──」

　ネルは焦ると話が要よう領りようを得なくなる。

　ゼブラスもとりあえず頷うなずいているが、顔からは困惑の色が隠せない。

　思わず飛鷺が話を引き取った。

「あのですね、俺達仲間とはぐれた上に道に迷ったんです。とりあえず街に出たいんですけど、地図とかありますか？」

「あぁ、そういう事情でしたか。あいにく地図は持っていないのですが、小さな村落ならここから東へ三万歩ほどの場所にありますよ。あ、そう言えば鳥達が〝村落で珍しい人達を見た〟と言っていましたね。お仲間でしょうか？」

　ゼブラスの言葉に駆流達は色めき立った。

「もっと詳しく聞けないですか!?」

　飛鷺の言葉にゼブラスは「では聞いてみましょう」と答え、目を閉じて意識を集中し始めた。鳥の声を聞くというよりは、森の出す音全体に耳を澄ませている感じだ。

　五分ほど過ぎた頃だろうか、ゼブラスが瞼まぶたを上げた。

「三人組の珍しい人が小さな村落に寄って、一晩を明かしたそうです。女性が二人に、大きな男性が一人だそうです」

「やっぱり！」

　ネルが嬉うれしそうに手を叩たたいた。

　組み合わせがどちらも同じなので、どっちの三人組かは分からないが、無事にワーウルフから逃げ切れたのだろう。

「早く確認に行きたいですね！」

　ネルが弾んだように言うと、ゼブラスが口を開いた。

「急いだ方がいいのは間違いないのですが、辺りはもうすぐ暗くなります。今から出てはかえって危険で時間もかかるでしょう。一晩お休みになって、明朝出発なさるのが一番いいかと思います」

　老エルフの提案に駆流は深く頷いた。どう考えてもそれが一番いい。今日もだいぶ歩いて疲れているのだ。寝床を提供してもらえるなら、一晩休ませてもらった方が絶対に良いだろう。

　全員の意見が一致し、今夜は泊まらせてもらうことになった。

「では明日の準備を早めに済ませておきましょう！」

　ゼブラスはそう言うと、その場から立ち上がって「みなさんこちらへ」と三人を奥の部屋へと案内した。

「道具や装備品があります。役に立ちそうなものは、全部持って行っていただいて結構です」

　見た所、保存食や薬草、塗り薬などが大量にあるようだった。

「わぁ！　水に浮かべると同じ方角を指す〝方位の小羽〟だ！　東西南北、全部そろってる。東の羽を一枚いただきましょう」

　ネルがはしゃぎながらアイテムを選び始めた。

　駆流は何となく手て持もち無ぶ沙さ汰たになり、その辺にあった緑色の三角帽子を手に取りひょいっと頭に乗せてみた。

「お、いいじゃないか駆流。インチキ大道芸人みたいだぞ」

「誰がインチキだ。巨大化してお前の体でジャグリングしてやろうか」

「何その怖い発想！」

　同級生とこうしてふざけ合って会話するのはいつぶりだろうか。飛鷺が相手だとどうも向こうのペースに引き込まれる。

　駆流が咳せき払ばらいをして飛鷺に背を向けると、ゼブラスと目が合った。

「おぉ、エルフの帽子を選ぶとはお目が高い。装備すると、自然の中では気配が小さくなって狩りがしやすくなるんです。どうぞ持って行ってください」

　目立ちたくない駆流にはピッタリのアイテムのようだ。まったく似合ってないだろうと思った駆流だったが、せっかくなので貰もらっておくことにした。

「い～な～、俺もなんかほしいな」

　飛鷺がそう言いながら辺りを物色し始めた。

　すると何かを思いついたようで、ゼブラスに質問する。

「あ、ゼブラスさん。俺〝鮮血の手斧〟を持ってるんですけど、持つとこヌルヌルするんですよ。何かヌルヌルを取るアイテムないですか？」

　するとゼブラスは少し考えて答えた。

「では〝千ち鱗りん松まつ脂やに〟を塗ってはどうでしょうか？　滑り止め効果があるんですよ。ほら、そこにあります」

「おぉ、ありがとうございます！」

　飛鷺はさっそく〝千鱗松脂〟を塗り、斧を振りながら「すげぇ！　全然ヌルヌルしなくなった！」と喜んでいた。

　その後もいくつかの装備品を見繕ってもらい、万全の準備をした三人は明日の出発に備えて床に就いたのだった。
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　前の晩早く床に就いたお蔭かげか、駆流は夜明け少し前に自然と目が覚めた。

　部屋を漂う空気が冷たくて気持ちいい。

　やわらかい干し草と羽のように軽い布は、ベッドや布団に匹敵するほど快適な眠りを与えてくれた。目覚めたばかりなのに、眠気の一滴もない。

　寝床からはい出した駆流は、裏手にある小川まで顔を洗いに行くことにした。

（ついでに水浴びでもするか）

　昨日はお湯につけた布で体をふいたのだが、日本人としてはやはり水でジャバジャバ汗を流したい。確かゼブラスは「朝方の小川の水は、とても温かいので水浴びに最適ですよ」と言っていた。

（でも待てよ……）

　駆流は考えた。異世界と水浴びが合わさった時、何が起きるか。

　覗のぞきイベントだ。

　現実世界では起こり得ないようなことが、異世界では起こってしまうのだ。

　そういったことはなるべく避けたい。駆流はあえて大きな足音を立てて、エホンエホンと咳払いをしながら小川に近づいた。誰かがいたなら、彼が近づいて来る気配に気付くはずだ。

「…………」

　しばらく反応を待ってみたが、何も起こらない。

（よし、誰もいないな）

　駆流は安心して朝もやの中を小川の辺ほとりへと歩いて行った。

　パシャン！

　せせらぎと共に何かが水面を叩く音がする。魚がたくさんいるのだろう。

　川辺に着くと、目の前を綺き麗れいな水がサラサラ流れていた。

（最高だな……）

　駆流は朝もやの中、身をかがめて顔を洗おうとした。しかしその時、突然その光景が目に飛び込んで来た。

「プッハァ！　……フー」

「！」

　目の前に全裸のネルが現れた。一糸まとわぬ姿で、水面から「ザバァン！」と飛び出してきたのだ。












「な…………」

　駆流は綺麗に絶句した。一方ネルは「フーフー」言いながら呼吸を整えている。

　何でこんなことに……。必死に考える駆流。

（さっきの「パシャン！」はネルが水に潜る音だったのか？　俺の近づく気配に気付いて、とっさに水に潜ったとか？　いや、それだと水面に上がって来た時に、俺に対してなんらかのリアクションがあるはずだ！）

　しかしネルは、今も引き続き水浴びをしている。さらにおかしなことに、駆流は彼女の視界に入っているはずなのだ。それなのに何の反応もない。

　駆流が身をかがめた姿勢のまま疑問に思っていると、突然辺りに強い風が「ビュウン！」と吹いた。

　すると、駆流の頭から何かが「すぽーん」と飛んで行く感触があった。

（……あ！）

　駆流はそこですべてを理解した。

（今脱げたのは、エルフの帽子！　ナイトキャップ代わりにかぶっていたんだった！）

　帽子をかぶったままここへ来たばっかりに、駆流が近づく気配をネルに気付いてもらえなかったのだ。

　そして折り悪くネルが水中に潜ったので、駆流も彼女の存在に気が付けなかった。

（そういうことか）

　謎が解けてスッキリしたのはいいが、問題は何も解決していなかった。

　エルフの帽子が脱げた今、駆流の気配を小さくする効果は消えている。

　その証拠に、ネルと駆流の視線は今バッチリと合っている。

「いや、あの──」

「キャアアアアアアアアアアア!!」

　駆流の言い訳を、ネルの悲鳴がかき消した。
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　駆流が誠意でもって必死に弁明した結果、とりあえずネルには事情を分かってもらえたようだった。

　ゼブラスは「魔物にでも襲われたのかと思いましたよ」とほっとした様子。

　さらに「まぁ同年代の異性も、十分魔物ですけどね」と余計な一言を付け足していた。エルフもジョークを言うようだ。

　飛鷺は「帽子にそういう使い方があったとは……」としきりに感心している。絶対にわざと覗いたと思っているだろう。

　しかしエルフの帽子にはかなりの効果があるようだ。思わぬ形で実証されてしまった。

　駆流とネルは、なんとなく気まずくなって互いに視線を合わせずにいた。

「さて、それでは出発しましょうか」

　朝ごはんを食べ終わり、外も明るくなった頃合いにゼブラスがまとめた荷物を持って来てくれた。

「途中までご一緒します」

　親切な老エルフは道案内を買って出てくれた。正直この申し出はすごく有難かった。何しろ今までの案内役は方ほう向こう音おん痴ちだったのだ。

　ゼブラスの案内で歩く森は、とても安全で素敵な場所だった。魔物もまったく見かけない。エルフにしか分からない、安全な通り道があるらしい。

　正確には分からないが、体感的には一時間程度歩いた所でゼブラスが足を止めた。

「私が案内できるのはここまでです。自由な立場ならば、どこまでもついて行って差し上げたいのですが、森を守らねばならぬ身なので……」

　申し訳なさそうに頭を下げるゼブラスだったが、ここまでしてもらって文句のあるはずもない。

「では最後に、こちらを……」

　そう言ってゼブラスは飛鷺に羊よう皮ひ紙しを渡し、レムの頭に羽飾りを差し込んだ。

「そちらの書面は、私の同族に会った時にお見せください。あなた達のことをもてなすようにと書いてあります。しかし中には、我々と敵対するエルフ……ダークエルフもおりますのでご注意ください。奴らは黒いものを好むので、見ればすぐに分かると思います」

「ありがとうゼブラスさん！」

　飛鷺がお礼を言うと、ゼブラスはネルに向き直った。

「そちらの羽飾りは琥こ珀はく鳥ちようの羽です。琥珀鳥は危険な生物が近づくと、羽の色を変えて仲間に危機を知らせます。その羽、今は白いですが危険な生物が近づくと徐々に赤くなっていきます。桃色程度なら問題ないですが、真っ赤になったら警戒が必要です。そして赤と白のまだら模様になった時は要注意です。かなり強力な生物が近くにいる証拠です」

　これをネルの頭につけたのは、駆流と飛鷺から羽を見やすくする為だろう。ネルの安全を確認しつつ、周囲の危険も探れる。かなり役立ちそうなアイテムだ。

　駆流が感心していると、ゼブラスが話を続けた。

「それから……羽が真っ黒になったら、すぐにその場を離れてください。熟じゆく練れんの狩人かりゆうどが数百人がかりで倒せるかどうか……といったレベルの生物が近くにいる証拠です」

「……ちなみにブロンズドラゴンは？」

　ネルが恐る恐る尋ねた。

「恐らく〝赤白〟ですね。〝黒〟レベルではありません。それだけ〝黒〟は危険だということです」

　ネルが素直に頷いた。それを見たゼブラスはにっこりと笑い、最後に駆流の方を向いてフッと真剣な表情になった。何か重要な話をするような雰囲気だ。

「駆流さん、私がこんなことを言うのもおこがましいですが──」

　何か言い難にくそうにしていたので、駆流は目で話を促うながした。

「テアケイル様の精霊術は、あまり使わない方がいいかと思います……。大精霊の精霊術は、時に体への負担になります……もし何度も使ってしまうと──」

　またゼブラスの話が止まった。でも大体言いたいことは分かった。駆流はゼブラスを安心させる為、彼の目をまっすぐ見て言った。

「極力使わないようにします」

　これはネルと飛鷺に対する言葉でもあった。確かに《巨大化》はかなり強力な術のようだが、乱発できないであろうことは使った本人が一番よく分かっていた。

　とにかく体と精神への負担が大きいのだ。

「それを聞いて安心しました。くれぐれもご自愛ください」

　そう言ってゼブラスは帰って行った。













　同行者が一人減ると妙な心細さを感じる。しかも減った同行者は森歩きの達人だったのだ。残ったメンバーはお調子者と方ほう向こう音おん痴ち……自分がしっかりせねば、と駆かけ流るは大地を踏みしめた。

　ちなみに先頭を歩くのは駆流、次にネル、しんがりは飛ひ鷺さぎが務めていた。

　方向音痴のネルを先頭にするわけにはいかず、危険な最後尾は《先せん見けん》の精霊術を持つ飛鷺が最適だということで、こういう並びになったのだ。

　駆流は黙もく々もくと歩いていたのだが、飛鷺とネルは足と同時に口もよく動いた。

「いい人だったなぁ、ゼブラスさん」

「そうですね。私、エルフ族はもっと怖い人達だと思っていました」

「最初は怖かったけどな！」

「そう！　すごく迫力があって怖かったです！」

「裸見られた時とどっちが怖かった？」

「あ……うぅ……」

「あっ、ごめん。変なこと思い出させちゃって。ヒヒヒ！」

（飛鷺の奴め、余計なお喋しやべりを……）

　駆流は飛鷺を睨にらみつけてやりたかったが、そうなると間にネルを挟むことになるのでグッと我慢した。

「いいんですぅ、あれは私の不注意でもあるので」

「そう？　でも、ちゃんと注意してなきゃだよ」

「はいぃ……！」

「分かればよろしい」

（なぜお前が偉そうに言うんだ飛鷺）

「ありがとうございますぅ」

（そしてなぜお礼を言うんだネル）

　多少慣れてはきたが、やはりお喋りな奴らとの旅はめんどくさい。

　駆流は会話に参加せずにひたすら歩き続けた。

　一方で飛鷺とネルのお喋りも続いていた。

「そう言えばさ、今日はやけに体が軽いんだけど、これって加護の影響？」

「加護が馴な染じんできたこともあると思います。あと、飛鷺さんはゴブリンの〝気〟を貰もらったんですよ」

「き……？」

　飛鷺の疑問に、ネルが丁てい寧ねいに答える。

「気合の〝気〟です。以前この世界に来られたチキュウの方には〝経験値〟と言うと伝わりやすかったです」

「なるほど、経験値ね」

「動物は命を失っても気が体内に留とどまります。だから肉が腐りにくく、我々も動物の肉を口にすることができます。一方で魔物は、死ぬとすぐに気が抜けて肉が腐ってしまうんです。当然肉は食べられません。その代わり、体から抜け出た気が空中に漂い、命を奪った相手に吸収されるんです」

「へぇ！　それでパワーになるんだ」

「はい。ですが、すぐに力に変わるわけじゃないんです。お肉を消化するのと一緒で、気も消化しなきゃいけないんです。昨日はちょっと体が重かったんじゃないですか？」

「確かに、ちょっとかったるかった」

「それは体がゴブリンの気を消化していたんです。そして消化し終わった今日、体が軽くなったんです」

　飛鷺が納得したように「なるほど」と呟つぶやくと同時に、駆流も感心していた。

　昨日は巨大化術を使った上に、レッドキャップの気も消化しなければならなかった。その影響で体がダルかったのだろう。

　言われてみれば、食べ過ぎた時の胃もたれの感覚に似ていた。

「駆流さんもレッドキャップの気を消化して、ちょっとオーラが強まっていますね」

　後ろからネルの声が聞こえる。

　駆流が特に反応しないでいると、飛鷺の声が聞こえて来た。

「……ん～、俺にはあんまり分からないな。体重がちょっと変わったぐらいじゃ、見た目では分からないのと一緒かな」

「あ～、そうですね。でもオーラの方が違いに気付きやすいですよ。ほら、手とか首筋とか、肌が露出した部分を見てみてください。ちょっと空気が揺らいでる感じしないですか？」

「……やっぱり分かんない。裸になってもらったら分かりやすいかもしれないけど、さすがにそれは恥ずかしいもんな」

「あ……うぅ……」

「あっ、ごめん。変なこと思い出させちゃった？　フッヒッヒ！」

（飛鷺の奴……）

　さすがに今度は文句を言おう。そう思った駆流が足を止めてクルリと振り向いた。

「おい飛鷺！」

「ごめんごめん！　悪ノリが過ぎた！　悪気はないんだけど、つい言っちゃうんだよ」

　怒られるようなことを言った自覚があったのだろう。飛鷺がすぐさま謝って来た。一方ネルは恥ずかしそうに俯うつむいている。

「大体いつもお前は──」

　駆流の言葉を遮さえぎるように飛鷺が言う。

「真っ赤だ……」

「そりゃあ顔も赤くもなるだろ！　何度も恥ずかしいことを思い出さ──」

「違う、羽飾り！」

　目を見開く飛鷺の視線の先には、ネルの頭につけられた羽飾りがあった。

　真っ白だったはずのその羽は、真紅に色を変えていた。

「伏せろぉぉぉ！」

　飛鷺の叫びに駆流はとっさに反応し、ネルの頭も押さえつつ身をかがめた。

　ビュウン！

　微かすかな風圧を感じた後に、空気が裂けるような音が聞こえて来た。

　続いて「ガキィィン！」という金属の触れ合う音。

　音の出どころを見ると、飛鷺が黒くろ装しよう束ぞくを着た相手の小刀を手て斧おので受けていた。

「何だコイツ！　すげぇ速い！」

　飛鷺は何度も繰り出される攻撃に必死に対応していたが、《先見》の精霊術を使ってもついて行くのがやっとという雰囲気だった。

　早めに助けに行った方がいいだろう。そう思って駆流が腰を上げようとすると、ネルが声をかけて来た。

「あいつはニンジャゾンビです！　首と胴体を切り離さない限り、ずっと攻撃し続けてきます！」

　ネルのアドバイスを聞きつつ駆流が近付くと、その気配を察したのかニンジャゾンビが飛鷺からパッと身を離した。

　二対一は不利と見たのだろう。状況判断もできるようだ。

　飛鷺は肩で息をしていた。見ると近くの木の幹には手しゆ裏り剣けんが深々と刺さっている。最初の風切音の正体はこれだろう。飛鷺の声がなければ駆流かネルに直撃していたはずだ。

　ゾッとしながらも、真っ青な顔をした飛鷺の元へ行く駆流。

　しかし飛鷺の様子がどうもおかしかった。

「どこか怪け我がでもしたか？」

「大丈夫だ。今のところは……」

　駆流はその妙な言い回しに引っかかった。そんな駆流の訝いぶかしげな表情に気付いたのだろう。飛鷺が言葉を続ける。

「《先見》で嫌なものが見えてな……」

「嫌なものってなんだよ」

　駆流がニンジャゾンビから視線を外さずに聞くと、飛鷺はポツリと言った。

「ネルちゃんが……首を飛ばされる」

「何!?」

　駆流が驚きの声をあげると、飛鷺が悔しそうに声を絞り出した。

「あいつら一人じゃないんだ……このあと集団で襲ってくる。そしてネルちゃんが……くそっ！　くそがっ！」

　飛鷺が悪あく態たいをつきながら拳こぶしを木の幹に叩たたきつける。手からは血が滲にじみ始めていた。

「おい──」

　俺が飛鷺を止めようとした時、ネルの悲鳴が聞こえて来た。

「キャァァァァー！」

「ネルちゃん！」

　飛鷺の悲痛な叫び声が重なる。

　すると、今が好機と見たのだろう。近くにいたニンジャゾンビが二人に飛び掛かって来た。

「飛鷺！」

　攻撃を避けながら叫ぶと、飛鷺は敵を見もせずにギリギリで身を躱かわした。《先見》があるからこそ為なせる技だろう。

（ネルは……！）

　駆流が気になって視線を送ると、三体のニンジャゾンビに囲まれていた。

　助けに行くべきか。果たして今から行って間に合うのか。いや、それ以前に飛鷺の精霊術はどれぐらい正確なのか。

　一瞬で様々な事を考えていると、飛鷺が「くそっ！　やられた！」と吐き捨てた。

「どうした!?」

「斧を取られた！　こいつら物を盗む術を持ってやがる！」

　駆流達もかなり危機的な状況になってきた。その時──

　ドゴォオオオン！

「！」

　ネルのいた方から耳をつんざく爆音が聞こえて来た。見ると土つち埃けむりが舞うばかりで、何が起きたのかまったく分からない。

　すると土煙の中からネルの声が聞こえて来た。

「〝爆炎の魔石〟の威力を見たかぁ！　……ケホッ……ケホッ……ケホッ」

　レッドキャップが落とした〝爆炎の魔石〟を使ったのだろう。本人もかなり咳せき込んでいるが、まだ無事なようだ。

「おい、ここは任せたぞ！」

　駆流は未いまだに呆ぼう然ぜんとしている飛鷺に声をかけると、ネルの方へと足を向けた。

　まだ彼女は生きて闘っている。予知を見たからといって諦あきらめてはいけない。

　徐々に収まる土煙の中、歩を進めると視界がクリアになってきた。駆流に背を向けたネルの背中もうっすら見える。

「ネル、気を付け──」

　駆流が言葉をかけている途中に、それは起こった。




　ザシュ！




「──!!」

　胴体から離れ、空中に飛ばされる首──。

　駆流はその光景を見つめ、呆然と立ち尽くした。

　周囲の音は消え、すべてがスローモーションに見える。体も動かないし息も吸い込めない、空気が水みず飴あめになったようだ。

　状況が飲み込めずに立ち尽くす中、ネルの体がドサリと地面に崩れ落ちた。

　それを合図のように、ようやく体が動くようになった。

「ネル！」

　思わず叫ぶと、駆流はその場で膝ひざをついてしまった。

　何だ……何が起きている。今自分が目にした光景は何なのだ。理解が追い付かず、思考停止状態に陥る駆流。そんな彼の耳に、威勢のいい声が聞こえて来た。

「はいぃ！」

（……え？）

　パニック状態のまま声のした方を見る駆流。そこは草の茂しげみで、ネルと思われる人物が手だけを出して、ひょこひょこ左右に振っていた。

（じゃあアレは……!?）

　首を飛ばされた胴体を見ると、確かにジャージを着ている。が、着ているのは明らかにネルではなくニンジャゾンビだった。

（そうか……盗まれたんだ！）

　最初のネルの悲鳴は、ジャージを盗まれたことに対する悲鳴だったのだ。

　そしてネルのジャージを奪ったニンジャゾンビは、早速装着したのだろう。ファスナーの仕組みは分からなかったらしく、前ははだけていたが。

（良かった……）

　飛鷺が見たのも駆流と同じ光景だったのだろう。ジャージを着た誰だれかが首を飛ばされる場面。

　ホッとした駆流の眼めに飛び込んで来たのは、意外な光景だった。

「ふぅ、あと何匹だ？」

　ギラリと光る日本刀を持って呟いていたのは、はぐれていたクラスメイトの一人、轟とどろき武蔵むさしだった。三さん銃じゆう士しの敵役、ロシュフォールの衣装のまま日本刀を持つ姿はちぐはぐではあったが、妙に様にもなっていた。

「武蔵！」

　その姿を見た飛鷺が、嬉うれしそうな声をあげた。

　しかし、その背後からはニンジャゾンビが猛スピードで迫っている。

（あのバカ！）

　もはや避ける間もない。ニンジャゾンビは小刀を振りかぶり、飛鷺に迫る。

　しかし、ニンジャゾンビは空中で何か見えない壁に「ガン！」とぶつかったような衝撃を受けて地面に落ちた。

　そして次の瞬間には素早く移動した武蔵に首を斬きられていた。

「注意力散漫よ」

　そう言って飛鷺の後方から出て来たのは諸もろ岡おか玲れいだった。後ろには美み来らもいる。

「……これで全部だな」

　武蔵はそう言うと、「ビュゥン！」と刀を振って鞘さやに納めた。

「みんな生きてたんだな！」

　飛鷺が飛び跳ねながら喜んでいた。

（そうだ、ネルも生きてたんだ）

　駆流は自分の目で確認したくてネルが隠れている茂みに向かった。

「ネル！」

「はぁい！」

「無事なんだな？」

「ちょっ……ま──」

「怪け我がでもしたのか？」

　そう言って草の茂みをかき分ける駆流。

　迂う闊かつだった。

　考えれば分かることだった。彼女はジャージを盗まれていたのだ。

「キャアアアアア！」

　ネルの悲鳴が、森の中にこだました。





　　　　　☆　☆　☆






　駆流が誠意でもって必死に弁明した結果、とりあえずネルには事情を分かってもらえたようだった。

　今ネルは駆流が返した黒のローブを着ていた。盗まれたジャージがゾンビ臭くなったので、女の子に着せるわけにはいかない、ということになったのだ。

　ネルも圧倒的なゾンビ臭で自分の汗の匂いが上書きされたと確認でき、駆流に快こころよくジャージを返してくれた。

　駆流もできれば着たくはなかったのだが、そうなるとパンツ一丁になってしまう。そんな状態で「覗のぞくつもりはなかった」とネルに謝罪しても、説得力は皆無に等しい。だから仕方なくゾンビ臭のするジャージを着ていた。

「あ、あの……わわたしの方も……また変なものをお見せしまして、ごめんなさい」

　美来・玲・武蔵は「また」の部分にピクリと反応した。

「ででも……今度は下着姿だから、まだまし……かな。えへへ……」

　この言葉に無口な玲が「壬み道どう、あんた……」と何か駆流に質問しようとした。そしてしばし逡しゆん巡じゆんしたのち、グッと言葉を飲み込んだ。

　質問をされたら言い訳もできたのだが、それもないので駆流は黙っているしかない。

　何だか妙な空気になった。

　こんな時は飛鷺に何か言って欲しい駆流だったが、さっきから飛鷺は黙ってニヤニヤしているだけだ。この状況をめいっぱい楽しんでいるのだ。

　困っている駆流を助けてくれたのは美来だった。

「でも、みんな無事でよかった！」

　努めて明るい声で、ニコニコと一同を見回しながらのセリフだった。いかなる状況でも周囲を巻き込んで一体感を出すのが彼女の得意技だ。

　常に輪から外れていたいタイプの駆流にとっては鬱うつ陶とうしい特技なのだが、今日に限っては助かった。みんなも美来に釣られ、無事を喜び合う空気になっていた。

　それにしても、よく再会できたものだ。一体、バラバラに逃げてから美来達はなにをしていたのだろう。

　その思いは向こうも同じだったようで、武蔵が飛鷺に向かって質問した。

「お前ら、あれからどうしてたんだ？」

「えっと、簡単に話すとだな──」

　飛鷺が三人に起きたことを端的に説明した。

　四体だったゴブリンが、「多数の」ゴブリンになっていたり、駆流が倒したレッドキャップを「みんなで」倒したことになっていたり、多少飛鷺の活躍が盛られていたが、概おおむね説明は正しかった。

「その村落ってのはこっから近いのか？」

「う～ん……かなり急げば、あと一時間って所かな」

「警戒しながらだと、倍以上はかかるな」

　武蔵と飛鷺が話す傍かたわらで、美来が駆流に満面の笑みを向けた。

「駆流くんも凄すごい精霊様に加護されてたんだね！」

　何が嬉しいのかは分からないが、ニコニコ笑いながら細かく何度も頷うなずいている。

　この「あれ？　コイツ俺のこと好きなんじゃね？」と思わせるような態度を分け隔てなく全男子に向けてするのだから、本当に彼女は厄介だ。男子からの告白が後を絶たないのも無理はない。

　玲と武蔵の視線を感じた駆流は「まぁ、そうだけど」と薄いリアクションをするにとどめておいた。

「フン、巨大化ね……」

　武蔵が不満そうに鼻を鳴らした。

　美来に笑顔を向けられた駆流に嫉しつ妬としているのは明らかだった。

　空気が少し険悪になりかけた所で、今度は飛鷺が明るい声を出した。

「俺らはそんな感じだったけど、お前らはどうだったんだ？」

　質問してから、飛鷺が「しまった」という表情をした。相手グループには会話を端的にまとめられる人材がいないのだ。

　美来だと話が長くなりそうだし、武蔵はぶっきらぼう。玲に至っては超無口。

　飛鷺は自分で質問しておきながら「まぁ後でいいか！」と、強引に会話を畳たたもうとしていた。

　しかし美来は説明する気満々になっていた。

「待って飛鷺くん。今共有するから！」

（これは長くなるぞ……）

　正直ため息が出そうな駆流だったが、そうするとまた武蔵がウザい視線を向けて来るにきまっている。駆流は無の表情で話を聞く覚悟を決めた。

「じゃあ、ミミ様お願いします」

（ミミ様？）

　一瞬誰のことかと思ったが、すぐに美来の加護精霊の名だと思い出した。確か双子の精霊だったはずだ。ミミ様はそのどちらかだろう。

　呼びかけられた精霊ミミは、美来の右側からひょこんと出て来た。手のひらサイズのとても可か愛わいい女の子だ。

　彼女は美来と何か親しげに会話して「フフフ」と笑い、ふわふわと漂って飛鷺の目の前に来た。そして空中ではあったが、つま先を後ろで「トン」と地面につけながら、小首をかしげるような仕草で挨あい拶さつをした。

「ど、どうも！」

　思わず敬語になって同じ仕草を返す飛鷺。男がやると可愛くない。むしろ腹立たしさを感じる。

　ミミ様は次にネルの元へ行き、同じように挨拶する。ネルも同じ仕草で返す。可愛くなくはないが、ぎこちない。

　最後は駆流の所だ。

（やるのか……あのお辞じ儀ぎを俺にもするのか……）

　目の前に来られるとなると少し緊張する。調子に乗って可愛い仕草を真ま似ねしないようにしないと、と固く誓った駆流はミミ様を待った。

　彼女は笑顔でふわふわ飛んでくる。まさに天使のようだった。

　緊張して待つ駆流の表情をミミはじっと見つめ、軽く会え釈しやくして美来の元へ戻って行った。

（……俺だけ会釈）

　心の中で疑問に思う駆流。すると頭の中にテアケイルの声が響いた。

『あんたとは気が合わなそうだってさ。あの手の子は心を閉じた相手には、自分もあんまり心を開かないのよ。あそこにいる武蔵って子もあんたみたいに嫌われているみたいよ。ハハハハ！』

（いちいちそんなの報告しなくていいです！　別に好かれなくていいですし）

『強がっちゃって。……にしてもあんた、私と話す時はお喋しやべりなのに、なんで普段は無口なの？』

（精霊様と違って人間は噓うそをつきますし……とにかくややこしいんです。あまり会話せずにいる方が楽でいいんですよ）

『ふ～ん。ま、別にいいか。じゃーね』

　それだけ言うと、テアケイルはまた意識の奥へと沈んで行った。自由な精霊様だ。

「じゃあ飛鷺くんと駆流くんとネルちゃん、ミミ様を見て」

　何かが始まるのだろうか。駆流がとりあえず美来の言葉通りにすると、ミミの体が眩まばゆく光り始めた。すると──

（おぉ……）

　駆流の頭の中に、美来達が体験した出来事が次々に流れ込んで来た。今いま際わの際に見るという走馬灯はこんな感じなのだろうか。一瞬にして、次々に情報が蓄積されていく。

　簡単に言うと、美来達の行動はこうだ。

　ワーウルフからバラバラに逃げた後、三人はがむしゃらに走った。大分走った所で、大きな川に出た一行。すると武蔵の体からハヤブサ型の精霊タカマルが出て来て、道案内をするように三人を導いた。辿たどり着いたのは川沿いにある小屋だった。

　そこには刀かたな鍛か冶じがおり、黙々と日本刀のような刀を作っていた。

　タカマルの姿を見た刀鍛冶は、三人を歓待し武蔵に自身の最高傑作〝撫な手で骸むくろ〟を授さずけてくれた。

　何か恩返しがしたいと言う武蔵に、刀鍛冶はかつて自分が作ったニンジャソード〝宵よい食はみ〟を取り戻してほしいと頼む。

　高名なニンジャに授けたものの、ニンジャが非ひ業ごうの死を遂げてニンジャゾンビになってしまった。そして〝宵食〟で人を殺あやめ続けている。それを止めてほしい、という依頼だった。

　快く引き受けた武蔵。美来の《探たん知ち》でニンジャゾンビの気配を探り、ようやく見つけて〝宵食〟を取り戻し、刀鍛冶に返した。

　今日はそのニンジャゾンビグループの残党狩りをしていた。

　しかし見失ってしまった所で、爆発音が聞こえたのでその場に急行したら──

「──俺達がいた、ってわけだな」

　記憶が共有されたところで、飛鷺が言葉を添えた。

　大量の情報がほんの数秒で頭に入って来た。恐ろしく便利な精霊術だ。

　そしてもっと驚くのが《剣けん技ぎ》を持つ武蔵の強さだった。

　強力な刀である撫手骸の影響も大きいだろう。しかし、琥こ珀はく鳥ちようの羽飾りが赤くなるレベルの魔物をたった一太刀で倒せるのだ。

　ニンジャゾンビ一体の強さは恐らくレッドキャップの少し下ぐらいだろうか。そんな相手が数体いたのに、難なく全員を斬り伏せたのだ。

（こいつ一人でブロンズドラゴンを倒せるんじゃないか……）

　駆流は密ひそかにそんな感想を持ったのだった。

　ともあれ、互いの状況報告も済んだ。あとは出発するだけだ。

　倒したニンジャゾンビの死体からは〝土ど塁るいの魔石〟が四つ手に入った。叩きつけた地面に土塁のような土の壁ができる魔石だそうだ。

　他にもアイテムは細々とあったが、どれもボロボロで使えそうなものがなかったので、その場に打ち捨てていくことになった。

「よ～し、じゃあみんなで一緒に村落に行こう！」

　美来の掛け声に、ネルと飛鷺のネアカコンビが「おー！」と答えた。

　一方の武蔵と玲は全くリアクションをしなかった。駆流は無視はせず浅く頷いていたのだが、ネルや飛鷺から見るとほぼ無視に近かったかもしれない。何となく二人に悪い気がしてきて、駆流は一応返事を兼ねて「行こう」と言うことにした。

　普段なら絶対にしない行為だが、自分に嫌な態度をとる武蔵への当てつけ的な意味合いもあった。しかし──

「……ぃひょう」

　久々の発言だったので、痰たんが絡んでこれでもかというぐらい声が裏返ってしまった。慣れないことはしないに限る。

「何今のジェット風船が抜け切るような音!?　今七回の裏だっけ!?」

　飛鷺が早速いじって来た。彼は何かを何かに喩たとえるのが大好きなのだ。

「うるさい。絡むな」

「さっきの痰みたいに？」

（くそ……鬱陶しい）

　何度か共に死線を潜くぐり抜けて「ちょっとコイツ良いヤツかも」と思い始めていた駆流だったが、やはり無理だった。集団の中だと飛鷺の鬱陶しさは激増する。

　団体行動なんて、進んでするものじゃない……再び心を深く閉ざす駆流であった。













（疲れる……精神的に）

　心の声で愚ぐ痴ちりながら駆かけ流るは歩いていた。左横には険しい表情の武蔵むさしが草をギャンギャンかき分け、小枝をバキバキ折りながら歩いている。

（よりによって武蔵と並んで歩く羽目になるとは……）

　六人で出発することになった一行は、どういった並びで歩くかを協議した。

　二列で歩くことはすぐ決まり、《先せん見けん》の精霊術を持つ飛ひ鷺さぎが最後尾ということもすぐに決まった。

《探たん知ち》を持つ美み来らは真ん中から周囲の気配を探りながら歩くことになり、自然と玲れいがその横を歩くことになった。

　ネルは方ほう向こう音おん痴ちなので先頭は無理。すなわち最後尾で飛鷺の横を歩くしかない。

　となると、残る二人は必然的に先頭を歩くしかない。駆流は老エルフ・ゼブラスから道を聞いているし、武蔵はパワフルに歩いて後方の人が歩きやすい道を作れる。

　こりゃ適任だ、ということで今こうして駆流は武蔵と並んで歩いているのだ。

　特に会話があるでもないが、何となくプレッシャーは感じる。駆流は居心地の悪さを感じながら黙もく々もくと歩いた。

　そんな駆流の心持とは裏腹に、道中はとても順調だった。実際、武蔵は頼りになったのだ。

　途中で巨大な蛙かえるの魔物、ジャイアントトードの群れが出現したのだが、武蔵が雑草を払うように一瞬で片付けてしまった。

　樹上を自在に移動して毒液を吐いて来る魔物、エビルモンキーが出て来た時は大木を斬きって相手を地面に落として片付けていた。

　どちらもネルのつけた羽飾りがほんのりピンクになる程度の相手だったが、武蔵がいなければかなり足止めされたはずだ。

　武蔵のおかげで、タイムロスは殆ほとんどなかった。

「ふぃ～、ちょっと疲れたね」

　一時間ほど歩いた所で美来がそう言うと、武蔵は即座にピタリと足を止めた。そして近くの雑草を名刀〝撫な手で骸むくろ〟で「ザンッ！」と切って休憩スペースを作った。

　その間、武蔵を始め誰だれも一言も発していない。しかしなんとなく、ここで一いつ旦たん休もう……ということになった。

「俺、まだジャージがゾンビ臭いから」

　そう言って一人だけ少し離れた位置に座る駆流。

　残るみんなは車座に座り、ゼブラスに貰もらった干しフルーツなどを齧かじりながら足を休めていた。

　加護されて体力が上がっているせいか、歩いている時には疲れはあまり感じなかった。しかし、休憩してみるとかなり心地いい。知らぬうちに疲労は溜たまっていたのだろう。

「ネルちゃん、この果物なんていうの？」

「えっとね──」

　休憩なのだからじっくり休めばいいのに、美来は誰彼となく話しかけていた。

　この分だと自分にも話しかけて来るだろうな、と駆流が思っていたら案の定質問を投げかけて来た。

「ねぇ駆流くん、その帽子かぶらないの？」

　美来が見ていたのはゼブラスから貰った〝エルフの帽子〟だった。早朝の水浴び覗のぞき疑惑以降、なんとなくかぶり辛づらくなり荷物袋に突っ込んでいたのだ。

　その一部が袋から飛び出しており、それを美来が目ざとく見つけたというわけだ。

「まぁ、今はかぶらない……」

　駆流は何となく帽子を袋から取り出して弄もてあそびながら答えた。

「ちょっとかぶっていい？」

「……え？」

　面倒なことに、美来が会話を発展させてきた。

「でもサイズ大きいし……」

「でもかぶりたい！」

　消極的拒否をしたものの、美来はくじけない。やけに積極的に絡んで来る。

（あ～……そうか）

　駆流は何となく理解した。

　美来は少し離れた位置に座った駆流に気を遣っているのだ。みんなの輪から外れている駆流が疎外感を感じないように声をかけているのだ。

（別に放ほうっておいてくれたらいいのに……）

　自分は好んで離れた場所に座ったのだ。気を遣われる筋合いはない。

　でもここで拒否すると、もっと躍起になって話しかけて来るだろう。そうなると武蔵の「また気にかけてもらいやがって！」というやっかみと、玲の「私の美来を邪険にしやがって」という嫉しつ妬とを浴びることになる。

（飛鷺とネルだけの時は平和だったな……）

　駆流は人数が増えたことで覿てき面めんに増した気苦労にため息をついて、美来に帽子を放り投げた。

「ありがとー。かぶるね！　……わぁ、良い感じ！」












　美来が帽子をかぶってはしゃいでいる。何か声をかけないと向こうから感想を求めてきそうだ。

　駆流は会話ラリーを一つ減らす為ために、先回りで声をかけた。

「……似合うね」

「えっ！　……ふ、ほ、ふぉんとう？」

　普通の感想を言っただけなのだが、美来がやたらドギマギしながら答えた。

　さらに飛鷺も驚いた顔で「駆流が……駆流から……感想を言った」と言っている。

　駆流はいささかムッとして「大げさなんだよ」と呟つぶやいた。

「そ、そだよね！　でも駆流くんに似合うって言われると……う、嬉うれしいかも」

　顔を赤くして上目遣いに駆流を見て言う美来。

　その可か愛わいさに思わず感情を根こそぎ持っていかれそうになる駆流。

　でも勘違いしてはいけない。美来は皆にこうなのだ。駆流に特別な好意を向けているというわけではない。

　駆流は小さく舌打ちをしてみんなに背を向けた。感情がごちゃついてめんどくさくなったのだ。

「待って」

（どこも行ってないっつーの）

　美来の言葉に心で悪あく態たいをつきながら駆流は目を閉じた。

　しかし美来の発言は彼に対してではなかったらしい。

「……何かこっちに来る」

　その言葉に、武蔵が素早く立ち上がり辺りを警戒し始めた。

　美来は《探知》の精霊術を持っている。誰より早く、何者かの接近に気が付けるのだ。

「確かに気配が近づいてきやがる。相当な手て練だれだぞ……」

　武蔵は感覚が鋭敏なようだ。相手の接近と力量までを察知していた。

「羽飾りは変化なし……だぜ」

　飛鷺がネルを見て言った。確かに琥こ珀はく鳥ちようの羽は真っ白のままだった。

「確かこれは魔物にしか反応しないはずです。ひょっとしたら近づいて来るのは人間かもしれません」

「うん……こっちには気付いているけど、悪意はないみたい」

　美来がそう言った直後、茂しげみをガサガサかき分けてその人物が登場した。

「あれ？　初めて見る方々ですね」

（あの格好……）

　駆流と同じことをネルも思ったようで、素すっ頓とん狂きような声を出した。

「エルフ族！」

　そう、姿を現したのはゼブラスと似た格好をしたエルフ族だった。ゼブラスと違うのは、その若さだ。人間でいうと二十代男性、といった風ふう貌ぼうだった。

　そしてさすがはエルフ。圧倒的な美しさだった。

「ここここは、あなたが守る森でしたか!?」

　ネルが緊張気味に話しかけると、エルフはニコリと笑って答えた。

「いえ、違いますよ。気になることがあって来ただけで、私どもが管理する森ではありません。むしろお邪魔している立場ですよ」

　若いエルフは終始フレンドリーに話している。

「エルフさん、お名前はなんですか？」

　美来が社交性を見せ、エルフに質問を飛ばした。相手が違う種族でも、まったく臆おくする様子がない。

「これは申し遅れまして、私はリカルダス……おや？」

　フレンドリーに名乗る途中で、エルフは何かを見つけたようだ。

　そしてごく自然な動作で、背中に束ねていた矢を一本手にして弓に番つがえた。矢じりは美来にまっすぐ向いている。

「……えっ！」

　美来が驚きの声をあげた。そして驚いたのは彼女だけではなかった。

　武蔵が不意を突かれたように、とっさに刀を手にしようとした。

　しかし、リカルダスに「動くと射る！」と一いつ喝かつされ動きを止めざるを得なかった。

　玲は美来の前に立ち、リカルダスを睨にらみつけていた。

「どどどど、どうしたんですかエルフさん！」

　焦ったネルが質問すると、リカルダスは体勢を一切崩さず鋭い声を出した。

「その女が被かぶる帽子は同族のもの！　どこで手に入れた！」

「こ、これはあの、その……ゼブラスさんに貰ったんですぅ！」

　その言葉にリカルダスは「はっ」と息を飲んだ。

「ゼブラスさんの……」

　どうやら彼はゼブラスのことを知っているようだった。

「そうですぅ！　とっても親切にしてもらって！」

　勢い込んでネルが言うと、リカルダスは冷たく言い放った。見ると頰ほおには涙が流れていた。

「噓うそをつくな。その〝エルフの帽子〟は先祖より代々受け継ぐ大事なもの。人間に与えるはずがない」

「ほ、ほほんとですぅ！」

「まさかゼブラスさん程のエルフが……人間に殺されるなんて！」

　リカルダスは矢を番えたまま涙を流し続けている。

　今にも手を放して美来へ矢を放ちそうな雰囲気がある。

　自分が貰った帽子が原因で同級生を死なせるのは不本意だ。駆流はリカルダスに話しかけた。

「……それは俺が貰った」

「噓をつくな！　大事な帽子を人間に譲ゆずる道理はない」

「格上だったんだよ」

「……何だって？」

「俺の加護精霊が、フーリン様より格上だったんだ」

「…………」

　駆流の言葉に、リカルダスが少し考えるそぶりを見せた。

　そのタイミングで駆流は飛鷺に声をかけた。

「飛鷺、例の書簡を」

「そうか！」

　飛鷺はそう言って羊よう皮ひ紙しを取り出し、リカルダスに向けてそっと投げた。

　静かな音を立てて地面に落ちた羊皮紙に、リカルダスは矢を番つがえたまま目を這はわせた。運よく文字が書いてある面が上になっていた。

「…………」

　無言で文字を追っていたリカルダスだったが、不意に弓を下した。

　そしてそのまま膝ひざをついて、頭を垂れながら絞り出すように言った。

「失礼いたしました……」

　分かってもらえたようだ。

　しかしホッとしたのもつかの間、武蔵がリカルダスの元へツカツカと歩み寄って彼の胸ぐらをつかんだ。

　飛鷺が焦ったように声をかける。

「おい！　やめろ武蔵！」

「うるさい！　一発ぶん殴ってやる！」

　怒気を大いに孕はらんだ武蔵の言葉に対し、リカルダスは静かに応じた。

「気の済むまで殴ってください……。尊敬する師匠が殺されたと思い、つい我を忘れてしまいました」

　そのセリフと声の調子に毒気を抜かれたのだろう。武蔵がリカルダスから乱暴に手を放した。

「次やったらぶっ殺すぞ！」

　迫力十分にそう言うと、武蔵は今度は駆流に向き直った。

「お前よぉ、余計な厄介事を持ち込むんじゃねぇよ！」

　これは言いがかりだ。さすがにカチンときた駆流は、武蔵をグッと睨み返した。

「何だその眼めは！　やんのか！」

　武蔵はそう言うと〝撫手骸〟の切っ先を駆流の目の前に突きつけて来た。

　近くで見ると、うっとりするような美しい刃だった。怪しく光り、まるで水でしっとり濡ぬれたような質感だ。

　恐怖より感動が先に来てしまった駆流は、しばらくその刀身を眺めていた。

「やめて！」

　駆流の視界から突然刀身が見えなくなり、サラサラの髪の毛が鼻先をかすった。

「駆流くんは助けてくれたんでしょ！　なんでそんなことするの！」

　美来だった。彼女が武蔵と駆流との間に割って入ったのだ。

「……悪かった」

　さすがに冷静になったのか、武蔵がそう言って〝撫手骸〟を鞘さやへとおさめた。

　それを見た美来は、クルリと振り返る。

「ありがとね」

　そう言ってニコリと笑った美来は、手に持っていたエルフの帽子を、少し背伸びしながら駆流にかぶせる。

　一瞬キスされるのかと勘違いした駆流は、人生で最大に心臓をドキドキさせながら体を反らせ、そのまま尻しり餅もちをついてしまった。

　そこが空気を取り戻すとっかかりだと飛鷺は感じたのだろう。

　思わずという感じで「プッ！」と吹き出し、「ワハハハハ！」と笑いだした。多少わざとらしかったが、笑い声は張りつめた空気を柔らかくする効果がある。

「フフフ、アハハハ！」

「うふふふ！」

　ネルや美来も続き、何となくピリついた空気が和らいだのだった。

　そこでようやくリカルダスが顔を上げた。

「本当に失礼いたしました。まさかゼブラスさんが人間の方に帽子をお譲りになるとは思わず……つい」

「勘違いは誰にでもあるもん。しょうがないよね！」

　美来が明るくそう言うと、リカルダスは改めて深々と頭を下げた。

「あなたのような優しい人に弓を向けるなど、勘違いとはいえとんでもないこと。何とお詫わびを言っていいか……」

　放っておいたら一生謝り続けそうな勢いだ。

　このままでは話が進まないと思ったのか、飛鷺が彼に質問した。

「ところで、持ち場の森を離れてまで何しに来た感じですか？」

「あぁそうだ、ちょっと気になることがありまして」

「気になること？」

　そう言って首をかしげた飛鷺に、リカルダスはしっかり視線を合わせて返事をした。

「はい。ここ最近、いるはずのない場所に魔物が出現しているんです。私の管理する森にも、普段見かけない魔物がたくさん出ました」

　その言葉にネルが何度も頷うなずいた。

「分かります！　精霊の森にもワーウルフの群れが出ました！」

「本当ですか!?　精霊の森は魔物が嫌がる〝気〟が満ちた聖なる地……そこにわざわざ立ち入るとは」

「普通に考えるとあり得ないですよね！」

　特に誰も責めていなかったのだが、ネルはワーウルフ襲撃にずっと責任を感じていたようだ。

「何でそんなことになってるんですか!?」

　ネルが少し怒ったように質問すると、リカルダスは少し考え込むそぶりを見せてから言った。

「それを調べに来たんですが、おぼろげながら分かってきました。恐らく、押し出されているんです」

「押し出されている？」

「はい。私の理解する限り、本来の魔物の生息域と最近の出現ポイントが少しずつズレている気がするんです」

　みんなリカルダスの説明にじっと耳を傾けている。

　ちょっと前まで彼の方を一切見なかった武蔵でさえ、興味深げに体の向きを変えて話を聞く体勢に入っていた。

「魔物は瘴しよう気きの溢あふれる場所を好みます。この小国〝パイ〟では、サウロン火口が最も瘴気を出す場所です。そこらには自然と強い魔物が居つき、弱い魔物を追い出します。こうして、瘴気の多いポイントを中心に、魔物の生息域は決まっていくのです」

「なるほどな」

　飛鷺が感心したように頷いた。

「ということは、です。例えばよその地域から、とても強い魔物がやって来たとします。その魔物は、まずどこへ行くのか？」

　リカルダスの問いかけに答えたのは、普段の授業でもよく発言する美来だった。

「瘴気の溢れる場所……ですね」

「そうです。そうなると元々そこにいた強い魔物は、少し離れた位置に移動せざるを得なくなる。そしてその移動先からは、元々そこにいた魔物が追い出される。……これが魔物の押し出しです」

「だから精霊の森にワーウルフが！」

　ネルはまだそこにこだわっているようだ。

「正直それは私も驚きました。ワーウルフほどの魔物が住処すみかを追われるなんて。サウロン火口には一体どんな魔物がいるのか……」

　リカルダスが眉まゆ根ねを寄せて言うと、ネルがすかさず返事をした。

「ブロンズドラゴンです！　私の住むミーボ村で目撃情報がありました」

「なんと！」

「大事になる前に討伐しなければ……ということで、召喚士の私が精霊の森まで行って、ここにいる方々を召喚したんです！」

「そうでしたか。ブロンズドラゴンはかなり強力な魔物です。しかしみんなで協力すれば、追い払うことはできるかもしれませんね。追い払いさえすれば、各地の魔物も元いた場所に戻るでしょう」

　リカルダスはそう言って居住まいを正した。

「よろしければ、お供させていただけないでしょうか？　無礼のお詫びもまだしていない身ですが」

　この申し出に、美来が真っ先に食いついた。

「やったー！　賛成賛成！　リカルダスさんが味方になれば百人力だよ！」

「お役に立てるといいのですが」

　リカルダスは控えめに笑っていた。

　駆流は新戦力の加入は純粋に嬉しかったのだが、メンバーが増えるとまた面倒も増えそうな気もしていた。

　するとリカルダスは「はっ」と何かに気付き、袋から何かを取り出した。筒状のそれは、望遠鏡のように見えた。その筒で空を覗き、彼は皆の方へと向き直った。

「四日後に〝三さん連れん聖せい夜や〟が来ます。そのタイミングでブロンズドラゴンを討伐するのはどうでしょうか？」

　この言葉にはネルが真っ先に反応した。

「そうか！　そうですね！　そうしましょう！」

　ひとしきりはしゃいだネルは、皆が不思議そうな顔をしているのに気付いたようだ。

「そっか、説明しなきゃですね。この惑星アーガントでは、夜になるとチキュウで言う〝月〟のようなものが三つ出るんです」

　野宿までしたのに気付かなかった。空を見上げる余裕がなかったのだろう。

「月は聖なる存在で、すべての生物に影響を及ぼすんです。人間に力を与えたり、逆に魔物に力を与えたり……。それで、ごく稀まれに三つの月が直列になる夜があるんです。それが〝三連聖夜〟です。その日はヒト属は力を与えられ、魔物は極端に弱体化するんです」

「それが四日後に来るってことか」

　飛鷺が言うと、ネルが嬉しそうに「そうです！」と頷いた。

「ここから、なんちゃら火口ってのに行くにはどれぐらいかかるんだ？」

　飛鷺の質問にリカルダスはしばし考え、ゆっくりと答えた。

「三日あれば着くと思います。ゆっくり行っても、四日あれば……」

「間に合うな」

　飛鷺がみんなを代表するように呟いた。

　すると、しばらく黙っていた武蔵が口を開いた。

「行こうぜ。早めに着く分には構わねぇけど、遅れるのはマズいんだろ？」

　確かに正論だ。しかしここで駆流は思わず疑問を口にした。

「全員で行く必要ってある？」

　移動人数が多ければ多いほど機動力は損なわれる。それに、途中で誰かが怪け我がをした場合、その場に残して先には進めないだろう。そうなると時間の大幅ロスになる。

　もし残して進む場合も、世話役を誰か一人置いていくことになるだろう。その場合は戦力のロスになるのだ。

　時間的な制限がある以上は、精鋭メンバーで当たるのが得策に思えた。

「くっそ……てめぇはそうやって、いつもいつも足並み乱すようなことを言いやがって！」

　駆流の考えは、武蔵には理解されなかった。いちいち説明するのも面倒だし、説明した所で理解してもらえるか疑問だ……。駆流はそう考え、黙って武蔵を見つめていた。

「行きたくないならお前は来るな！」

「行きたくないとは言ってない」

　駆流は冷静なトーンで武蔵に対応した。それが武蔵の気に障ったのだろう。

「ふざけんなよ！」

　そう叫びながら武蔵が駆流に詰め寄って来た。そして──

　バギィ！

　駆流は一瞬目の前が真っ暗になり、次の瞬間何かが背中に「ドン！」とぶつかった。

　木にでもぶつかったのかな……と思ったのだが、それは間違いだった。背中に当たっているのは地面だった。

　自分でも気付かないうちに仰あお向むけに倒されたのだ。血の匂においが広がり、顔に残る衝撃が徐々に痛みへと変わって行く。

「駆流くん！」

　美来の声が遠くに聞こえる。続いて自分を殴った男の声も……。

「てめぇは絶対ついて来るな！　いない方がマシだ！　一緒に闘うってことは、命を預け合うってことだ！　俺は絶対にお前だけには命を預けらんねぇんだよ！」

　駆流は武蔵の怒鳴り声を、どこか遠くに聞いていた。

「……行くぞ。どっちだ!?」

　武蔵がリカルダスに方角を聞き、歩き去っていく足音が聞こえた。

（……ったく、本当に単細胞だな）

　殴られた痛みよりも、腹立たしさが勝っていた。

「駆流くん大丈夫？」

　美来が涙目で駆流の顔を覗きこんでいた。潤んだ眼がとても綺き麗れいだ。

　上う手まく口が動かせない上に、返事をする気分でもなかった駆流はずっと黙っていた。

　するとリカルダスがさっと近寄って来た。

「塗り薬です」

　リカルダスが差し出した薬を美来は指で掬すくい、顔に塗ってくれた。ひんやりしてとても気持ちがいい。痛みもかなり和らいだようだ。

　駆流は体を起こし、口に溜まった血を傍かたわらに「ベッ」と吐いた。

「大丈夫みたいだな。俺、とりあえず武蔵追いかけるわ。……駆流、あとでな！」

　駆流の無事を確認した飛鷺は、武蔵のフォローに回ることにしたようだ。グループ全体に気を配れる飛鷺らしい行動だった。

「ねぇ、痛む？」

　美来の度重なる心配の声に、駆流は少し鬱うつ陶とうしさを感じながら答えた。

「……別に」

　予想外に冷たい口調になってしまったことに驚く駆流。殴られたことで想像以上に気持ちがささくれ立っていたのだろう。

　美来は「ごめんなさい……」と意気消沈した様子だった。

　別に美来は悪くない。心配してくれているだけだ。

　それは分かっているのだが、酷ひどい言い方をしてしまったことを謝る気にもなれなかった。

　いいから放っておいてくれ。

　その気持ちだけが駆流の体全体を包んでいた。

「私も彼らを追いかけます。……はぐれると大変なので」

　どうしていいか迷っていたリカルダスも、武蔵や飛鷺を追うことにしたようだ。

「私も行きます！　方向音痴だし！　駆流さん、南の方ですからね。ゆっくりついて来てくださいね」

　ネルも去って行った。残ったのは美来と玲だ。

　どれぐらい時間が経たっただろうか。不意に美来が口を開いた。

「……立てる？」

「まぁ……」

　時間が経って少し冷静になった駆流は、さっきの反省もあり、なるべくとげのない口調を心がけた。

「行こう。……みんなを追いかけよう」

「いや……俺はいい」

「なんで？　一人だと危険だよ」

「村落の近くまで来てるし、そこ行って休んでる」

「でも──」

「だからいいって！」

　また酷い言い方になってしまった。声を荒げた所で、どうにもなるわけではないのに。

　しかしなぜ美来はこれほど自分に絡んで来るのか……駆流がそう考えていた矢先に、美来が立ち上がった。

「しつこくてごめんね。終わったら迎えに来るね……」

　そう言った彼女の顔は、見たことがないほど暗く沈んでいた。

　いつも明るく周囲に笑顔を振りまいている美来。どんなことがあろうと、ポジティブな態度を崩さない美来。そんな彼女が、落ち込んでいる。

　駆流が驚いていると、美来はそのまま何も言わず走り去ってしまった。当然玲もそれに続く。

「あ──」

　何とか声をかけようとした駆流に、一瞬だけ後ろを振り向いた玲が吐き捨てるように「馬鹿」と言って去って行った。

（やっぱりこうなるんだ。他人と深く関かかわると、面倒なことばかり起きる。俺は一人でいるのが一番いい。でも──）

　美来の沈んだ表情を思い出し、駆流は一人で立ち尽くすのだった。













　一人になった駆かけ流るは、みんなの後を追わずに村落へと向かった。

　団体行動は鬱うつ陶とうしいし、単細胞の武蔵むさしと共に旅をするなんてまっぴらだ。むしろ一人になってせいせいする。

『やっと一人になれたのね』

　突然テアケイルが話しかけて来た。

「うぉ！」

　完全に一人モードになっていた中でいきなり声をかけられたので、駆流は変な声を出して驚いてしまった。

『何よ変な声を出して。あんた意外とひょうきんね』

（急に話しかけるからですよ）

『にしても、やっと面倒な仲間から解放されたのに、浮かない表情ね』

　テアケイルが姿を現し、駆流の顔を覗のぞきこみながら言った。

（そんなことないですよ。殴られてちょっと気分が悪くなっただけです）

『ふ～ん……。他人を面倒だと言う割に、あんた自身も結構めんどくさいわね』

（なんなんですか……）

『ふふふ、言ってみただけ。ところで、あんたさっきからつけられてるわよ』

（つけられてる？　魔物ですか？）

『違うみたいよ。……あ、あなたを殺す決心をしたみたい。じゃーね』

「えっ……ちょ……！」

　猛烈に気になることを言ってテアケイルが意識の奥底へ消えて行った。

　その直後──。

「うりゃあああ！　死ねぇ魔物！」

　何者かの気合十分の声が聞こえて来た。

（ヤバイ！）

　とっさに声のする方を見て身構えた駆流であったが、相手の姿を見て拍子抜けした。

「ぬりゃああ！」

　その辺で拾ったような木の棒を振り上げて向かってきていたのは、七歳ぐらいの小さな子供だったのだ。

「……何やってんだガキンチョ」

　駆流は子供の攻撃を躱かわしながら質問した。

　同年代と接するのは苦手な駆流だったが、御しやすい子供には苦手意識はない。年の離れた親しん戚せきも多く、昔からよく遊んでやっていた。

「うわぁ！　魔物が喋しやべった！　こいつ、かしこい！」

　子供はしりもちをつきながらビビッている。

「誰だれが魔物だ」

　そう言って子供の額を軽く「てーん」と小突くと、その子は「うわぁぁぁん！」と泣き出してしまった。

「ちょ……ちょ……ごめん！　泣くな、泣くんじゃない！」

　駆流の中の〝対応がめんどくさいものランキング〟上位に位置する「泣きじゃくる子供」が現れた。駆流は必死で謝りながら彼を慰なぐさめるのだった。
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「なるほど、俺が変わった格好をしていて、その上ゾンビっぽいにおいをまき散らしていたから魔物だと思ったんだな？」

「うん……」

　必死の慰めが実り、子供はようやく泣き止やんでいた。

　ポケットに入っていたピーチ味のキャンディーを与えたことが決め手だった。

　教室で美来に貰もらったものだ。

「ごめんよ、お兄ちゃん。おいらてっきり新手のゾンビだと思ったんだよ」

「こんなフレッシュなゾンビがいるか」

「ゾンビにしちゃ肌に張りがあるなとは思ったんだけど……。にしても美お味いしいね、これ。ずっと味がしてなくならないのも良いね」

　子供の興味は、既に口の中で転がしているキャンディーに移っているようだ。ちょろいもんだ。

「ところでお兄ちゃん名前は？　この辺じゃ見ない顔だね。ガキョナの人？　一人で旅しているの？　その服な～に？」

　今度は駆流のパーソナリティに興味が移ったようだ。それにしても質問が多い。子供との会話には根気が必要だ。

「俺は異世界から来た壬み道どう駆流。わけあって一人で行動してる。この服は異世界のもので〝ジャージ〟っていうんだ」

「へぇ～！　異世界の人なんだ！　異世界の人ってゾンビっぽいにおいがするんだね！」

「そんなわけないだろ。ニンジャゾンビとの死闘を経てこうなっただけだ」

　地球を代表して誤解を解く駆流。ゾンビ臭のする人々が暮らす異世界なら、もう二度と戻りたくない。

「ニンジャゾンビ倒したの!?　つえー！」

　正確には倒したのは武蔵だったが、駆流は説明が面倒なので黙っておいた。

「一人で旅して魔物を倒すなんて超カッコイイぜ！　おいらパルってんだ。ねぇ、おいらをカケルの弟子にしてよ！」

「考えておく」

　大人特有のずるい逃げ方をして、駆流は聞きたかった質問をパルに投げかけた。

「ところでパルは、近くの村落の子か？」

「そーだよ。今は一人でしゅぎょうしてたんだよ」

「修行か。すごいじゃないか」

「へへへ……！」

　子供は基本的にほめておけばいい。機嫌が良い限りは扱いやすい相手なのだ。

　さらにここで駆流は気になっていたことを尋ねた。

「最近俺と同じ異世界の人間がお邪魔しなかったかな？　でかい男一人と、うるさい女が一人に、理屈っぽい女が一人の三人組なんだけど」

「ん～……最近は秘密基地に寝泊まりしてたから知らない！　村落長のコンロじじいに聞いてみたら？」

　そこまでして知りたいわけではなかったが、どのみち村落には行かなければならない。

「そうするか。案内してくれるか？」

「いいよ」

「だけどパル、秘密基地に一人で寝泊まりするなんて、お父さんとお母さんが心配しないのか？」

　何の気なしに言ったのだが、少し迂う闊かつだった。

「いないよ。二人とも死んじゃったんだ」

「……そうか」

　何とか絞り出した言葉だった。そして次の言葉は出て来ない。

　嫌なことを思い出させてしまった。謝るべきか、同情の言葉をかけるべきか。

　駆流がしばらく悩んでいると、パルはさして気にした風もなく「じゃあついてきてよ」と行って歩き出した。子供なりに、既に折り合いをつけた出来事なのだろうか。

　しばらく歩くと、舗ほ装そうされてはいないものの、草木の生えていない細い道が出て来た。長年踏みしめられて自然にできた道だろう。

「もうすぐだよ」

　パルが言うと、すぐに村落が見えて来た。数十人が暮らしているような規模だろうか。

　早朝に出発してからどれぐらい時間がたっただろう。ようやく辿たどり着いた目的地に、心底ほっとする駆流であった。
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　パルの案内で、駆流は村落長であるコンロじいさんの家に通されていた。当初は心配していたのだが、村の人々も快こころよく迎え入れてくれた。

　子供同様、大人と接するのも駆流は苦手ではなかった。距離を取って接することができるので、ある意味気楽に会話できるのだ。そのせいか、駆流はかなり大人受けが良い。

「そうですか。異世界からわざわざ」

「はい。で、昨日あたり仲間が訪ねて来なかったか聞きたいんですが」

　駆流が質問すると、立派なひげを蓄えたコンロは少し考えてから返事を返してきた。

「あの方たちがそうだったのかな……三人組の？」

「やっぱり来てたんですね」

「道に迷った冒険者だと名乗られましたが、何やら普通ではない雰囲気を持っていらっしゃいました。なるほど、異世界の方でしたか」

　梨り孤こ達は自分が異世界から来たとは言わなかったようだ。慎しん重ちような性格の彼女らしい判断だ。

「それで三人組はどこへ？」

　合流する気はさらさらなかったが、やはり動向は気になる。

「リーダー格の女性が、気になることができたと言ってガキョナへの道を聞いてこられましたな」

「なるほど……気になることね……」

　駆流が考え込んでいる様子を見て、コンロが言葉を挟んで来た。

「リーダーの女性……確かミレディさんと言いましたかな」

　梨孤は三さん銃じゆう士しの役名をそのまま名乗ったようだ。

「彼女は〝森の声〟が聞こえるようでしたよ。そういった精霊に加護を受けてらっしゃるんでしょうな」

「森の声？」

「はい。森のざわめきを聞いて、周囲で何が起きているかを知ることができる技術です。力の強いものほど、遠くの状況まで知ることができます」

　老エルフ、ゼブラスさんがやっていたのも同じ技術だろうか。

「それでガキョナの状況を知り、何らかの事情で急ぎ向かわれたのかもしれません。実は私も〝森の声〟が聞こえるのですが、この近辺のことに限られていまして……。お力になれず、すいません」

　村落長は申し訳なさそうに言った。

「いえいえ、とんでもない！　とても助かりました」

　駆流が慌ててお礼を言うと、老人はにっこりと笑った。人柄の良さがにじみ出るような笑顔だった。

「この村落は何もありませんが、気の済む限り、ごゆるりとお過ごしください。パルもずいぶんあなたに懐いているようですし。それにあなたには……」

　そう言ってコンロは駆流の目をじっと見つめた。

「特別な力を感じます。とても高貴な方の加護を受けていらっしゃるようだ」

「いや、それほどでも……」

　さすがは村落の長。ただの好こう々こう爺やだと思っていたら、なかなか鋭い観察眼を持っているようだ。

　駆流がドギマギしているとパルがやって来た。

「ししょー、お話済んだ？」

　戸を勝手に開けて入って来たパルは、勢いそのままに駆流の背中をバシバシ叩たたきながら質問してきた。

「いたたた！　人を叩くんじゃない！　それにいつからお前の師匠になったんだ」

「いいじゃんそれぐらい。寝床を貸してあげないよ」

「お前、師匠を脅すのか……」

　末恐ろしい弟子である。もう教えることはなにもない気分だ。

「いいから行こう！」

　そう言うと、パルは強引に駆流を引っ張って行ったのだった。





　　　　　☆　☆　☆






　パルによると、この村落付近には低レベルの魔物がよく出現するらしい。そんな場所柄からか冒険者が定期的に訪れるらしく、人々は訪問者に慣れているそうだ。

「ここがおいらの家！」

　パルが家に案内してくれた。外観はログハウスに近いだろうか。無骨なつくりだが、かなり頑がん丈じようそうだ。

　近くには綺き麗れいな小川も流れており、広場ではパルと同じぐらいの年代の子達が楽しそうに遊んでいる。とても平和そうな村落だった。

「友達と遊ばなくていいのか？」

　駆流は何となくパルに聞いてみた。さっきの村落長の話が少し引っかかっていたのだ。

「友達なんかいない！　おいらは一人で生きていくんだ。友達なんかいらないのさ」

「そうか……」

　ここでまともな人間なら「友達はいいぞ」などと言うのだろうが、駆流には口が裂けてもそんなことは言えなかった。友達は必要ない……自分も普段から思っていることなのだ。

　しかし他人に言われると、随ずい分ぶん寂しい言葉に聞こえた。

「ねぇ、ししょー」

「何だ？」

　もはや師匠と言われることになれた駆流。

「ししょーはいつまでいられるの？」

「ん～……」

　駆流は頭の中で考えた。

　ドラゴンとの勝負は四日後の〝三さん連れん聖せい夜や〟だ。そこで勝利して、みんながこちらへ戻って来るのは六日から七日後だろうか。

（そもそも、こっちに戻ってきてくれるのか？）

　駆流はそれも心配になって来た。あんな別れ方をしたのだ。もしかしたら戻って来てくれないかもしれない。でも美み来らは迎えに来ると言っていた。彼女に限って噓うそはつかないだろう。だがもしも、彼女が命を落としていたら……。

「ししょー？　どうしたの悲しそうな顔して」

「ん？　あぁ、大丈夫だ。数日間から……下手すりゃ数十年滞在させてもらおうかな」

「ずいぶん幅広いね」

「いろいろあるんだよ……」

「でも数十年だと何もせずに泊まらせるわけにはいかないよ。ごく潰つぶしを何年も養うほど、うちに余裕はないんだ」

「パル、お前師匠になんてことを……」

　容よう赦しやのない弟子に押され気味になりながらも、駆流は寝床を確保できた安心感でいっぱいだった。

「あ、そうだししょー」

「何だ？」

「さっきの甘い丸いやつのお礼に良いものあげるよ。ちょっと待ってな」

　泣き止ませるためにあげたキャンディーのお礼をしてくれるらしい。

　パルは家を飛び出すと、数分後に小さな壺つぼのようなものを持って戻って来た。壺には大きな葉っぱでふたがしてある。

「ほら、〝黄金ハチミツ〟だよ。近所の人に貰って来た」

「へぇ、この世界にもハチミツがあるのか」

　駆流はそう言って何の気なしに指でひと掬すくいして舐なめてみた。

「……ッ！　なんだこれ！　めちゃくちゃ美う味まい！」

「へへへ、だろ？」

　とにかく死ぬほど美味かった。舌の上をしっとりと流れた黄金ハチミツは、その甘みの足跡をしっかりと残しながら口内に広がり、味み蕾らいを刺激しまくった。

　そして無数の花束に囲まれたかのような芳ほう醇じゆんな香りが鼻から抜ける。

　すぐに飲み込みたい衝動と、ずっと口に入れていたい衝動が戦い、結局飲み込む時は舌がハチミツを食道まで追いかけようとしたほどだ。

「あ～、美味い……」

「すげぇだろ。この村落の名産品なんだ」

「そうなのか。高く売れるだろ？」

「いや、全然。日が経たつと味が落ちるんだよ。三日もすりゃ普通のハチミツと変わらなくなる。だからガキョナの街へは売りに行けないんだ」

「絶対に人気出るのにな……」

「ハチミツ取りの名人も嘆いてるよ。これくれたのも名人だよ。プーさんってんだ」

「プーさん……ハチミツ取るの上手そうだな」

「そう？」

　会話しながらも、駆流の手は自然とハチミツを掬って舐めていた。とにかくやめられないし止まらないのだ。

　黄金ハチミツはあっという間になくなってしまった。

「はぁ……もうないのか」

　がっかりした駆流がそう言うと、パルは楽しそうにコロコロ笑った。

「本当に気に入ったみたいだな、ししょー」

「気に入った。お前を弟子にしてよかったぞ、パル」

「ほんとか！　じゃあまた今度もらってやるよ」

　無む邪じや気きにそう言うと、パルはまた楽しそうにコロコロ笑うのだった。





　　　　　☆　☆　☆






　それから二日間。駆流はパルと二人で過ごした。

　低レベルの魔物を二人で狩りながら、近くの森を散策したり、釣りをしたり。子供のお守もりのつもりだったが、見たことのない動植物を見るのは割合興味深い。

　パルも人に何かを教えるのが楽しいらしく、何かを見つけると「ししょーこれ知ってるか？」と尋ねて来ては、自分の知識を教えてくれた。

　村落の人々は誰もがパルに好意的で、何かと世話を焼いているようだった。

　森で遊んで帰りが遅くなった時は、大人がこっそり様子を見に来ていたし、パルが秘密基地に寝泊まりする時も近くで誰かがキャンプをして見守っていた。

　食事の用意や洗濯なども、誰も嫌な顔一つせずにみんなが持ち回りでやっているようだった。

　しかしパルの方はそっけなく、自分から積極的に人々と接しようとはしていなかった。何な故ぜかと聞くと、「おいらは一人で生きていくから」と言うだけ。

　駆流は心配しながらも、反抗期みたいなものかな……と考えていた。

　そうして村の生活にも慣れて来た三日目。朝起きて窓を開け、新鮮な外の空気を吸い込んでいると、「ヒヒーーン！」という神経質な馬の嘶いななきが聞こえて来た。それに続き、村の男が「誰かぁぁ！」と叫びながらドタドタ走る足音もする。

　驚いた駆流が外へ飛び出すと、傷だらけの男性が息も絶え絶えに村落長に何かを話していた。

　興奮状態で自然と声のボリュームが大きくなっているのだろう。駆流の所まで会話の内容が聞こえて来た。

「オークキングです！　ただのオークじゃなく、その上位種です！　熟じゆく練れんの冒険者や狩人かりゆうどがいないと、とても太刀打ちできません！」

　村落の男がそこまで喋った時だった。空気を震わすような大きな声が聞こえて来た。

『ブオオオオォォォォ───！』

　鼓こ膜まくを不快に揺らす、嫌な声だった。

「この声は……まさかつけられたのか!?」

　村落の男が驚きの表情で声のした方を見つめている。

　そこから姿を現したのは、身長二メートルはある猪いのししの化け物だった。

　だらしなく開いた口からは牙きばがにょっきり二本飛び出しており、乱らん杭ぐい歯ばの隙すき間まからは濁ったよだれが垂れ流されていた。風に乗ってひどい獣臭も漂ってくる。

　知性の欠片かけらもなさそうな魔物は、二足歩行でノソリノソリと歩き、手に持った大きな槍やりを振り回している。

「きゃあああああああ──！」

　突如現れた魔物に、村落の人々が恐慌状態に陥っていた。

　そんな人々を悠然と睨にらみつけ、オークキングはゆっくりと歩を進めている。花か壇だんは踏みつけられ、農耕器具を保管していた小屋は槍の一振りでバラバラにされている。

　恐怖で嘶いた馬は、オークキングの槍で串くし刺ざしにされ、辺りには、嫌な血の匂においが広がっていた。

「鐘を鳴らせ！　誰も一歩も外に出てはならん！」

　村落長は大声でそう言ってから、駆流の存在に気が付いたようだ。

「カケルさん、急いで戸締りを！　パルを守ってくだされ！」

　するとその時、家のドアが開く音が聞こえて来た。駆流がそちらを見ると、パルが木の棒を持ってオークキングの方へ駆け出していた。

「死ねえええええ！」

「バカ！」

　駆流は慌てて後を追いかけ、すぐにパルを捕まえた。

「落ち着けパル！　かなうわけないだろ！」

「だからって逃げてたまるか！　おいらは逃げない！　絶対に逃げない！」

　パルはそう粋がっていたが、体はガクガクと小刻みに震えていた。やはり怖いのだ。怖くて仕方がないのだ。それでもパルは果か敢かんにも闘おうとしている。

　年端もいかぬ子供の悲壮なる決意を見て、駆流は大きく一つため息をついた。

「パル……ここは俺がやる。お前は家を守れ。寝床が奪われると困るからな」

「ししょー……」

　まだ何か言いたげなパルを家へ押し込み、駆流は脳内でテアケイルに話しかけた。

（大丈夫ですよね？）

『ヨユーよ、ヨユー。誰が加護してると思ってんの。あの程度の相手なら、精霊術使うまでもないわ』

　思った通りの返事だった。

　加護に体が馴な染じんで来たのか、ここ最近身体能力が上がりまくっているのだ。レッドキャップを倒したことで得た〝経験値〟も影響しているのだろう。

　今なら《巨大化》を使わずとも、ある程度の魔物とは十分渡り合える自信があった。

　駆流はその場に落ちていた鍬くわを手に取り、オークキングの方へ駆け出した。

『ブロロロロロ！』

　突然駆け寄って来た相手に、オークキングは威い嚇かくの声をあげた。体勢を低くし、いつでも飛び掛かれるように準備しているようだ。

　それを見た駆流は、さっと横に移動した。

　縦の動きが急に横になり、オークキングは戸惑ったようだ。しかし、しっかりと目で追ってきている。

　そこで駆流は再びオークキングへと突進した。横の動きを縦の動きに変えたのだ。距離を一気に詰める。

『ブォォォォ！』

　オークキングが焦ったように叫び、おもむろに手に持った大槍を振りかぶった。

（遅い！）

　大槍が降り下ろされる前に駆流はオークキングの懐に潜った。そして手に持った鍬を横なぎに力いっぱいはらった。

「────ッ！」

　両手にズシリと衝撃を感じ、思わず歯を食いしばる。

（やったか!?）

　手ごたえから言うと、かなり深手を負わせたはずだ。相手から離れつつ様子を見た駆流の目にはしかし、意外な光景が映った。

『ブガァァァァ！』

　オークキングが元気いっぱいに叫んでいたのだ。声には怒気が混ざっている。

　攻撃した胴体を見ると、うっすらと血が滲にじんでいる。ただそれだけだった。

　力を込めた一撃だったのにも拘かかわらず、ほぼダメージが入っていない。びっしりと生えた毛が鎧よろいの役割を果たし、体表がかなり固いようだ。

『ガァァァアァア！』

　ほぼノーダメージのオークキングが、大口を開けて突進してくる。嚙かみ付き攻撃、というよりは駆流を食べようとしているようだった。

「ぎゃあ！」

　カッコ悪い声をあげつつ、その場を無様に転がりなんとか攻撃を避ける。

「うぉぉぉぉぉ！」

　そのまま転がり続けた駆流は、十分に距離を取った所でようやく起きあがった。体はすっかり泥だらけで、頭はクラクラする。

『……うふふふ！　今の超ウケる！　もーいっかい！　もーいっかい！』

　テアケイルが脳内で駆流を嘲ちよう笑しようしてきた。

（精霊なのに「超ウケる」とかいう言葉使わないでくださいよ。それに今のは、ちょっとした余興ですよ！）

『そうは見えなかったけど。生きようと必死にもがく弱者の悲哀を感じたわ。あの場面を絵に描いて、立派な額にはめた上で【とても必死な人】ってタイトルをつけて飾りたいぐらいよ。ふふふ！』

（黙っててください。奴の倒し方は、もう分かりましたから）

『そう？　精霊術使うなんて言わないでよ。あれ面倒なんだから。……死なれるともっと面倒だから、いざとなれば力を貸すけど』

（大丈夫です）

『自信ありげじゃない。その自信が良い方に転がればいいけどね。分かる？　良い方に転が……ぷーくすくす！』

　そのままテアケイルは引っ込んで行った。思わずため息をついた駆流だったが、緊張がほぐれてリラックスはできた。

「さぁ来い！」

　駆流が声をあげると、オークキングが再び突進してきた。

「うわぁ！」

　避けながらさっきより体勢を大きく崩す駆流。するとオークキングが再び大口を開けて迫って来る。

（よし！）

　駆流は即座に起き上がった。わざと体勢を崩していたので、立て直すのは容易だ。そして手に持っていた物をオークキングの口に向かって投げつけた。

　ガコン！

　変な音をさせて、駆流の投げた物を飲み込むオークキング。

　駆流は思いっきり後方へ飛んで距離を取る。すると──




　ボガァァァァァン！




　大爆音と共に、オークキングの体が砕け散った。

　駆流が投げたのは、レッドキャップから取れた〝爆炎の魔石〟だ。体の表面が堅いなら、内部から破壊すればいい……駆流はそう考えたのだ。

（にしても……武蔵は本当に強かったんだな）

　駆流は武蔵のことを少し思い出していた。武器の違いもあるだろうが、彼は魔物をまるでバターのように斬っていた。武蔵がいれば、オークキングも瞬殺だっただろう。

「ししょー！」

　遠くからパルが駆け寄って来た。

「待てぃパル！　わしの後ろに隠れなさい！」

　後ろからは完全武装の村落長・コンロもついて来ている。重装備の影響で完全に足がよろけてはいたが……。

「大丈夫です、オークキングは倒しました」

　駆流はオークキングが爆発した場所を顎あごで示した。

「すっげー！　こっぱみじんだ！」

「なんと……あなたは村の危機を救った英雄だ。今晩は祝しゆく宴えんをあげましょうぞ」

「いやいやいやいや、それはいいです！」

　村落長の提案を、駆流は必死で固辞した。自分が主役の祝宴など、めんどくさいことこの上ない。考えただけでもぞっとする。

「しかし、それでは私達の気が収まりませぬ！　何かお礼をせねば……」

　駆流は「お礼になんて別にいいです」と答えようとして、ふとあの味を思い出した。あの濃密で芳醇な甘み……。

「じゃあ……黄金ハチミツを少し」

「分かりました。できる限りご用意します」

　それを聞いた駆流は、人助けも存外悪くないな……と思ったのだった。
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　特に長時間動いたわけでもないのに、オークキング戦後の駆流はかなり疲れていた。緊張感を持った中での戦闘はかなり応こたえるようだ。吸収したオークキングの〝気〟の消化にも、エネルギーを使わなければいけない。

　パルの家に戻り、倒れるようにベッドに飛び込むと、駆流はすぐに眠りに落ちて行った。

　気が付くと夢うつつの中でパルと誰かが言い争う声を聞いていた。

「すまんなパル」

「謝るだけじゃすまないよプーのおっさん！　どーするのさ!?」

　会話の相手はハチミツ取り名人のプーさんのようだ。

「薬が来たら改めて採取に行くから……」

「それじゃダメだ！　今いるんだよ！」

「あんまりわがままを言うもんじゃないぞ、パル。お前さんのそんな姿を見たら、両親が悲しむぞ」

　駆流は半覚かく醒せい状態でぼんやりと考えた。

（両親……確か二人とも亡くなったとかいう──）

　その時だった、何かが割れる「ガシャン！」という音が聞こえて来た。

「うるさい！　お前ら父ちゃんと母ちゃんを見殺しにしたくせに何言ってんだ！」

　パルの叫び声に続いて、乱暴にドアを開け閉めする音が聞こえて来た。

「待ちなさい、パル！」

　プーさんの呼び止める声を無視し、足音は遠ざかって行った。それを追いかける足音が重なり、遠ざかっていくと辺りは再び静かになった。

（パルのわがままと、村人のパルに対する態度の原因は、両親の死にありそうだな……）

　起きたら村落長に聞いてみよう……。

　そう考えた所で再び眠気に襲われた駆流は、深い眠りへと沈んで行ったのだった。
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　十分な睡眠がとれたのだろう。駆流は自然にパッと目が覚めた。

　窓を見ると、日が少し落ちかけている。地球で言うところの夕方四時ぐらいだろうか。

（そう言えばパルは……）

　先ほどプーさんと言い争っていたパルの姿が見えない。家を出て行ったのは昼過ぎだったはずだ。少し帰って来るのが遅い。

　妙な胸騒ぎを覚えた駆流はすぐに家を出た。

　二日間行動を共にしたおかげで、パルの行動範囲は大体分かっていた。子供にとって世界は広いものだが、実は行動範囲はそう広くはないのだ。

　駆流はまず村落の近くにある〝カロの実〟がたくさんなっている茂しげみに向かった。

〝カロの実〟は巨きよ峰ほう大の真っ赤な果物で、食べるととても酸っぱい。しかしかなり水分を豊富に含んでいるので、喉のどが渇いた時に食べるとたまらなく美お味いしいのだ。

　大人達がパルの為ために、こっそり植えて大事に育てているのだろう。

（いないか……）

〝カロの実〟ポイントにはパルの姿はない。しかし、幾つか実をもぎったあとがあった。雑なもぎり方から見ると、パルの仕業だろう。

（茎ごと折ると木が傷むのに……ったく）

　駆流は後で説教してやろうと思いつつ、次のポイントへ向かった。

　次は〝ポーポス渓流〟だ。ここは流れが緩やかで底も浅く、魚も豊富にいるので遊ぶのに持って来いの場所だ。

　ちなみに渓流の名前の由来になった〝ポーポス〟とは魚の名前で、ニジマスによく似た魚だった。焼いて食べると絶品である。

　川へ行くにはちょっとした崖がけを下らなければいけないのだが、一か所だけ子供一人が安全に川へ降りられるような道がある。

　パルは自分が見つけた秘密ルートだと言っていたが、これも大人が作ってくれた道だろう。尖とがった石が多い地帯なのだが、この道の付近からは取り除かれている。

（ここにもいない）

　やはりパルの姿は無かった。しかし釣りポイントの岩場の上には、無造作に釣つり竿ざおが放置されていた。何匹か魚を釣ってまたどこかへ行ったのだろう。とにかくじっとしていない子だ。

（じゃあ、あそこか）

　次に向かったのは〝モチクルミの木〟がそびえ立つ広場だ。

　モチクルミは、モチとクルミのいい所を併せ持ったような木の実だ。最初はカリッとしたクルミの食感で、嚙み続けるとお餅もちのようにやわらかくなる。

　高い位置に実って収穫しづらいのが難点なのだが、パルが行く場所はいつ行っても幾つかの実が落ちている。これも大人がパルの為に落としてくれているのだろう。

（誰もいないな）

　やはりパルの姿はなかった。しかし地面にはモチクルミが落ちていない。パルが拾っていったのだろう。よく見ると、最近ついたであろう子供の足跡がうっすらと見えた。

（最後はあそこだな）

　駆流はパルの秘密基地へと向かった。結局の所、パルは一日の大半を秘密基地で過ごしている。道中色んなポイントに寄ったが、結局秘密基地にいるのだろうな……と思いながらの探索だった。だからパルの姿がなくても不安ではなかったのだ。しかし──

（いない……）

　秘密基地にもパルはいなかった。その事実は駆流を大いに狼狽うろたえさせた。

　パルが行動範囲を外れて、どこかで行動しているのだ。これはもう一人で探している場合ではない。駆流は急いで村落へと戻ることにした。

　草をかき分け、時には茂みを飛び越えながら走り続けた。気持ちとは裏腹に、体は軽い。オークキングの〝気〟を消化して経験値が入ったのだろう。

　普通に歩くと一時間はかかる道が、ほんの十分程度で着いてしまった。

　と、村落の広場に人だかりができていた。人々の表情を見ると、あまり明るい雰囲気ではない。嫌な予感がする。

「ちょっと、すいません！」

　駆流は人波をかき分けてパルの家の中に入って行った。

　最初に眼に入って来たのは、床に横たわる人の姿と村落長・コンロの沈んだ顔だった。

（パル──！）

　横たわる人を見て駆流は一瞬肝を冷やしたが、体格的にいって大人のようだった。とりあえずパルではない。

「あぁ、カケルさん……」

　コンロが駆流の姿に気付いたようだった。

「どうしたんですか？」

　駆流の質問に答えたのは、横たわっている男性だった。

「お騒がせしております。大したことはありませんので気になさらないでください」

　努めて平静にそう言う男性の顔は真っ赤にはれ上がっていた。作り笑顔が痛々しい。

「それ──」

　駆流が絶句していると、男性は再び笑顔を見せた。

「ちょっとした虫刺されです。私の手違いで──」

　言葉の途中で男性は気絶してしまった。そこでコンロがゆっくり口を開いた。

「この男はプーと言いまして、黄金ハチミツ取りの名人なのですが、キラービーの巣に近づいたパルを助けようとして刺されたようで……。パルの姿が見えないから心配して見に行ったら、不用意に巣に近づく瞬間だったらしく……」

「……パルは？」

　恐る恐る聞いた駆流に、コンロは薄い笑顔を向けて言った。

「無事です。隣の部屋でふて寝しております」

　パルは無事だったようだ。しかし気になるのはプーさんの容体だ。見るからに辛つらそうで、危機的状況なのは明らかだ。

「プーさんは……助かるんですか？」

「……難しいでしょう」

　村落長は険しい表情を崩さずに続けた。

「キラービーの毒は、人を即死させるものではありません。しかし放ほうっておくと確実に命を奪います。解毒薬があればいいのですが、あいにく切らしておりまして。それ故ゆえ、今はキラービーの巣に近づかぬよう村民に伝えておったのですが……」

「そんな……」

「ガキョナまで行けば解毒薬は手に入りますが、片道で三日かかります。既に遣いは出しましたが、どんなに急いでも片道二日……往復だと四日かかります」

「毒が回るまではどれぐらいなんですか？」

「……半日です。長くて半日」

　どう考えても間に合わない。パルの無茶により、一人の男が命を落とそうとしている。

「パルの奴……！」

　憤りを覚えて立ち上がろうとした駆流を、コンロが手で制した。

「あの子を責めないでやってください」

「でも──」

「わがままに育てた我々にも責任があります。今回の件で痛感しました……」

　そこで駆流は、気になっていたことを思い出した。

「どうしてパルを甘やかすんですか？　ご両親の死と何か関係があるんですか？」

　その問いかけに対し、コンロは何も答えずしばらく目を閉じていたが、おもむろに口を開いた。

「実は我々の村落は、パルの父と母によって救われたのです」

　そう言って村落長が語り出した。

「パルの両親は、優秀な狩猟民でした。母が魔物を発見し、父が狩る。阿あ吽うんの呼吸で、数々の魔物を狩っていました。あの二人は無敵だった。……そう思っておりました」

　村長は悲しい目で中空を見つめていた。当時を思い出しているのだろう。

「その日もいつもの狩場で狩猟をしていたようです。しかし、まったく動物も魔物も狩れない。姿すら見かけなかったそうです。様子がおかしいと思ったパルの母は、村落へ戻ろうと提案したそうです。しかし、収穫なしで戻るわけにはいかない。そう言って他の者は狩りを続けることを強硬に主張しました」

　ここでコンロは大きくため息をついた。

「それが間違いでした。……動物の姿を見かけなかった理由は、夜になって初めて分かりました。そこには、〝闇やみ蛇へび〟がいたのです」

「〝闇蛇〟？」

「はい。闇に紛れて獲物を食い散らかす魔物です。光に弱く、昼間はどこかで大人しくしているのですが、夜になると活発に行動して、動くものをすべて喰くらい尽つくします。その〝闇蛇〟が、狩猟隊の野営する場所へ這はい寄って来たそうです。それにいち早く気付いたのが……」

「パルの両親……ですか」

「そうです。〝闇蛇〟は人間の女性の肉を好みます。そしてパルの母は、狩猟隊で唯一の女性でした。彼女は自分が〝闇蛇〟を引きつけている間に村落へ戻ってかがり火をたけと指示しました。万が一にも村落が襲われない為に、明かりをともせ……と。そしてパルの父は、彼女を手助けする為にその場に残りました。頃合いで後を追うから、早く行けと」

　気が付くとコンロは大粒の涙を流していた。

「狩猟隊はすぐに村落に戻り、急を告げました。瞬く間に村落は大騒ぎになり、パルも目を覚ましました。そして事態を飲み込めないまま、しきりにお父さんとお母さんはどうした、と聞いていました。すぐに戻って来る──狩猟隊の誰もがそう答えていたのですが──」

「結局二人は戻らなかった……」

　俺が言うと、コンロは辛そうに頷うなずいた。

「最初から犠牲になるつもりだったんでしょう。最期の言葉は、遠ざかる狩猟隊に叫ぶように伝えた『パルを頼む！』という一言だったようです……」

「その言葉を、村落民は今も守っているんですね」

「……はい」

　コンロが涙をぬぐいながら頷いた。

　これでようやく、村落民のパルに対する態度と、そしてパルの村落民に対する態度の謎なぞが解けた。

　村落民はパルに負い目を感じていて、パルはそれに甘えているのだ。

（でも、それにしたって……）

　駆流にはパルがあまりにも人々に甘えすぎている気がしていた。その上、それを自覚していない。何でも一人でできると勘違いしている。

　そこまで考えた時、駆流の心が何かチクリと痛んだ。他者との関かかわりを排して、自分一人で行動することを好む……。自分も似たようなことを、普段の生活でしていたのではないだろうか。

　駆流が己おのれを顧かえりみていたその時、奥の部屋へと続く扉がパタンと開いた。

「あ、ししょー！」

　パルだった。何も聞かされていないのだろう。いつものようにニコニコと無邪気に笑っていた。

「プーのおっさん酷ひどいんだぜ！　おいらが黄金ハチミツ取ろうと思ったら、いきなり邪魔しに来たんだ！　おいらの邪魔する奴なんか、死んじゃえば良いんだ」

　子供特有の無邪気さで、何の気なしに発した言葉だろう。

　しかし駆流はその言葉を看かん過かすることができなかった。

　ゴン！

　駆流はげんこつでパルの頭を殴った。

「死ねばいいとか、そんな言葉を使うな！　プーさんはお前のせいで本当に死ぬかもしれないんだぞ！」

　パルは驚いたように目を見開いていた。久々に誰かに怒られてびっくりしているのだろう。目にはみるみる涙が溜たまって行った。

「うわあわああぁぁぁぁぁぁぁん！」

　パルが大粒の涙をボロボロ落としながら泣き出した。

「ししょーのバカぁぁぁぁ……あああぁぁ」

　そのままギャンギャン泣きながら、元いた部屋へと戻ってしまう。扉をバタンと閉めた後も、大きな泣き声は聞こえていた。

「すいませんカケルさん……我々が甘いばっかりに、代わりに叱ってもらって」

「いえ……」

　村落長・コンロの言葉に生返事をしながら、駆流は自分の握りこぶしをじっと見つめていた。これで良かったのだろうか。他にやりようはなかったのか。

　そもそも、自分はパルを叱しかれるような人間なのだろうか。他人をないがしろにすることに関しては、自分はパルと同じなのではないだろうか。

　自問していると、脳内にテアケイルの声が聞こえて来た。

『それで良かったのよ。ああいうガキンチョにはガツンと言ってやらなきゃ』

（そうですかね……）

『そうよ』

（でも────）

『何よ』

（……殴る方も、良い気分じゃないんですね）

　駆流はパルを殴った自分の手をじっと見つめる。

『そりゃあ、ね。気付くの遅いわよ、あんた』

　テアケイルはそう言うと、意識の奥へと戻って行った。

「……はぁ」

　駆流は自然とため息をついていた。

　立場が変われば、物事の見え方も変わってくる。クラスメイトに対して取った自分の行動が間違いだったとは思わない。駆流には駆流の立場があるのだ。

　しかし、武蔵にも武蔵の立場があるのだ。強力な精霊術を授さずかり、みんなの為に先陣を切って闘おうと気負っていたのかもしれない。

（それならそうと言ってくれればいいのに……でも俺も同じか。面倒だけど、積極的なコミュニケーションが必要な場面もあるってことだな……）

　ひとしきり考えた駆流は、今自分がすべきことを考えて、パルが消えて行った部屋へと足を向けた。

「パル、入るぞ！」

　部屋に入ると、パルはまだ泣きじゃくっていた。

　よく見ると、近くにはいつもパルが持ち歩いている布の袋が落ちていた。

「……！」

　それを見た駆流は、思わず虚を突かれてしまった。

　袋の中には〝カロの実〟や川魚の〝ポーポス〟、〝モチクルミ〟などがぎっしり詰め込まれていたのだ。駆流はてっきり、パルがそれらを食べ散らかしながら遊んでいたのだと思っていた。

「パル……お前、それ」

　駆流の言葉に返事をせず、パルは泣き続けていた。

「お前、俺の為に食べ物を集めてくれていたのか？」

　その質問にパルは泣きながらコクリと頷いた。

「パル──」

　今日一日、パルは駆流の為に駆けずり回ってくれていたのだ。思えば、どれも駆流が美味しいと褒めた食材ばかりだった。

　コンロが提案した宴うたげを断ったので、自分なりの宴を開こうと食べ物を準備してくれていたのだろう。そして、最後の仕上げに駆流が一番気に入った食べ物〝黄金ハチミツ〟を採取しに行ったのだろう。

　すべて、駆流を喜ばせる為の行動だったのだ。

　袋に無造作に入れられた数々の食材が、パルの苦労を思わせ、駆流の胸をついた。

「パル……殴って悪かった。俺の好物を集めてくれてたんだな……」

　自然と優しい口調になっていた。パルも少し落ち着いたのか、しゃくりあげながら再びコクリと頷き、口を開いた。

「ししょーが起きた時、おなか減ってるといけないと思って……」

「ありがとう、パル」

　お礼を言うと、パルが再び声をあげて泣き始めた。そして嗚お咽えつを漏らしながら声を絞り出した。

「えっぐ……プーさん、おいらのせいで……ひっぐ、死ん……じゃうの？」

　パルの涙は、殴られた痛みによるものではなく、プーさんが死ぬことへの恐怖へと変わったようだ。

「おいらのせいで……嫌だよ、ししょー。さっきは死んじゃえって言ったけど、本当は死んでほしくないんだ……。プーさんは優しいんだ……」

　駆流はパルの頭をガシガシと撫なでながら言った。

「プーさんは助けてやる。でも、後でプーさんにちゃんと謝るんだぞ」

「許して……ヒック、くれる……かな？」

「ああ。でも、ちゃんとプーさんに約束するんだぞ。もう無茶なことはしないって」

「うん……。ししょーがプーさんを助けてくれるの？」

「そうだ。弟子の失敗は師匠の俺が助ける。人は助け合って生きていくんだ。一人で生きていくんじゃない。それをちゃんと覚えておくんだぞ」

　どの口が言うか、と駆流は自分でも思ったのだが、パルは真剣に聞いてくれていた。

「分かったよ、ししょー！」

　パルは泣き止み、力強い返事をしてくれた。

「よし！　それでこそ俺の弟子だ！」

「へへへへ！」

　照れくさそうに笑うパル。そんな彼に背を向け、駆流はコンロがいる部屋へと戻って行った。

　部屋にいた村落長は、不安げな顔で駆流の方を見て来た。

「盗み聞きをするつもりはなかったのですが、聞こえてしまって……。プーを助けると仰おつしやっていましたが……」

「はい。数時間以内に解毒薬を与えればいいんですよね」

「ですが、先ほども申し上げた通り切らしておりまして」

「連れて行きます」

　駆流の力強い言葉に、コンロは「は？」と呆ほうけたような声を出した。

「ガキョナに行けば解毒薬があるんですよね」

「はい、しかし急いでも片道二日はかかりまして……」

「大丈夫です。俺なら数時間で着けます。……プーさんを外に」

　かなり疑わしいといった表情を見せたコンロだったが、村落をオークキングから救った実績を持つ駆流の言葉を、最終的には信じてくれたようだ。

『あんた本当にやるつもり？』

　テアケイルがめんどくさそうに駆流に話しかけて来た。

（やりますよ。弟子と約束したんで）

『……まぁいいわ。死なないでよ』

（任せてください）

　駆流は頭の中でそれだけ言うと、コンロに向き直って尋ねた。

「ガキョナはこちらの方角へまっすぐの場所にあるんですよね？」

「そうですが、そちらには道らしい道はない上に途中に障害物もたくさんあります。なので山を大きく迂う回かいするこちらから行くしかありません」

「大丈夫です」

　駆流はそれだけ言うと、今度はプーさんの耳元に口を近づけた。

「今から運びます。なるべく揺れないように気を付けますが、多少は衝撃があるかと思います。数時間我慢してください」

　その言葉に、プーさんは目を閉じたまま力強く頷いた。

　それを見た駆流は、気合いを入れ直して心の中で強く唱えた。




（──万事を眼下に、我われ巨きよ神しん成なり──）




　体を電流が走ったような衝撃が駆け抜ける。

　前はこれにビビって、駆流は一瞬気を失ってしまった。しかし今回はしっかり意識を保ち、体が巨大化するのを実感できた。

　五メートル、六メートル……まだまだ大きくなる。

　駆流はその途中でプーさんをそっと摑つかんで掌てのひらで軽く握った。

「うぉおおお！」

　村落民が一様に驚き、叫び声をあげていた。パルの目は真ん丸で、村落長のコンロは腰を抜かしている。

　そんな人々の顔もぐんぐんと遠ざかっていく。

　三十メートルほどになったぐらいだろうか。巨大化がピタリと止まった。今はここが限界のようだ。

「じゃあ行ってきます」

　駆流はそう言うと、ガキョナへ向けての大きな一歩を踏み出したのだった。













　日は沈み、辺りはすっかり闇やみに包まれていた。

　ふと空を見上げると、大小三種の月がクッキリと浮かんでいる。

　駆かけ流るは右手を揺らさないように慎しん重ちように、しかし何よりも急いで足を回転させていた。

　ダン！　ダン！　ダン！　ダン！

　自分の一歩で大地が揺れ、その足音で夜の静寂が破られる。

　途中で行く手を塞ふさぐ大きな岩があれば足あし蹴げにして破壊し、密生した大木もバキバキなぎ倒す。

　一秒でも早くガキョナに！

　その一心で、駆流は一直線に走り続けた。

　巨大化して一歩が大きくなったこともそうだが、走る速度も普段の何倍もある気がする。景色がグングン後方に飛んで行く。

　夜だからか、魔物の気配はたくさんあったが、その気配はすべて程なく消えて行った。

　踏みつぶすか、体にぶつかるかして消滅したのだろう。消滅した魔物の〝気〟だけが、駆流を追いかけるように飛来して次々と体内に入って行った。

　体調も気分もすこぶる良かった。

（これなら何時間……いや、何日も走り続けられる！）

　駆流は湧わき上がるエネルギーをすべて発散させるように、全力で走り続けた。

　思えばこちらの世界へ来てから、自ら進んで何かに本気で取り組んだことはなかった。ただ流れに任せて行動するだけ。それはとても楽なことだった。でも、その分周りが大変な思いをしていたのだ。

　そんなことにも気付いていなかったのだ。だから今は力を抜かず、本気で、そして絶対にプーさんの命を救う。

　駆流は強い決意で走り続けた。そして、しばらく経たった時だった。

『ちょっとあんた、力を使い過ぎよ。このままじゃ体がボロボロになるわ』

　テアケイルが駆流に話しかけて来た。

　確かに少し前から体が熱っぽく、息も上がってきていた。ついさっきまで絶好調だったのに、かなりの疲れを感じる。

　一度意識してしまうと、体の他の部分の不調にも気が付く。目はかすみ、両足は重しをつけられたように動きが鈍い。そして滑らかに動いていた関節は、まるで接着剤を垂らされたようにギシギシと鳴っていた。

『聞いてるの？　このままじゃ危険よ』

　駆流はテアケイルの言葉に返事をせずに足を動かし続けた。

　一瞬でも気を抜いてしまうとその場に倒れてしまいそうで、返事をする余裕がなかったからだ。

　とにかく早く着いてくれと念じながら走るものの、ガキョナの街らしきものはまだ影も見えない。防衛の街で、高い壁に囲まれているらしいのだが、視界に映るのは鬱うつ蒼そうとした森だけだった。

「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……」

　既に息は切れ、走るというよりは早歩きになっていた。全身が燃えるように熱い。

『ほら、もう限界よ。巨大化を解きなさい。やり方は本能的に分かるでしょ？』

　さらにテアケイルが話しかけてきたが、やはり返事をする余裕はない。

　しかし駆流は巨大化を解く気はなかった。ここで自分が倒れると、プーさんの命も助からない。そうなるとパルもこの先ずっと罪悪感に苛さいなまれるだろう。

　それに、これは自分が絶対にやり遂げると決めたことなのだ。

　しかし体の限界はとっくに過ぎていた。何とか足を動かすものの、視界がぼやけて何も見えなくなってきた。もはや自分が進んでいる方角が合っているのかも分からない。当初は三十メートルほどあった身長も、三分の一ほどの大きさになっていた。

（くそっ……体が動かない……）

　駆流はとうとう足を止めてしまった。巨大化だけは何とか解かずにいたのだが、足が一歩も動かない。

（ここまで来てダメなのか……ちくしょう！）

　肩で息をしながら、駆流が自分のふがいなさを呪のろっていると、何か小さな声が聞こえて来た。声の主はプーさんだった。

　駆流はプーさんを包み持っている右手を耳に近づけた。

「……が……ます……」

　プーさんも危き篤とく状態で、声がはっきりと出せないようだった。それでも必死に何かを伝えようとしてくれていた。駆流は今一度プーさんを耳に近づけた。

「ひかりが……み……ます」

（ひかりがみます……光が見えます、か……）

　まるで死に際の言葉のようだった。天からの迎えが見えているのだろうか。

　絶望感に苛さいなまれながら空を見上げると、厚い雲が覆って月も見えなかった。まるで自分の心を見ているようで、ますます気が滅め入いって来る。

　しかしその時、視界の隅に何かがチラリと映った。

（何だ……？）

　気になって顔を向けてみると、雲に大きな光の輪が映っていた。地上から光が照射されているようだ。プーさんが言っていた光とはこれのことだろうか。

　光の根元を見ると、闇夜にうっすらと大きな塊かたまりが見えた。霞かすむ目をゴシゴシ擦こすり、さらに目を凝らして見るとどうやら建造物のようだった。

（街だ！）

　疲れが一気に吹き飛んだようだった。見失っていた目標が、目の前に姿を現したのだ。

「うぉぉぉ……っし！」

　駆流は気合の声をあげて立ち上がった。体は重いし、思うように動かない。疲労もピークだ。

　しかしあともう少しだと思うと頑張れる。

　駆流は気合を入れ、光に向けて一歩を踏み出した。

「……っぐぅ」

　歩いた衝撃で体中が軋きしむような痛みを感じる。それでも足を止めてはいけない。絶対にプーさんの命を救うのだ。

　光を目指しひたすら足を動かす。街の影は少しずつ大きくなっていき、そして──

（つ……着いた！）

　遂に外壁近くまで辿たどり着くことができた。周囲には堀があり、跳ね橋が上がっていた。

　壁の上には見張りの人の姿が見える。その人へ向かって、駆流は声をかけた。

「すいません、助けてください！　この人、キラービーに刺されたんです！　早く……解毒薬を！」

　その場にへたり込みながらも、力を振り絞って叫ぶ。

　見張り番は駆流の姿を見て驚いているようだった。何やら慌ただしく動いている。

（助かった……）

　そう思って巨大化を解こうとした駆流だったが、次の瞬間驚くべきことが起こった。

「立ち去れ！　魔物よ！」

　その言葉と共に、外壁の内部から大量の弓矢が放たれたのだ。

（何だ!?）

　矢の何本かは駆流に刺さった。チクリとは感じるが、ダメージは殆ほとんどない。しかし精神的なショックは計り知れなかった。

（そんな……俺が魔物だなんて……）

　確かに深夜急に巨大な人が現れたら恐ろしいだろう。だからといってこの仕打ちは酷ひどいではないか。

　駆流は巨大化を解こうと思ったが、そうすると矢の雨に晒さらされることになる。

「待て、俺は人間だ！　いや、信じなくていい！　すぐにこの場を離れる！　だからこの人のことだけは助けてくれ！」

　必死にプーさんを掲げ、懇こん願がんする駆流。しかし攻撃は止やまなかった。

　プーさんだけ置いて離れようにも、この矢の雨だ。自分が離れた途端にプーさんに当たってしまう恐れもある。今も駆流の体に矢が体に刺さり続けているのだ。

　駆流は意識が薄れゆく中、今一度街の人々へ懇願した。

「頼む……俺はどうなってもいい……この人を──」

　駆流の意識は、そこで途切れてしまった。
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　目が覚めると、駆流はベッドの上だった。寝ぼけたまま、とりあえず体を起こそうとすると──

「うっ……！」

　体中に激痛が走り、一ミリも身を起こせなかった。

　そしてその痛みで、駆流は様々なことを一気に思い出した。

（プーさんは……！　プーさんはどうなった!?）

　どうやら自分は死ななかったらしいが、キラービーの毒に苦しんでいたプーさんはどうなったのだろう。

（テアケイル様！　いますかテアケイル様！）

　他に尋ねる人物がいないので加護精霊様に話しかけたが、返事はない。

（そうか……精霊術の使い過ぎで、テアケイル様も眠っている状態なんだ……）

　感覚的にそのことを察した駆流は、今度は視線だけ動かして周囲の様子を窺うかがった。すると、意外な人物が近づいて来るのが見えた。

「あら、気付いた？」

（梨り孤こ……！）

　話しかけて来たのは、太おお田た梨孤だった。姿を見るのはワーウルフ襲撃以来だ。ほんの数日会っていないだけだが、随ずい分ぶん久しぶりに思えた。

「あ、無理に話さなくていいわよ。あなたまだ死にかけの身だから」

　梨孤はそう言うと、自然な所作で駆流に水を飲ませ、近くにあった椅い子すを駆流の枕元に置いて「ストン」と座った。

「今の状況を話すわ。黙って聞いてなさい」

　そう言うと、梨孤は語り出した。

「あなたが連れて来た人は助かったわ。かなり危ない状況だったけど、うまく薬が効いたみたい」

　駆流はそれを聞いてとりあえずホッとした。

「あ、一応言っとくけど、ここはガキョナの街よ。あなたも、気絶したあと運び込まれたの。紗さ々しやが『あれ駆流じゃない？』って気付いてね。あの子が気付かなかったら危なかったわ」

（そうだったのか……）

「私も、あと金こん剛ごう寺じもあなたの声は聞こえていたんだけどね。まさか〝俺はどうなってもいい〟なんて言葉吐くと思わないから、気付けなかったわ。あなた、性格ちょっと変わった？」

　変わってはいないはずだ。ただ、今までとは意識が変わった。ただそれだけなのだが、他人からすると性格が変わったように見えるのかもしれない。

　それほど今までの自分はひどい態度だったのだ。駆流は自分が恥ずかしくなった。

　梨孤の話は続く。

「それで、あなたは二日間……正確には一日半寝ていたわ」

（そんなに……）

「本当に死ぬんじゃないかと思ったわ。街中の〝癒し手ヒーラー〟が集まって、峠を越えるまであなたを治癒していたのよ。矢を射掛けた兵士達も、あなたが人間だと知って反省したみたい。でも許してあげて。今は街全体がピリピリしてるのよ」

　梨孤がそこまで説明した所で、誰だれかが部屋に入ってくる気配がした。

「気付かれましたか!?」

　野太い声と同時に、駆流の視界に顎あご鬚ひげをびっしり生やした男性の顔が入って来た。

「街の留守を預かっている防衛隊長のイーディガンです！　良かった……よくぞ回復してくれました。死なれでもしたらイーディガン一生の不覚！　酷いことをしてしまい申し訳ございませんでした」

「いえ……」

「何と！　気にする必要はまったくないと!?　ありがとうございます。何と慈悲深い。パイの隣国にある強ごう羅ら地帯で魔族が怪しい動きをしていると報告があり、街の兵士や結界師達が王都に招集されておりまして、そんな中でブロンズドラゴンが出現したもので、訪問者に対して必要以上に警戒してしまったという始末で」

「はぁ……」

「しかしご無事そうで何よりです！　何か入用なら何なりとお申し付けください。では、私の声は良く通るけど体に障ると街で評判ですので、お耳汚しはこの辺で。では！」

　一方的に色々喋しやべって、イーディガンは去って行った。

「騒がしいけどいい人よ。私達もだいぶ良くしてもらったわ。騒がしいけど」

　やたら「騒がしい」を強調した梨孤のセリフに、駆流が大きく頷うなずいた。

「ま、そんな所ね」

　梨孤の状況説明は終わった。そこで駆流は気になってきたことを尋ねてみた。

「ここへ来る時に、光が……見えたんだけど、あれは……」

「あぁ。紗々ね。仲間が見つけるかもって《閃せん光こう》の精霊術で毎晩空を照らしていたの」

「そうか……」

　やはり自分は周囲の人々に救われながら生きているのだ。

　そこまで考えた所で、また急激に眠気が襲って来た。その様子に気付いたのか、梨孤が椅子からすっと立ち上がる。

「もうしばらく寝てなさい。無理は禁物。また後でね」

　その言葉を聞き終わるか終わらないうちに、駆流はまた深い眠りに落ちて行った。
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　再び目を覚ますと、辺りは既に暗かった。また大分眠っていたようだ。

　未いまだにダルさは消えないものの、体の痛みはかなり引いていた。

（腹減ったな……）

　痛みの代わりに、かなりの空腹が襲っていた。昼間に起きていた時も、結局水分しか取っていなかったのだ。

　確か梨孤は、お見舞いに食べ物をたくさん貰もらったと言っていた。そう思って部屋を見回して見るものの、食べられそうなものはない。

（別の部屋に置いてあるのかな……）

　駆流は部屋を出て、あてどなく歩きだした。今いるのはどうやら二階のようだった。一階へ行けば、きっと台所みたいなものがあるだろう。

　ぶらぶらと階段を探していたその時、近くの部屋に人がいる気配がした。

（この声は……）

　駆流は恐る恐る部屋をノックした。

「はーい」

　そう言ってドアを開けたのは紗々だった。

「あー、駆流っち！　目ぇ覚めたんだ！」

　紗々はそう言って駆流を室内へと引っ張って行った。中には梨孤と金剛寺もいた。

「起きたのね」

「おぉ！　回復したかぁ！」

　静と動のリアクションで、梨孤と金剛寺が駆流を部屋へ迎え入れた。

「ちょうど良かったわ。これからどうしようか、三人で相談していたのよ」

　梨孤はそう言って駆流に椅子を勧めた。その隙すきに紗々は飲み物を入れてくれ、金剛寺は食べ物を山盛り持って来てくれた。

　言葉をさしはさむ隙もない。

「食べながらでいいから聞いてね。話し終わったら私達からも聞きたいことがたくさんあるわ」

　駆流は頷きながら、目の前の骨付き肉にかぶりついた。パワーが付きそうなものを体が欲していたのだ。

（……美う味まい！）

　何の肉かは分からなかったが、絶品だった。歯ごたえとやわらかさが奇跡的に融ゆう合ごうしており、嚙かめば嚙かむほど肉の味が口いっぱいに広がる。そして表面に軽く振ってある塩が、良いアクセントになっていた。これならいくらでも食べられそうだ。

　駆流は夢中で肉を嚙み続けた。

「──……聞いてる？」

「……ング？」

　肉を口に含みながら答える駆流。本気で聞き逃していたので、急いで口の中の物を飲み込み素直に言う。

「ごめん、聞いてなかった」












「きゃはは！　駆流っち面白～い！」

「はっはっは！　肉はいいよな、壬み道どう！　もっと食え！」

　はしゃぐ紗々＆金剛寺とは裏腹に、梨孤はギュッと眉まゆをしかめていた。

「あなた、なんか変わったわね……まぁいいわ。もう一回説明するわね」

　そう言うと、梨孤は今までのことを語り出した。

　ワーウルフの襲撃から逃げた後、梨孤達は森を彷徨さまよい、パル達の村落に着いたらしい。

　梨孤の加護精霊〝ラミラミ〟の知識で、その場所に村落があることが分かったのだという。

　気絶していた紗々を休ませ、他のクラスメイトの動向を探ろうと〝森の声〟を聴いていた梨孤。すると気になる声が聞こえて来た。

　それは「巨大な飛ひ竜りゆうがガキョナを襲っている」という噂うわさだった。

　その飛竜がブロンズドラゴンだと睨にらんだ梨孤は、もしかしたらレムや駆流達が今まさに飛竜と闘っているかもしれない、と考えたそうだ。

　となると、すぐに加勢に向かわなければいけない。それで梨孤は紗々の回復を待ち、ガキョナへと向かうことにしたのだ。

　ガキョナへ着くと、まさにブロンズドラゴンが街を襲っている最中だった。

　籠ろう城じよう戦せんを選んだガキョナの人々は、ブロンズドラゴンを攻めあぐねていた。

　ガキョナの切り札であるアーガント七なな大だい槍そうの一つ、〝ダロルの捻ね槍そう〟が、壁の外へ落ちてしまっていたのだ。

〝ダロルの捻槍〟は、長さ約三メートルの長槍。貫通力に優れており、ドラゴンの鱗うろこも容易に貫く鋭さを持っている。

　それを巨大な固定式ボウガンで射出しようとしたのだが、失敗したのだ。

　そこへやって来たのが梨孤達だった。

　彼女は精霊術《解かい析せき》でブロンズドラゴンの弱点を看破。巧みにドラゴンをおびき寄せ、紗々の《閃光》で目をくらませた。

　最後は金剛寺が《投とう擲てき》を使い、ブロンズドラゴンを〝ダロルの捻槍〟で貫いたのだ。

《投擲》の精霊術を使えば、投げた物がすべて狙ねらい通りの場所へ飛ぶ上に、飛ぶスピードもかなり上乗せされる。槍との相性は抜群だったのだ。

「ブロンズドラゴンを……倒したのか!?」

　話の途中だったが、駆流は思わず質問を挟んだ。

「ええ。倒したわ。運が良かったの。でも話はここからなのよ」

　梨孤がまた一段と眉をひそめた。

「ブロンズドラゴンの死体を見たら、すごく大きな傷があったの。金剛寺が槍で貫いた傷とは全く別の。何か巨大な鉤かぎ爪づめで斬きり付けられたような……」

「それはガキョナの人が──」

「いえ、違うわ。聞いたら最初からあった傷だったって。ガキョナへ来た時は、大分弱っていたそうよ」

　弱っていた……ということは──

「もっと強い何かにやられたってことね」

　駆流の思考を先回りするように梨孤が言った。さらに彼女が言葉を続ける。

「しかも昨日、気になるものがこのガキョナへ飛んできたの」

「飛んできた？」

「ええ、そうよ」

　梨孤はそう言って、部屋の隅にあった布を被かぶせた何かを持って来た。彼女はそれを机に置き、被せてあった布をバッと外した。

　中にいたのは、一羽の鳥だった。

「これは……琥こ珀はく鳥ちよう？」

　駆流が驚いた声を出した。

「あら、よく知っているわね。だったら、私が何を言いたいかも分かるかしら？」

「あぁ、分かる……これは……大変だ──」

　駆流はそう呟つぶやいて、改めて鳥かごの中をじっと見つめた。

　琥珀鳥は、真っ黒だった。

「琥珀鳥の羽の色は、脅威が去らない限り元の白に戻らないの。まだ黒いって事は、相当強力な魔物がまだどこかにいるってことなのよ」

　何か嫌な予感がする。

　梨孤も同じように感じているのだろう。しばらく黙りこんでから、気を取り直したように質問を投げて来た。

「で、あなたはどういう経緯でここに来たの？　他のみんなは無事なの？」

「えっと……」

　駆流はコホンと一つ咳せき払ばらいをして、これまでに起きたことを掻かい摘つまんで話した。

　梨孤は時折質問を挟みながら、熱心に話を聞いてくれた。

「なるほど……少しずつ見えて来たわね」

「なにがなにがぁ？」

　紗々の無む邪じや気きな質問に、梨孤が答える。

「つまりこうよ。ブロンズドラゴンより、もっと強い別の何かが〝サウロン火口〟にいるってこと。そいつがブロンズドラゴンを押し出したのよ。それで普段出現しない場所でブロンズドラゴンが暴れて、それで私達がネルに召喚されたの」

　梨孤に言われ、駆流は改めて考えた。日付的に言って、今日は〝三さん連れん聖せい夜や〟の翌日だ。もしもネル達が順調にサウロン火口に辿り着いていたら、闘いは昨夜行われたはずだ。

　もし相手がブロンズドラゴンよりも強力な存在だと知った場合、ネル達はどうするだろうか。大人しく引き返して態勢を整えようとするだろうか。

（いや、しないだろうな……）

　少なくとも武蔵は闘おうとするはずだ。そうなると、誰も武蔵を見捨てない。結果的に全員が闘うことを選択するように思えた。

　戦闘があったのは昨夜だ。今から何かができるわけではない。

　それでも、何か居ても立ってもいられない感覚がある。

　闘いはもう終わっているかもしれない。それでも、じっとしていられない。

　するとその時、梨孤が「とにかく、今日は休みましょうか」と言って来た。

「ふぁ～い」

　紗々が眠そうに返事をし、金剛寺も異論なしといった感じで席を立った。

　駆流も椅子から立ち上がり、このあとの行動を頭の中で考えていた。

（まずは地図を手に入れて、サウロン火口の位置を把握しなきゃな。水や食料もいくらか持って行かないと、困ったことになりそうだ……。松明たいまつかランプがあれば、暗い夜道でも安全に歩けそうだな。でもそれだと魔物の標的になりやすいのか……魔物避よけのアイテムでもあればいいんだけど。巨大化はいざという時の為ために温存しておきたいし……。とりあえず回復薬も持てるだけ持って行った方がいいな……）

　出発に際する様々な問題を脳内で列挙する。問題は山積みだ。

　その様子を見た梨孤が、眉をひそめながら駆流に質問してきた。

「あなた……まさか今からサウロン火口に行くつもりじゃないわよね？」

「え、あぁ。そのつもり」

　それだけ言って会話を終えようとした駆流だったが、慌てて言葉を足した。

「さっきも言ったけど〝三連聖夜〟は昨晩だ。闘いは終わっている可能性が高い。でももし、まだ終わっていなかったとしたら……それは不測の事態に巻き込まれたってことだ。今すぐ向かった方がいい」

「……あなた本当に変わったわね。今から行くなんて危険よ？」

「分かってる。でも、行かなきゃ。だからみんなとは、一いつ旦たんここでお別れだな」

　駆流のそのセリフを聞いて、梨孤がため息をついた。

「本当にバカね」

　駆流がキョトンとしていると、梨孤がまたため息交じりに言った。

「一人で行かせるわけないでしょ。みんなでサウロン火口に行くのは確定事項よ」

　梨孤の言葉に紗々と金剛寺も続いた。

「そうそう。最初から行くつもりで話してたじゃないのさ！」

「俺もそのつもりだったぞ！　行かないなんて選択肢はなかった！」

「……そうなの？」

　拍子抜けした駆流が、やや裏返った声でそう言うと梨孤がまたため息交じりに言った。

「そうよ。でも今すぐ出発する気はなかったわ。……あなたは今すぐ行きたいの？」

「もちろん」

　そう言い切る駆流を、三人は不思議なものを見るような目で見ていたのだった。













　煌こう々こうと照らされた道を、焦りを少しずつ削り取るように一歩一歩進む。

　結局一行は、朝を待たずにサウロン火口へと向かっていた。

　駆かけ流るが懸念していた数々の事項は、仲間を得ることでほぼ解決していた。

　地図は梨り孤こが見て、夜道は紗さ々しやが《閃せん光こう》で照らす。そして出現する魔物は、金こん剛ごう寺じが瞬時に葬り去っていた。こうなると駆流の存在意義がほぼなかったのだが、他のメンバーはあまり気にしている様子はなかった。

　街の人々もとても協力的で、地図や食料はもちろん貴重な馬まで貸してくれた。鞍あん上じようにいるのは、精霊術を使う分、疲れが溜たまりやすい紗々だった。

「あっしだけ馬に乗って悪いなぁ～。でもこうしているとあっし達、何か西さい遊ゆう記きみたいじゃない？」

　誰だれにともなく話しかける紗々。だが反応したのは金剛寺だけだった。

「む、俺が孫そん悟ご空くうか！」

「何言ってんのさ猪ちよ八はつ戒かい」

「猪八戒!?　俺はブタなのか！」

「そうだよぉ。ピッタリだよ！　……ねぇ沙さ悟ご浄じよう？」

「誰が沙悟浄だ」

「きゃははは！　駆流っち面白～い！」

　重くなりそうな雰囲気の中でも、紗々はいつでもノーテンキだ。駆流は普段それを鬱うつ陶とうしく思っていたのだが、実際に会話に巻き込まれてみると、これはこれで救われる部分がある。

　黙っていると、どうしても嫌な想像が頭をもたげる。しかし紗々の言葉に反応して何かを言い返したりしていると、自然とその嫌な想像が頭から振り払われるのだ。

　体験してみて分かることもあるもんだなぁ……と駆流が感心していると、先頭の梨孤がピタリと足を止めた。

「どうしたの？」

　紗々がそう言うと、梨孤は振り向いてこう質問してきた。

「究極の選択よ。まっすぐ行くべきか、大きく迂う回かいして行くか」

「そんなのまっすぐ行くに決まってるぞ！」

「そうだよそうだよぉ～！」

　金剛寺と紗々がすぐさまそう言ったが、駆流だけは質問の意図を理解していた。

「まっすぐ行くと、何か困ったことがあるとか？」

　梨孤は口角を「クイッ」と上げた。

「そうなのよ。あなたがいると話が早いわね」

「どゆことどゆことぉ～？」

　まだ分かっていない紗々に、梨孤が優しく説明する。

「まっすぐ行くと〝阿あ修しゆ羅ら狒ひ々ひ〟の生息する森があるのよ」

「あしゅらひひ？」

「好戦的でどう猛な狒々の魔物よ。毒のある爪で獲物をひっかいて、相手を弱らせてからじっくり嬲なぶり殺すの。勝てない相手じゃないけど、数が多いわ。およそ百頭の群れで形成されるグループが幾つもあるの。グループは互いにけん制し合っていて、常に戦争状態。この森を進むとなると、かなり慎しん重ちように行かなきゃダメよ」

「迂回するとどれぐらいのロスになるんだ？」

　駆流が質問すると、梨孤は地図をじっくり見ながら答えた。

「丸一日……ってところかしら」

「まっすぐに行こう！」

　金剛寺が元気な声をあげた。紗々も「まっすぐまっすぐ！」と同調している。

　そんなにあっさり決めてしまっていいのだろうか。

　駆流自身もまっすぐ行きたかったのだが、二人を見ていると不安になって来る。

　しかしその不安を強く打ち消すように梨孤が言った。

「じゃあ満場一致ね。……そうでしょ駆流？」

「うん。俺もまっすぐがいい」

　自分の意見を再確認しながら、駆流はそう言った。

「きっまりぃ～！」

　紗々がそう言って、馬の横腹をかかとで「トン！」と蹴けった。

『ヒヒ～ン！』と嘶いななき、勢いよく走り出す馬。

「ぎゃ──！　止まってぇ～！　そういうつもりで蹴ったんじゃないのよ～！」

　想像以上のスピードに慌てふためく紗々。

「ハハハハ！　競走か！　望むところだ！」

　楽しそうに追いかけだす金剛寺。

「ずっとあの調子なのよ。……落ち込む暇もないでしょ？」

　駆流にやれやれといった視線を向けてそう言い、二人を追いかける梨孤。

　何だか少し楽しくなった駆流は、昇り始めた朝日に目を細めながらみんなを追いかけるのだった。
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　その気配は、数分前から感じていた。

「見てるわね──」

　梨孤が前を向いたままポツリと言う。

　一行は今まさに、〝阿修羅狒々〟のいる森を歩いていた。なるべく目立たないように、木々の密生地を進んでいたので周囲の様子はよく見えない。

　しかし明らかに先ほどから何者かの視線を感じていた。紗々が乗っている馬も怯おびえ始めている。

「なぜ襲ってこない？」

　最後尾にいた金剛寺が問いかける。

　駆流はレッドキャップとの闘いを思い出しながら言った。

「俺達の力量を測っているんだ。まず下っ端が様子を見て、群れのボスにどんな相手なのかを報告するんだと思う」

「サルなのに難しいことを考えるんだな」

「魔物にとって狩りは日常だからな。長年の経験を経て、最適な狩猟方法が残ったんだろう」

「……お前も難しいことを考えるんだな」

　サルの後に褒められてもあまり嬉うれしくはなかったが、駆流はとりあえず「まぁな」と返事しておいた。

　しかし、どうしたものか……と駆流は考えた。

　狒々が襲って来たら、確実に乱戦になるだろう。数の上では圧倒的に不利だ。

　ましてや向こうは狩りの達人なのだ。この辺りの木は大きくて頑がん丈じようなので、狒々は樹上も自由に移動して立体的に動ける。駆流達は完全にアウェーだ。

　一番いいのはこのまま自分達を襲わずにいてくれることだ。しかし、徐々に増えている狒々の気配からすると、それは可能性の低いことに思えた。

　梨孤も歩きながら善後策を考えているようだった。

「いざとなったらさ、ワーウルフの時みたいに《閃光》で目をくらませるからその隙すきに逃げちゃおう。今なら気絶せずに精霊術使えるし、気絶してもお馬さんいるしね」

　紗々がみんなの不安を消すように明るい声で言った。

「そうね。それが一番安全だわ。でもここは遮さえぎるものも多いから、使いどころには注意が必要よ。一度使って失敗すると、次はもっと警戒される」

　梨孤がそれとなく周囲を見回して言った。

「そうだねぇ。連発もなかなかできないし……合図決めとくぅ？」

　紗々の提案に、梨孤が頷うなずく。

「ええ。タイミングは私が決める。そうね……私が悲鳴をあげたらそれが合図。すぐに《閃光》を放ってちょうだい。馬の顔には布でもかけて。金剛寺と駆流は目を閉じて顔を伏せるの。目を開けたらすぐにダッシュするわよ」

「はぁ～い」

「分かった」

「了解」

　襲われた時の取り決めはできた。

　そうなると多少は気持ちが落ち着くものだ。

　周囲に徐々に増えてくる魔物の気配にも、必要以上にビビることはなくなった。

　少しだけ余裕が出て来た駆流は梨孤に尋ねてみた。

「なぁ、〝森の声〟を聞けば、魔物が何て言っているか分からないのか？」

「残念ながら、この技術で聞けるのは動植物の声だけなのよ。魔物の声は聞こえない。……でも動物たちはこう言っているわ──」

　そこで梨孤は一呼吸を置いた。風が吹き、木々の騒ざわめきが聞こえる。

「〝狒々の王が来る〟〝狒々達は王が来るのを待っている〟……ってね」

「狒々の……王？」

　その言葉の響きに、駆流は何か不吉な予感がした。

　そしてちょうどその時、周囲を警戒していた金剛寺が短い声をあげた。

「来るぞ！」

『ゴァァァ！』

　駆流達の後方から、小柄な〝阿修羅狒々〟が猛もう然ぜんと走り寄って来た。

　顔はマントヒヒそのもので、口からは大きな牙きばがにょっきりと生えている。腕はこんもりと盛り上がった筋肉質で、武骨で大きな手には鋭い爪が光っていた。そして全身には針金のような体毛がびっしりと生えている。

「うらぁ！」

　最後方にいた金剛寺は足元にあった石を拾い、〝阿修羅狒々〟に向かって投げつけた。石は一直線に、うなりをあげて狒々に飛んで行く。そして──

　ガン！

　石は脳天に直撃し、小柄な狒々は『ギャッ！』と叫んでその場に倒れた。

「走れ！」

　金剛寺の叫び声を合図に、駆流は走り出した。梨孤は馬に飛び乗り、紗々と二人乗りになって逃げている。体力的に劣る梨孤なので、これはいい判断と言えた。はぐれる危険も減り、駆流と金剛寺は馬という目立つ目標について行けばいいので走りやすい。

『グギャア！』

『オホオホオホ！』

『キャイキャイ！』

〝阿修羅狒々〟は次々に出て来る。駆流は必死に逃げながらも、軽い違和感を覚え始めていた。

（おかしい……）

　そう思って駆流は馬上の梨孤に声をかけた。

「おい！　何かおかしくないか!?」

「分かってる！　どこかに誘い込もうとしてるのよ！」

　そうなのだ。狒々はたくさん現れたが、決まって後方から出現していた。そして一向にこちらに追いつかない。追いつこうとしていないのだ。

「だからって足は止められないわ！　どこかに追い込まれたら、合図を待つのよ！」

　梨孤が叫ぶ。紗々が《閃光》を使うタイミングはじきに来るだろう。

（梨孤の悲鳴で目を伏せる……）

　駆流は自分がやることを頭の中でおさらいしていた。

　すると、突然視界が開けた場所に出た。大きな円形の広場のようだった。

　そしてその中心に到達した時、前方に〝阿修羅狒々〟の集団がのっそりと姿を現した。

　今まで駆流達を追い立てていた狒々とは違い、かなり巨大な個体ばかりだった。見るからに体格も風格も違う、いわゆる群れの幹部のような連中だろう。眼光は鋭く、体には大きな傷がたくさんついている。

「右よ！」

　梨孤が馬の首を右に向ける。すると右方向からも狒々達が姿を現した。

「左も駄目だ」

　金剛寺の声に左を見ると、やはり狒々達が低い姿勢で唸うなり声をあげていた。完全に囲まれたようだ。

「上う手まいものね……」

　半ば感心したように梨孤が言う。確かに鮮やかなお手並みだった。

「あれが王様かなぁ」

　紗々が前方をじっと見つめながら言う。さすがにいつもの明るい声ではなかった。

「そうね。みんなあいつに敬意を払っているわ」

　梨孤の視線の先には、一際落ち着いた様子の狒々がいた。体格は優れていないが、一体だけ纏まとうオーラが違った。そして目からは深い知性が窺うかがえる。

（かなり厄介な相手だな……）

　駆流は一目でそう感じた。アイツを倒さないことには、逃げることは不可能に思えた。梨孤も同じ意見だったようで、そっと金剛寺に尋ねる。

「この距離なら《投とう擲てき》で何とかなる？」

「いや、離れすぎている。何よりこちらの姿が丸見えだということは、物を投げる所を見られるということだ。今アイツがいる場所に高速で石や武器を投げることはできるが、恐らく避けられるだろう」

　となると、やることは一つだ。

　そもそもの予定だった《閃光》で目をくらませる作戦だ。

　いつそのタイミングが来てもいいように、駆流は耳に意識を集中させた。

　風船のように緊張感が膨らんでいく。いつ破裂してもおかしくない。

　そんな中、極限まで研ぎ澄まされた感覚が、梨孤が息を吸い込んだのを察知した。

（……来る！）

　そう思った次の瞬間。

「キャ───！」

　梨孤の悲鳴が周囲にこだました。

　その声に興奮したのか、狒々の王が一際高い声で『ホァァ！』と鳴いた。

　駆流は目を閉じ、さっと顔を伏せる。そして念の為ために手で目を覆った。

　真っ暗な視界が、一瞬真っ赤になり、また暗くら闇やみに戻った。

「もう平気だよぉ！」

　紗々の声に眼を開いて前を見た瞬間、駆流は驚きの声をあげてしまった。

「えっ！」

　目の前の、いや、周囲にいた狒々すべてが目を閉じて下を向いていたのだ。

「何で……ありえない」

　梨孤も驚いている。それを見た狒々の王はニヤリと笑い、ゆっくりと三人の方へ歩み寄って来た。

　駆流達は一歩も動けない。動きようがないのだ。

　スタッ……スタッ……スタッ

　一歩一歩近づいて来る狒々の王。

　金剛寺が《投擲》の準備に入る気配がした。隙を見て何かを投げるつもりだろう。

　駆流は何が起きてもいいように、周囲の様子に注意を払っていた。

　スタッ……スタッ……スタッ

　狒々の王は歩を緩めずに迷いなく歩いて来る。その様子には微み塵じんの緊張感もない。

　両者の距離が五メートルほどになった時だろうか。予想外のことが起きた。

「やぁ。元気してた？」

　狒々が親しげに声をかけて来たのだ。

「お前……その声は……」

　姿には覚えがなかったが、その声には聞き覚えがあった。梨孤も紗々も金剛寺も同様だったようで、全員の声が綺き麗れいにハモった。

「百もも川かわ!?」

　その声を合図に、狒々が姿を消して代わりに百川がそこに立っていた。

「そーだよ。あれから色々あってね。サルと遊んでたとこ」

　こともなげにそう言った百川は、ニコッと人懐っこい笑顔を見せたのだった。
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　百川によると、ワーウルフのボスは結局倒すことができたそうだ。

「ギリギリだったけど、まぁなんとかなった」

「何とかなる相手だとは思わなかったけど……」

　呆あきれたように言う梨孤に、百川はニコリと微笑ほほえみかけた。

「知恵はこっちが上だからね。《変へん化げ》したことで相手の弱点も分かったし、そこを徹底的についたら勝てたよ」

「……で、そのあとはどうしたの？」

「なんか新しいボスみたいに扱われちゃってね。無視しても良かったけど、なんか気の毒だったから、縄張りにできそうな場所を探してたんだよ」

　百川ははぐれたクラスメイトと合流することを考えず、単独でワーウルフを率いて行動していたらしい。やはりちょっと変な奴だ。

「やっといい場所が見つかったと思ったら、強こわ面もてのサル達がいてね。共存は難しそうだったから強引に縄張り奪ったら、彼らを怒らせたみたいでね。面倒だからサルに《変化》して群れのボスを倒したんだよ」

「それだとまたボス扱いされるでしょ」

「そ」

「そ……ってあなた……」

　梨孤の眉み間けんにしわが寄った。

「んでさ、サルはサルで他のグループとの縄張り争いがあったんだよねぇ。それを片っ端からシメてた。そしたらじきに〝王〟なんて呼ばれ出して」

「それで今に至るわけね……」

　梨孤が眉間のしわを解いた。百川の行動について深く考えるのをやめたようだ。駆流はとっくにそうしていた。天才は常人の物差しでは測れないのだ。

「みんなはなにしてたわけ？」

　今度は逆に百川が質問してきた。

　梨孤が要点を掻かい摘つまんで説明すると、百川は興味深げにフンフン頷いた。

「なるほどね。今はみんなでサウロン火口って所に向かってるわけだ」

　百川はそう言うと、不意に真剣な表情を作り何かブツブツと呟つぶやいた。

　何事だろうと思いじっと見ていると、彼の体が眩まばゆく光り出した。そして次の瞬間にはそこに〝阿修羅狒々〟が姿を現した。

「うぉ……」

　思わず驚きの声をあげる駆流。百川だと分かっていてもちょっと怖い。

「少し待ってて」

　狒々の姿をした百川が、群れへと駆け寄り何やらギャーギャー会話をし始めた。

　狒々達は「分かりました」とでも言うように百川にひれ伏し、サッとどこかへ姿を消して行った。

「お待たせ。行こっか」

　狒々の姿のままの百川は軽くそう言い、紗々の乗る馬の手た綱づなを引く。馬は「えぇ……」といったような困惑した様子を見せたが、相手に害意がないと見て大人しく従うことに決めたようだ。

　馬上の紗々は手を叩たたいて喜ぶ。

「きゃはは！　ますます西遊記だね！」

　確かにサルが仲間になったが、孫悟空にしてはいかつすぎる。

「うぅむ……俺も猪八戒として、もっとブタっぽい姿になった方がいいのだろうか……」

　いつの間にか金剛寺に猪八戒としての自覚が芽生えている。

「え～、じゃああっしもハゲ坊主にしなきゃダメじゃ～ん！」

　紗々が不満そうな声をあげる。

　駆流は「勘かん弁べんしてくれ」と思いながら歩いていた。これ以上、見た目面白集団にはなりたくない。

　侃かん々かん諤がく々がくの話し合いを続ける金剛寺と紗々を横目に、駆流は百川に尋ねた。

「……狒々達のことはいいのか？」

「わぁ！　駆流が話しかけて来た。かなり意外」

　駆流からすると狒々が喋しやべることの方が意外だ。しかし反論せずにじっと黙って答えを促うながしていると、百川はニコリと笑って返事をしてきた。

「大丈夫。留守にするからよろしくやってて……って言っといたから。この辺はボクらのグループの縄張りだから、ボクがこの姿してる限りは安全に歩けるはずだよ」

　百川が言うと、梨孤が先頭に立って歩き始めた。

「行くわよ。これ以上時間を無駄にできない」

　彼女の言葉は場の雰囲気を締める威力がある。

　一行はサウロン火口へ向け、再び歩き出したのだった。
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　時間の感覚がまるでない。一体自分はどれぐらいこうしているのか……。

　うっすら目を開けると、地面に投げ出された血だらけの足が見えた。感覚はないが、どうやら自分の足のようだ。

　恐る恐る視線を動かすと、胴体にはつながっている。しかし全く酷ひどいありさまだ。

（ひでぇな……一体何でこんなことになってんだ……）

　ぼんやりする頭で考えるものの、全く答えは出て来ない。

　足を投げ出して何かに背中をもたせかけているのは分かる。でもそれだけしか分からない。

　周囲の状況を確認すべきだ。そう思って体を動かそうとすると、激痛が走った。

「──ッ！」

　その痛みで、轟とどろき武蔵むさしは徐々に自分がどういう状況にあるのか思い出してきた。

（そうだ……俺はあの化け物と闘って、そして──）

　思い出したくもない事実だが、ボロ負けしたのだ。まったく歯が立たなかった。

　敗因は幾つかある。自分でコントロールできない不測の事態もあった。それでも負けは負けだ。言い訳できないほどの完敗だった。

（このザマじゃ……駆流の野郎の言う通りじゃねぇか……くそが）

　全員での行動を嫌うように異を唱えた壬み道どう駆流。自分も決して協調性のある方ではないのだが、駆流に比べたら随ずい分ぶんましだと思う。

　和を嫌い、常にスカしている所がどうもいけ好かない。

　それを飛ひ鷺さぎに言うと、奴は「お前ら、ちょっと似てんだよ」と言っていた。

（冗談じゃねぇぞ……足並みを乱す奴と一緒にされるのなんて御免だ）

　武蔵は己おのれの意思を総動員して、体をゆっくりと起こした。

「……はぁ……はぁ」

　たったそれだけのことで息が上がる。

（この血は……自分のと──痛っ……！）

　全身が赤黒く染まっていて、とても生臭い。

　死に物狂いで闘ううちに、大量の血を浴びていたようだ。顔にかかった鮮血も、今ではすっかり乾いてパリパリした感触がある。

「気が付きましたか！」

　不意に誰かの声がして、武蔵はとっさに中腰の体勢になった。聞き覚えのある声ではあるのだが、誰かは思い出せない。

「武蔵さん、私です。リカルダスです」

「あぁ……」

　声の主を思い出し、武蔵はすとんと腰を落とした。

「大丈夫ですか？」

「おぅ。……ちょっと記憶が曖あい昧まいでな」

「無理もないです。死んでもおかしくない重傷を負ったのですから」

　リカルダスが労いたわるように言い「これで体をぬぐってください」と、水に浸した布を渡してきた。

「すまん……。他の奴らはどうした？」

　そう尋ねると、リカルダスの体がこわばるのが分かった。

「覚えて……らっしゃらないですか？」

「だから聞いてんだよ」

　少し苛いら立だたしげにそう言うと、リカルダスはゆっくりと口を開いた。

「飛鷺さんは、駆流さんの所へ行きました」

　忌いま々いましい人間の名前が出て、武蔵は小さく舌打ちをした。

「ネルさんは食べ物と、薬の材料を探してくれています。気絶した武蔵さんをこの洞どう窟くつへ運んだのも、私とネルさんです」

　そうだったのか。覚えていないが、随分世話になったようだ。

（まったく情けねぇな……）

　武蔵はそう思いながら続きの言葉を待った。しかし、リカルダスは一向に喋ろうとしない。

　何か良くないことを言われるような予感はあった。聞きたくはない。しかし早く事実を知りたい気持ちも大きい。

　しびれを切らした武蔵は、自分から質問をした。

「菜摘と玲れいは？」

　その言葉に一瞬顔を俯うつむけたリカルダスだったが、意を決したように口を開いた。

「気を確かに持って聞いてくださいね。美み来らさんと玲さんは、亡くなりました。あいつに殺されたんです」

　その瞬間、武蔵はすべてを思い出した。

　大口を開ける大だい蛇じやと、そこに飲み込まれていく美来と玲──。

　自分は何もできず、ただその光景を見ているだけだった。

「うっ……くっ……」

　己の無力を呪のろい、武蔵は感情をすべて吐き出すように慟どう哭こくした。

「うぉぉぉおおおおおおおおおお！」

　叫び声は周囲一帯に反響し、洞窟中を悲しみで満たしたのだった。













　旅は実に順調だった。

　百もも川かわが統治した狒ひ々ひグループの縄張りでは魔物には一切襲われず、たまに狒々が出て来ては百川に貢みつぎ物を渡して行くだけだった。

「もうすぐ縄張りは抜けるね」

　狒々から受け取ったリンゴっぽい果実をシャクシャク食べながら百川が言う。彼は何かを食べながらでも、実に器用に喋しやべる。

「もーふぐふぐ？」

　百川と同じものを食べながら、紗さ々しやがなにかを言った。でもなにを言っているのかまったく分からない。

　語尾が上がっていたので、疑問形っぽいということが辛かろうじて分かるだけだ。

　すると前方から凄すごい勢いで「シャクシャクシャクシャク！」という音が聞こえ、続いて梨り孤この声が聞こえて来た。

　彼女は何かを口に含みながら喋る事を良しとしない性格のようだ。

「地図で言うと、あと二キロって所かしら。視界が開けたら山は見えて来るはずよ」

「ほーん。へっほうひはふいはへ」

「そうね」

　相変わらず意味不明の言葉を喋る紗々だったが、梨孤にはちゃんと聞き取れているらしい。精霊術《解かい析せき》の効果なのだろうか。

「ほい、駆かけ流る」

　百川がそう言って駆流に果物を投げて来た。

　それをパシリと受け取ると、駆流は「どーも」と礼を言って果物をまじまじと見つめた。リンゴのような形だが、少しメロンに似た香りがする。

　喉のどをごくりと鳴らし、一口かじってみた。

（んん！　美う味まいな）

　最初は酸さん味みが強いのだが、嚙かんで行くうちに甘い果汁がどんどんあふれ出て来る。食感はリンゴだが、風味はやはりメロンのようだった。

　夢中でシャクシャク食べていると、ふと視線を感じる。

　顔をあげると、狒々姿の百川とバッチリ目が合った。何か言いたいことがあるのだと思い、じっと待っていたのだが彼は何も言わない。

　駆流は何となく居心地が悪くなったので口を開いた。

「何だよ……」

　その言葉に、狒々百川は顔をクシャっと崩した。分かりにくいが、どうやら笑っているらしい。

「やっぱり駆流、ちょっと変わったな。いい感じだ」

「はぁ？」

　コイツは急に何を言い出すのか。

「偽物かと思ったけど、どうも本物っぽいね」

　百川がそう言うと、先頭の梨孤が反応した。

「偽物かどうかは既に《解析》で検証済み。それは本物の駆流よ」

　どうやら彼女も駆流が本物かどうかを疑い、精霊術を使ってまで確認していたらしい。

（まぁ……どうでもいいか）

　駆流は考えるのが面倒になり、歩くのに集中することにした。

　そうしてしばらく経たった頃、周囲を警戒していた金こん剛ごう寺じが緊張感をみなぎらせた声を発した。

「何か来るぞ。正面だ」

　それを聞いた瞬間、百川が引いていた馬の手た綱づなを離した。そして俊しゆん敏びんな動きでササッと木を登り始める。

　ガサガサガサッ！

　巨木をうわんうわん揺らしながら、百川が樹上へと消えて行く。

　その動きは〝阿あ修しゆ羅ら狒ひ々ひ〟そのものだった。

「みんな固まって。接近者は百川が見に行ったわ。紗々は左右、金剛寺は後方、駆流は上空を警戒して」

　そう言いながら、梨孤が前方をじっと見つめ始めた。近づいて来る何者かを《解析》するつもりのようだ。

　そのまま数十秒が過ぎる。と、梨孤が不意に警戒を解いた。

　雰囲気でそれに気が付いた紗々が彼女に尋ねる。

「大丈夫だったの？」

「ええ。魔物ではなかったわ。でも……」

　そこまで言うと、梨孤は黙り込んだ。

「んん？　でも……な～に？」

　紗々が首を九十度にかしげて梨孤に発言を促うながす。

「でも……あんまり無事じゃないみたい」

「んん？　よく分かんな～い」

「俺も分からんぞ梨孤！」

　紗々と金剛寺は発言の意図を摑つかみかねたらしいが、駆流には何となく梨孤が何を言いたがっているのか分かった。

　そしてゆっくりと質問した。

「……何人だ？」

　梨孤はこちらを振り向き、静かに「一人よ」と言った。

「一人……」

　駆流はその言葉と共に、奥歯をギリリと嚙み締めた。

　次の質問がしたいが、なかなか声が出て来ない。確認するのが怖いのだ。

　その時、樹上に消えた百川が前方から戻って来た。背には何かをおぶっている。

（あれは……飛ひ鷺さぎか！）

　百川がおぶっていたのは鴨かも宮みや飛鷺だった。

　梨孤が言った「無事じゃない」というのは、接近者自体のことだったのだ。そして無事かどうかを気にしているということは、接近者が知り合いであることを示唆していた。

　だから駆流は人数を聞いたのだ。理想は「六人」と答えられることだった。ネルに美み来らに玲れいに飛鷺に武蔵むさし、そしてリカルダス。あまり無事ではないと言いながらも、その全員がいれば命は助かっている可能性が高い。

　しかし梨孤は「一人」と答えた。たった一人の「あんまり無事じゃない」人物が誰だれであろうが、残り五人がさらに危機的状況に陥っているであろうことは容易に想像できた。

「飛鷺、これを飲んで」

　梨孤が飛鷺に体力回復効果のある〝精せい緑りよく水すい〟を与えた。

　飛鷺は喉のどを鳴らして〝精緑水〟を飲み「フーッ……」と大きく息をついた。

「悪い。助かったわ……」

　普段の明るい様子は鳴りを潜め、神妙にそう言う飛鷺。疲れもあるだろうが、さえない表情の原因は他ほかにありそうだった。

「何があったの？」

　質問したのは梨孤だった。聞かないことには話が進まない……そう判断したのだろう。

「そうだな……どこから説明するかな」

　そんな前置きをして、飛鷺が語り出した。

「駆流と別れてから、俺らはサウロン火口を目指したんだわ。魔物の力が弱まる〝三さん連れん聖せい夜や〟を決戦の日に定めてな。道中はかなり順調だった。案内役にはネルとリカルダスがいたし、魔物との戦闘は武蔵が全部引き受けてくれた。美来が《探たん知ち》で周囲の様子を探れるから、そもそも危険な魔物に出会うことも少なかったしな。俺は《先せん見けん》で危機を察知できるし、玲は《鉄てつ壁ぺき》の精霊術を磨いてバリアーも張れるようになってたんだぜ。だから強力な魔物の不意打ちにも完全対応できた。実際無敵だったんだ、俺達」

　話を聞くと、実にバランスのいい集団に思えた。安全な道を行き、危機を事前に察知し、それでも降りかかる火の粉だけを全力で払う。労力を最小限にして目的地に向かうのには理想的な集団だっただろう。

「最初の誤算は、食料だった」

　そう言いながら、飛鷺が少し顔をしかめた。

「リカルダスが狩りの名人で、道中に食料を調達しながら進んでたんだ。非常食もいくらかあったけど、とにかく現地調達で十分賄まかなえた。だから、いざという時の為ために非常食を蓄えておく……という意識が欠如してたんだ。そしてサウロン火口に近づくにつれて、魔物の数が増えて動植物の数は減っていった。当然、調達できる食料は減っていく。足を止めて食糧調達に時間を割けば何とかなったかもしれない。でも、何より俺達は急いでいた。〝三連聖夜〟を逃すわけにはいかなかったからな……」

　飛鷺はため息をつき、水袋に残っていた〝精緑水〟を飲みほした。

「少人数であれば、調達する食料も少なくて済む。俺は、ネルと玲と美来をその場に残して、他の三人で先を急ぐことも考えた。でもそこは危険地帯。あまりにもリスクが高いと感じて結局提案はしなかった」

　そう言うと、飛鷺は駆流の方をまっすぐ見つめて来た。

「情けない話だけど、駆流が言ってた、全員で行く必要があるか？　って言葉の意味が、そこでやっと分かったよ。みんなもそうみたいだった」

「そうか……」

　駆流はそれだけ言うのが精いっぱいだった。

「でも俺らは頑張ったんだぜ。〝三連聖夜〟の当日の昼間にサウロン火口に着いたんだ。みんなスゲー頑張ったんだ。でも二つ目の誤算があった……。サウロン火口付近にある崖がけの上に、魔物の気配を感じたんだが、その崖が絶壁だったんだ。どう考えても、登るのに半日以上かかりそうだった」

「疲れた体で登るにはキツいわね……」

　梨孤の言葉に、飛鷺は頷うなずいた。

「あぁ。それでも武蔵は〝ここまで来て諦あきらめられるか〟って、一人で崖を登って行った。止める間もなかったよ。でも全員何となく感じてたんだ。武蔵ならきっとやってくれるってな。そこまでの魔物との闘いぶりを見てたからな。武蔵の強さは圧倒的だった。疲労は気になったけど、俺達は魔物討伐を武蔵に完全に任せたんだ。…………くそっ！」

　飛鷺は悔しそうに顔をしかめた。

「致命的なのが三つ目の誤算だった」

　そう言うと飛鷺は苦しそうに息を吸い込んで言った。

「相手が強すぎたんだ。武蔵でも全く歯が立たないぐらいに」

「武蔵くんは……」

　それまで黙って聞いていた紗々が、今にも泣きだしそうな表情で飛鷺に尋ねた。

「夜中に崖の上から突き落とされてきた。大おお怪け我がを負っていたけど、息はあった。急いで応急処置をしていたら、武蔵を追ってヤツが来たんだ」

「一体あなた達は、何と闘ったの？」

　梨孤の質問に、飛鷺が答える。

「リカルダスとネルがこう言ってた。〝邪じや龍りゆう・九つ十く九も首くび〟だ……って」

「──!!」

　それを聞いた梨孤が絶句していた。彼女だけは、精霊〝ラミラミ〟の加護により、この世界の常識を知っている。

「そんな──〝九十九首〟は強ごう羅ら地帯で厳重に封印されているはずよ!?」

　驚いている梨孤に、飛鷺が顔をしかめながら答える。

「ネルちゃんもそんなことを言ってたな……。魔族が封印条約を一方的に破ったんじゃないかって」

「その可能性が高いわ。しかも、サウロン火口で封印を解いたってことは、瘴しよう気きを十分に吸わせて体力を回復させるつもりよ。そうなると、人肉を好む〝九十九首〟が都市部に侵攻するのは時間の問題。それを合図に戦端を開くつもりじゃないかしら。早急に処理しないとこの国が危ない……。にしたって、相手が悪すぎる──」

　梨孤の驚きはずっと続いている。いつも冷静な梨孤だけに、その反応を見るだけで相手がどれほどの存在かをうかがい知ることができた。

「っつーわけで俺が来たんだけど」

　言い辛づらそうに声を絞り出す飛鷺に、梨孤は厳しい目を向けた。

「まさか飛鷺……あなたが来たのは……」

「あぁ。俺は助けを呼びに来たんじゃない」

　そう言ってから飛鷺は一言一言しっかり伝えるように言った。

「みんなに〝逃げろ〟って忠告しに来たんだ。美来と玲は、武蔵を……武蔵をかばって、九十九首に……喰くわれた」

　無理矢理感情を押し殺した声でそれだけ言い、飛鷺が俯うつむく。地面には涙がぽたぽた落ちていた。

　駆流は自分で気付かないうちに歩き出していた。

「駆流？」

　梨孤の声が聞こえたが、駆流は無視をして歩き続けた。

（噓うそつけよ飛鷺……あんなに強い武蔵が負けるわけないだろ……。玲と……玲と美来が死ぬわけないだろ）

　飛鷺は噓をついているのだ。いつもの奴の冗談だ。まったく趣味が悪い。リアルに涙まで流して。本当に趣味が悪い。

（テアケイル様。起きてくださいテアケイル様！）

　駆流は必死に脳内のテアケイルに呼びかけるが、まだ眠っているようだ。今すぐ巨大化してサウロン火口に行きたかったのだが、そうはいかないらしい。

　しかし距離はそうはないはずだ。駆流はとうとう走り出した。

　仮に玲と美来が死んでいたとしたら──自分にも責任の一端があるのではないか。

　あの時しっかりみんなとコミュニケーションを取っていたら、また違う結果になっていたのではないだろうか。

「ハッ……ハッ……ハッ……ハッ……」

　徐々に息が上がって来る。すると突然、背後から来た何者かに背中を押され、駆流は前のめりに倒れてしまった。

　そしてそのまま地面に押さえつけられる。

「誰だれだ！　離せ！」

　自分が出す声が、意図せず上ずっているのが分かる。興奮を抑えられていないのだ。

「落ち着きなよ駆流。らしくないよ」

　声の主は百川だった。凄い力で駆流を押さえつけながらも、声は涼しいままだ。

「俺は行かなきゃダメなんだ！」

　駆流が叫んでいるうちに、他のメンバーも追いついてくる気配があった。

「どうしたのよ駆流。あなたらしくない」

　梨孤が百川と同じ感想を述べた。冷静なその声こわ色いろに、駆流はカチンと来た。

「らしくないとか関係ないんだよ！　邪魔するな！」

　そこまで言った時、目の前に紗々の顔がぬっと現れた。体をかがめて顔を覗のぞきこんでいるようだ。吐息がかかるほどの距離だ。

「関係なくはないぞぉ～」

　紗々はそう言って駆流の額におでこを「コツン！」とぶつけて来た。

　その瞬間に、妙に良い匂においが駆流の鼻孔をくすぐった。果物の香りだろうか。

「なっ……なんだよ！」

　焦ってそう言う駆流を見つめると、紗々はクイッと口角をあげる。

「落ち着いたかい？」

「ず……ずっと落ち着いてる」

「そぅお？」

「……そうだよ」

　駆流が体の力を抜くと、今まで圧のし掛かっていた百川が体から降りた。そして駆流に手を貸して立ち上がらせてくれる。みんなの視線が痛い。

　誰の視線にも、非難の色は全く含まれていない。それが駆流には余計に辛かった。

　同級生の死を信じられないのは誰も同じなのだ。それなのに自分一人だけが感情に任せて行動してしまった。駆流の口からは自然と謝罪の言葉が出て来た。

「……取り乱して悪かったよ」

　駆流が謝ると、紗々がみんなを代表するように「い～ってい～って！」と言ってくれた。そこで駆流は、今度こそ冷静にみんなに言った。

「俺はサウロン火口に行く。飛鷺を疑うわけじゃないが、この眼めで見ないことには信じられないこともあるんだ」

「一人で行くつもりか駆流！」

　金剛寺が野太い声で尋ねて来た。

「あぁ。みんなは逃げていい」

　駆流は今の気持ちを素直に伝えた。これで良い。これで良いはずだ。

　しかしその時、不意に頭の中にパルの姿が浮かんできた。駆流を喜ばせようと、一人でキラービーの巣に近づいたパル。そんなパルに、自分は何と言ったのか。

（……そうか……そうだよなパル）

　心の中で呟つぶやき、駆流は心を決めた。そして大きくひとつ深呼吸をする。

「あっ……」

　喉につっかえて、なかなか言葉が出て来ない。みんなが駆流を見つめている。その眼を見ると、余計に焦りが募って来る。

　今までみんなと対話することを避けていたツケが、一気に回ってきたようだ。

　背中には嫌な冷汗が伝い、喉がカラカラに乾く。もうこのまま黙り込んでしまいたい。そうすれば楽になれる。だけどそれじゃダメだ。

　駆流は言葉にならない言葉を必死に絞り出した。

「あっ……あの、え～っと……」

「なんだよ、転校初日かよ」

　飛鷺のくだらない喩たとえに、緊張が一瞬緩んだ。駆流はその隙すきに言葉を一気に吐き出した。

「サウロン火口に行ってくれないか!?　その……一緒に！」

　言えた！　たったそれだけのことだが、駆流の体を充足感が駆け巡った。しかし、そんな彼の耳に梨孤の呆あきれたような声が聞こえて来た。

「何言ってるのよ」

「だ……だよな。無理に決まってるよな。ごめん、忘れてくれ」

「行くにきまってるじゃないの」

「……へ？」

「へ？　……じゃないわよ」

　梨孤が眉み間けんにしわをググッと寄せて言う。

「逃げるって選択肢は最初っからないの。美来も玲も、きっと生きている。みんなで助けに行くわよ」

「おぉ！」

　梨孤の言葉に金剛寺が拳こぶしを突き上げた。

　それを横目に見ながら、百川は普段の笑顔を崩さずに飛鷺に話しかける。

「飛鷺も戻るつもりだったんでしょ？」

「……まぁな。ネルちゃんとリカルダスに武蔵も置いてきたしな」

「よぉ～し！　じゃあみんなでいこー！」

　紗々がみんなの意見をまとめるようにそう言った。凄すさまじい一体感で、みんなの心が一つになったようだった。

　その様子を駆流がどこか呆ぼう然ぜんと見つめていると、梨孤がぐぐっと近づいて来た。

「あなたずいぶん驚いてるみたいだけど、こんなの普通だからね。あなたが勝手に今まで避けて来ただけ。難しいようで簡単なことなの。まぁ……、簡単なようで難しいんだけどね」

「あ……あぁ」

　言ってることがむちゃくちゃな気がするが、何となく言いたいことは分かる気がする。

「悪かったよ……今まで」

「いいの。私だって、群れるのも馴なれ合うのも嫌いだもの。でも、みんなと一緒にいるってことすべてがそうじゃないのよ」

　淡々とそう言う梨孤が、駆流には自分よりずっと大人に見えた。

　相変わらず眉間にしわは寄っていたが、逆にその顔がとても魅み力りよく的だ。

『駆流この子のこと好きなの？』

「うわっ！」

　突然響いて来た脳内ボイスに声を出して驚く駆流。そして梨孤がそんな彼のリアクションに驚いていた。

「急に何？」

「ご、ごめん」

　梨孤に謝ってから、駆流は脳内の相手に抗議をした。

（テアケイル様！　起きてるならそう言ってくださいよ！）

『何よ、起き抜けに小言!?　なんて寝覚めの悪い……』

（それよりまた《巨大化》術使いますよ。急いで行きたい場所があるんで）

『はぁ!?』

（行きますよ──）

『待て待て待て待て！　ちょっと待って！』

（何なんですか……）

『何なんですかじゃないわよ。こんなペースで《巨大化》してたら、あんた次は無事じゃ済まないわよ。確実に死ぬわ』

（死……!?）

『死ぬわ。あんたは死んでお終しまいだけど、私はこれから「加護対象を死なせた」って未来永えい劫ごう落ち込むことになるのよ。嫌よ。力なんか貸せない』

　決然とそう言うテアケイルの言葉を聞いて、駆流は愕がく然ぜんとした。もう《巨大化》ができない……。

　しかしその落ち込んだ様子が伝わったのだろう。テアケイルがため息交じりに提案してきた。

『時間制限付きなら、死ぬことはない……かもしれないわね』

（時間制限？）

『ほんの少しの間だけなら《巨大化》してもいいわ』

（……どれぐらいですか？）

『そうね……分かりやすく言うと、ビヨンドが孵ふ化かしてからサナギになるまでぐらいの時間』

（全く分からないです。何なんですかビヨンドって）

『あぁ、そうか。一般的には〝ビラン蝶ちよう〟って言われてるんだっけ？』

（だから知りませんよ。何秒とか何分とかで言ってください）

『何よ！　せっかく分かりやすく言ってあげたのに！　あなたの世界で言うところの、三分ぐらいよ！』

（なるほど。分かりました……ってかビヨンドの成長速度すごいな！）

　感心する駆流に対してテアケイルは少し不機嫌そうだったが、何とか《巨大化》できる目め処どがついた。

　当初はサウロン火口に近づくために使おうかと思っていた駆流だったが、闘うかもしれないことを考えると、相手に近づくまで温存しておいた方が良さそうだ。

『本当に〝三分間〟だけよ』

（はい。でも本当に〝三分間〟だけですか？　少なめに言ったりしてません？）

『精霊は噓をつかないの！　あんまり怒らせると力貸さないわよ』

（す、すいません！）

『……助けて！』

（え？　急にどうしたんですか？）

『今のは私じゃないわよ。……精霊ミミの声だったわ。なんとかって女の子を加護した双子の片割れ』

（ということは──）

　駆流がそこまで考えた時、飛鷺が大声を上げた。

「聞こえたかみんな！　聞こえたよな!?」

　しかし誰も反応していない。騒ぐ飛鷺を見てキョトンとした表情を作っているだけだ。

　そこで駆流が大声を出した。

「聞こえたぞ！」

「だよな！　ミミ様の声だった！　……そうか、ミミ様に挨あい拶さつした人間にだけ聞こえたんだ！」

　飛鷺の言葉を聞いた駆流は「なるほど」と思った。それなら他のメンバーには聞こえていなくて当然だ。

「つまり、どういうことなんだ!?」

　金剛寺の質問に、駆流と飛鷺が怒鳴るように答えた。

「美来は生きてる！」

「おぉ！」

　金剛寺が感動したような声をあげた直後、梨孤がピシリと言葉を放った。

「急ぐわよ！」

　それを合図に、一行はサウロン火口へ駆け出したのだった。
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　立ち上がろうとする武蔵を、ネルとリカルダスは必死に押さえていた。

「ダメです武蔵さん！　その体じゃ、死にに行くようなものです！」

　ネルの言葉に、武蔵が荒々しい声で反論する。

「うるせぇ！　お前らも今の声聞いただろ！　菜な摘つみは生きてんだ！　恐らく玲もだ！　助けに行かなきゃいけねぇんだよ！」

　確かについさっき、ネルの頭の中にも《伝でん達たつ》の精霊術を持つ精霊、ミミ様の声が聞こえて来た。

　武蔵の言う通り、菜摘美来は生きているのだ。しかし──

「ガハッ……カハッ！」

　ネルとリカルダスに押され、苦しそうに咳せきをする武蔵。彼は到底闘える状態ではない。そもそも万全で挑んでも勝てる気配すらなかった相手なのだ。今の武蔵がどうにかできるとは思えなかった。

「菜摘が死んでいくのをただ待ってろってか？　……頼む、行かせてくれ。頼むよ……」

　暴れるのをやめた武蔵が、地べたに座ったまま懇こん願がんし始めた。

　彼とて、行ってもどうにもならないことは分かっているのだ。それでもじっとしていられないのだろう。気持ちは痛いほどに分かる。

　すると、黙って俯いていたリカルダスが、何かを決心したように口を開いた。

「分かりました」

「ちょ……リカルダスさん！」

「〝エルフの妙薬〟という、体力を劇的に回復する薬があります。それを今から調合します。それを飲んでから行ってください」

「おぅ……恩に着るぜリカルダス」

「ただし、この薬は劇薬です。効果が切れた時の反動は恐ろしく、その苦痛で命を落とす可能性があります。それでも……使いますか？」

「当たり前だ」

　即答だ。武蔵は逡しゆん巡じゆんすらしなかった。

「分かりました。調合を始めます。空きっ腹には応こたえるので、何かお腹に入れておいてくださいね」

　そう言ってリカルダスは道具袋から色々な物を取り出し、調合の準備をし始めた。

　武蔵はネルが取って来た野草をガッと口に放ほうり込み、むしゃむしゃと食べ始める。中には塗り薬用に取って来た苦い草もあったが、彼は気にせず咀そ嚼しやくしている。

　パリパリムシャムシャサクサク──。

　野草はどんどんなくなっていく。

「私、食べ物取ってきます！」

　そう言って立ち上がった時だった。

　洞どう窟くつの入り口付近から複数の足音が聞こえて来た。

（えっ……魔物!?）

　驚いたネルが耳を澄ませると、妙に懐かしさを感じさせる声が聞こえて来た。

「みんないるか～！」

「飛鷺さん！」

　声の主は駆流に逃げるよう伝えに行った飛鷺だった。そのまま自分自身も逃げると言っていたのに、一体何をしに来たのか。

　疑問に思ったネルだったが、彼女はさらに驚くことになる。

「皆さん！」

　そこにいたのは飛鷺だけでなく、ネルが異世界から召喚したメンバーが全員いたのだ。自分は村落で待っていると言っていた駆流の姿もある。

「駆流が助けに来たぞ！」

「俺だけじゃないだろ！」

　飛鷺の軽口に駆流がツッコむ……二人の掛け合いも何だかとても懐かしい。

　ネルは心の中で密ひそかに思っていたのだ。もし〝邪龍・九十九首〟を倒せる人がいるとすれば、それは大精霊テアケイル様に加護されている駆流だろうと。

　しかし、本人の性格的に助けに来ることはないだろうと思っていた。

　でも来てくれた。

　ネルは嬉うれしくなって駆流に感謝の意を伝えようとした。しかし、後方から鋭い声が飛んできた。

「てめぇ何しに来たんだコラァ！」

　武蔵だった。彼はその場に立ち上がり、駆流をグッと睨にらみつけている。満まん身しん創そう痍いなのにも拘かかわらず、凄い迫力だ。

　そんな武蔵に、駆流がスタスタ近づいていく。

「待ってくだ──」

　慌てて駆流を止めようとするネルだったが、いつの間にか後ろにいた梨孤に腕を摑まれた。彼女をじっと見ると、「大丈夫」とでも言うようにゆっくり頷いた。

　そうこうしているうちに、駆流が武蔵の目の前まで来てしまった。

　一触即発──

　ネルにはそう見えた。特に武蔵は隙あらば襲い掛かろうとしているような雰囲気だ。

　すると不意に駆流が一歩下がり、頭を下げた。

「……悪かった」

「……あぁ!?」

　思わぬ行動に武蔵は困惑したような声をあげた。

「足並みを乱して悪かった。ただあの時は、大人数で行動するリスクを知ってほしかっただけなんだ。けど、言い方が悪かった。ごめん」

「おぉ……」

　武蔵の困惑は続いていた。さっきまで膨ぼう張ちようしていた怒りは、急にシュンとしぼんでいるようだ。

　そんな中、駆流はスッキリした表情でクルリと振り向くと、洞窟の外へと歩いて行った。

「待てよ！」

　たまらず武蔵が声をかけた。

「……なんだよ。まだ怒ってるのか？」

「ち、違うわ！　……俺も悪かったよ。殴ったりしてよぉ」

　謝り慣れていないのだろう。普段の堂々とした姿からはかけ離れた、やけにもじもじとした謝り方だった。しかしそれだけに誠意は伝わって来る。

　駆流は再び武蔵の方を向いて口を開いた。

「許す」

「なっ……何だその言い方！　生意気だぞコラ！」

　再びぶつかり始める二人。しかし以前のような、聞いている側をヒリヒリさせるような緊張感はなかった。ケンカするほど仲がいい……そんな感じだ。

　そんな二人の間に、紗々がパンパンと手を叩たたきながら入って行った。

「はぁ～いそこまでぇ～！　ケンカは後ですりゃいいじゃん？　今やるべきなのは、玲と美来の救出。でしょでしょ？」

「おう！」

　二人の返事が重なる。意外に息はピッタリだ。それを見た飛鷺が言う。

「やっぱお前ら似てるわ」

「似てねぇよ！」

　またもやハモった返事に、武蔵と駆流は「真ま似ねすんな！」と言わんばかりにお互いを睨みあう。

「はっはっはっは！」

　豪快な金剛寺の笑い声を聞きながら、ネルは思わず涙ぐんだ。

　自分が召喚したばかりに、みんなには辛い思いをさせてしまっている。それでも誰もネルを責めようとせず、どこまでも前向きにトラブルに立ち向かっている。

　何の気休めにもならないとは思いつつ、ネルは思わずみんなに声をかけた。

「あの……皆さん、死なないでください。絶対に……」

　そのセリフに、振り向いて笑ったり肩を竦すくめたり軽く手をあげたり……。みんながそれぞれの方法で反応して、颯さつ爽そうと洞窟を出て行ったのだった。
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　真っ暗で狭いその場所で、玲は必死に意識を保っていた。

〝九十九首〟は大だい蛇じやを従える巨大な翼よく竜りゆうだ。自身も巨大なのだが、その背には数多あまたの大蛇を住まわせていた。玲と美来は、その中の一匹に飲み込まれてしまったのだ。

（お願いキルシュタイン様……もう少しの間だけ力を貸して！）

　玲の加護精霊、《鉄壁》の精霊術を持つキルシュタインは、バリアーを張ることができた。

　キルシュタインの加護を受ける玲は、〝九十九首〟の背にいる大蛇に飲み込まれる瞬間、バリアーで自身と美来を包んだのだ。

　幸い空気は送られてくるので、何とか呼吸はできた。しかし、体の締め付けが凄く、自力で脱出する事はできなかった。

　精霊術を使いすぎると、瞬く間に疲労がたまっていく。玲の限界は近かった。

（美来……絶対に助けるからね）

　玲は気を失っている親友の体をギュッと抱きしめる。

（絶対に死なせない……！）

　強い決意で、玲はバリアーを張り続けていた。
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　眼前にそびえ立つ崖を見上げて、駆流がため息をついた。

「これを……登るのか」

　精霊の加護で体力や身体能力はアップしている。それに崖といっても完全な垂直ではいので、登ること自体は問題ない。

「時間をかければ登れるけどね」

　百川が崖の上を見ながら呟いた。

　そう、百川の言う通り時間さえあれば登れるのだ。問題はそこだった。今は時間がないのだ。美来と玲の命の灯ひがいつ消えるか分からない。

　駆流は崖の上をじっと見つめた。

（あそこまで飛んでいけたら……ん？）

　視線の先に、妙なものが映った。崖の一部が動き出したのだ。

「うぉ！　なんだあれは！」

　金剛寺が大声でリアクションを取る。そしてそれとは対照的に、飛鷺が小声で絞り出すように呟いた。

「出やがった……」

　動き出した崖はピタリと止まり、二つの光る点が出現した。そしてその下に、今度は大きな暗闇が出現する。

　光る点が瞳ひとみで、暗闇が開いた口だと気付いたのはその直後だ。

「逃げろぉぉぉぉ！」

　飛鷺の叫びに、とっさに反応したのは百川だった。

　彼は梨孤と紗々の服を摑み、素早い動きで後退し始めた。飛鷺も既に背を向けている。

　金剛寺も一瞬遅れて逃げの体勢を取ったのだが、唯一駆流だけはその場から動くことができなかった。

　大きく開いた闇の奥に、何かが妖あやしく揺らめいた。

　真夏の陽炎かげろうのように空間が揺らめき、その中心に真っ赤な塊かたまりが姿を現す。その塊は、徐々に大きくなり、邪悪な広がりを見せた。

（あれは……炎!?）

　そう思った瞬間、駆流の体は凄い力で引っ張られ、そのまま体が宙を舞った。

　何が起きたのか分からない。しかし視界の隅には、巨大で真っ赤な光球が地面に迫る様子が見えた。

　離れた場所にいるはずの駆流の髪の毛がチリチリと焼け、焦げ臭いにおいが鼻をつく。あんなものにぶつかったら、熱さを感じる間もなく消し炭になるだろう。

　地面と平行に移動しながら、徐々に重力に引き寄せられて行く駆流。その間も、強きよう烈れつな熱波を体全体で感じる。そしてついに駆流の体が地面と触れ合い、土つち埃ぼこりを上げ始めた。

「くっ……」

　数十メートル地面に擦こすられた所で、駆流の体が動きを止めた。

　泥だらけの体を起こし、駆流は自分が元いた場所に視線をやった。すると──。

「噓だろ……」

　そこには大きなクレーターがあった。鬱うつ蒼そうと茂しげっていた草木は一本も残っておらず、えぐれた土の一部はドロドロに溶け、溶岩のように真っ赤になっている。

　光球の着弾した中心地は、生命の気配を一切感じさせない荒れ地になっていた。

　その周囲ですら、木々に火が燃え移り徐々に焼け野原になっていく。

「無事か!?」

　飛鷺の声に、それぞれの位置から返事が飛んできた。駆流もなんとか返事をした。どうやら全員無事のようだ。

　何人かは軽い火傷やけどをしたようだが、あんな攻撃を受けて火傷だけで済んだのなら御おんの字だろう。

「あれが邪龍なんだな」

　金剛寺が言うと、飛鷺がゆっくり頷いた。

「今炎を吐いたのは中央の首……本体だ。背中には無数の大蛇がいて、その中の一匹に美来と玲が飲み込まれたんだ」

「まずいよね」

　百川が崖の上に視線を張り付けたまま言う。

「そりゃまずいよぉ！　飲み込まれたんだもぉん！」

　紗々が抗議するように言うと、百川はフルフルと首を振った。

「そうじゃなくてもっと全体的なこと」

「全体的ぃ？」

　首をかしげる紗々に軽く頷き、百川がふと真顔になる。そして梨孤に顔を向けた。

「……太おお田たさんはどう見た？」

　百川に問われ、太田梨孤が答える。

「マズいわね……。アイツに勝てる可能性が見えない」

　梨孤は《解析》の精霊術を持っている。その彼女が断定したのだ。これは実質上の白旗宣言と言えた。今までどんな状況でも打開策を提示してきた彼女の言葉だからこそ、みんなの絶望感は半端ではなかった。

　空気が重い。

　こういう時に雰囲気を変える一言を放つ紗々や飛鷺も、何も言えずにいた。

「うん、大丈夫」

　重い沈黙を破ったのは、駆流の軽い一言だった。

「はぁ!?」

　梨孤がイラついたように彼を見た。眉間に深くしわが寄っている。

「に……睨むなよ。俺ならアイツに勝てるって言っただけだろ」

「あなた本気で言ってるの!?　見たでしょ、あの姿を。そして強力なブレス攻撃を！」

「見た。最初はビビって足がすくんだけど、テアケイル様の力を借りれば勝てる。問題は、どうやってあそこまで行くか、だな。梨孤、一緒に考えてくれ」

「あなたは本当に……急に発言したと思ったらみんなの絶望を希望に変えて……しかも私を名前で呼んだりお願いしたり。そればかりか〝一緒に〟なんて絶対に言わなそうなセリフを……」

　梨孤が顔を伏せて肩を震わせ始めた。その様子を見た駆流が心配そうな声を出す。

「お……怒ってるのか？」

「笑ってるのよ！」

　そう言って顔を上げた梨孤の顔は、ひくひく引きつっていた。普段あまり笑わないので、笑顔が上う手まく作れないのだろう。

「とにかく駆流をあそこまで運ぶ方法を考えるわよ！　百川！」

「何？」

「大きな鳥に《変へん化げ》して駆流を運べない？」

「ボクは見た物にしか変身できないんだ。この辺にいる鳥は小型だから、とてもじゃないけど駆流は運べない」

「なるほどね。じゃあ駆流、《巨大化》して崖を登るのはどう？」

「次の《巨大化》は制限時間つきなんだよ。登り切った所で《巨大化》が解けたら、もう闘いようがない」

「じゃあ金剛寺、さっき駆流を投げてたわよね？」

「あぁ。炎を避けられないと思ってな。加減したつもりだったが、大分遠くまで投げてしまった！　許せ駆流！」

「崖の上に向かって投げるのはどう？」

「なるほど……」

　金剛寺はそう言い、崖の上をじっと見つめる。

「うぅむ。難しいな。《投とう擲てき》の力を目いっぱい使ったとしても、半分ぐらいの距離までしか投げられん！」

「そう……」

　なかなかのアイデアに思えたが、ダメだったようだ。

　他に方法はないものか……。みんなが必死に考えている中で、飛鷺がおどけた調子で言った。

「金剛寺が二人いりゃあ倍の距離を投げられるのにな」

「馬鹿じゃないの飛鷺ぃ～！　真ま面じ目めに考えなよぉ～！」

　紗々がすぐさま抗議し、他のメンバーも批判的な視線を飛鷺に浴びせる。

　しかしそんな中、梨孤だけが天啓を受けたような表情をしていた。

「それよ飛鷺！　ねぇ百川、行ける？」

　その言葉を聞いて、百川面め々めん人とがにっこりと笑った。

「たぶん行けるよ」

　彼はそう言うと、ふっと真顔になった。

　髪がふわりと逆立ち、百川の加護精霊〝名無し様〟が姿を現した。透明なアメーバのような〝名無し様〟は、そのまま百川の体をふんわりと包み込む。

　駆流達が呆あつ気けに取られている中、百川の体つきが徐々に変わって行った。

「ふぅ……お待たせ」

　そう言った百川の姿は、金剛寺そっくり……いや、金剛寺そのものだった。体や声だけでなく、着ているものもまったく同じだ。

「お、俺が二人！」

　驚く金剛寺に金剛寺が微笑ほほえみかける。いや、微笑みかけている金剛寺は百川だ。

「それって精霊術もコピーできるの？」

　梨孤が尋ねると、百川と思われる方の金剛寺が頷いた。

「できるよ。長時間は難しいけどね。さ、駆流……準備はいいかい？」

「え、あ、あぅ！」

　正直心の準備など一ミリもできていなかった駆流だったが、金剛寺達はお構いなしに腕を摑んで来た。

「この角度がベストだよぉ」

　紗々が細い光線を出し、投げる角度を示した。

「駆流！」

　梨孤の呼びかけに、両腕を摑まれた駆流が振り向く。今から強敵に挑むヒーローとは思えない表情だ。

「任せたわよ」

　その声を合図に、二人の金剛寺が思い切り腕を振った。

「任せ──らぁあぁぁぁぁぁぁ！」

　締まらないキメ台詞ぜりふが、尾を引きながら遠くへと飛んで行った。





　　　　　☆　☆　☆






　体が風を切り、グングン進んで行く。

　そんな中、駆流は今一度地上のクラスメイトを見た。

　作戦のヒントとなる一言を発した飛鷺と、それに気づいた梨孤。自分を投げてくれた金剛寺と百川。崖に到達する為の最適な角度を教えてくれた紗々。

　みんなの力が合わさり、自分は今〝邪龍・九十九首〟の元へ向かっている。それぞれが同じ目標に向かって、自分のできることをした結果だ。

　他者との接触を極力避けて来た駆流にとっては、久々の団体行動だ。しかしいざやってみると、存外悪くない。今回の行動は、群れているのでも馴れ合っているのでもないと駆流は感じていた。自分がただそうしたいからやっているのだ。

（みんなと一緒にいるってことすべてがそうじゃないのよ……か）

　梨孤の言葉を思い出しながら、駆流は自然と微笑んでいた。

　いつの間にか、目の前には崖上の景色が見えて来ていた。

　だだっ広いその場所は、ごつごつした岩で覆われ、地面の所々から黄色や紫色の煙がモクモクと出ている。

　そしてその中心に、ソイツは鎮ちん座ざしていた。

『カァァア……フゥ──……』

　全長百メートル程だろうか。高層ビルのような体に、巨木を思わせる長く太い首がついている。顔はワニに近く、両耳の近くからはにょっきりと二本の角が生えている。

　そして最大の特徴は、〝九十九首〟の名の由来ともなった無数の大蛇だ。背中に数えきれない程の蛇がうねうねと蠢うごめいていた。

『気を付けなさいよ、駆流』

（うおっ！　急に話しかけないでくださいよ！）

『私が喋る時は急用の時だけなんだからしょうがないじゃない。そんなことより、気を付けなさいよ！』

（何をですか？）

『背中の大蛇よ。白い目をした奴には絶対に嚙まれちゃダメよ』

（どうしてです？）

『猛毒があるの。赤い目の奴は堅い頭をぶつけて来るし、青い目の奴は血を吸うし、黄色い目の奴は人肉を好んで食べるけど、白い目の奴ほどヤバくはないわ』

（どれもヤバそうなんですけど）

『あと本体の首は炎を吐くわ。その攻撃も激ヤバ』

（弱点はないんですか？）

『首をへし折れば死ぬわ』

（そんなの大体の生物がそうでしょ！　なんかもっと【水にぬれたら死ぬ】みたいな、ポップな弱点はないんですか!?）

『そんな都合のいい弱点あるわけないでしょ！　舐なめるんじゃないわよバカ！』

（ちょっと聞いただけじゃないですか）

『って言ってる場合じゃないわ。そろそろ準備しなさい。あっちもあんたの存在に気付いたわよ。……三分だからね』

　それだけ言うと、テアケイルは意識の奥へと沈んで行った。

　緊迫した状況なのに、テアケイルと会話するとついふざけた調子になる。しかしその分、驚くほど緊張がほぐれている。

（案外、わざと軽口を叩いてくれているのかもしれないな……）

　駆流は軽く微笑み、心の中で強く強く唱えた。




（──万事を眼下に、我われ巨きよ神しん成なり──）




　体を電流が走ったような衝撃が駆け抜ける。

　これまでに二回巨大化したが、それより遙はるかに強い衝撃だった。

　そして巨大化するスピードもかなりの速さだった。岩だらけの地面に映る自分の影がどんどん大きくなる。

『カァァァァァァ！』

　邪龍は大口を広げ、駆流を威い嚇かくしてきていた。

　そんな〝九十九首〟の正面に、駆流は「ダンッ！」と降り立つ。

　自身の身長は八十メートルぐらいだろうか。それでもまだ〝九十九首〟よりは小さい。

（先手必勝だ！）

　駆流は〝九十九首〟の中央の首を両手でグッと摑んで締め上げた。

『グルルルル！』

〝九十九首〟は苦しそうな唸うなり声をあげている。

　メキメキメキ！

　さらに〝九十九首〟の首の骨が音を立て始めた。このままへし折れば勝利だ。駆流は両手に全霊の力を込めた。しかし──

『シャアア！』

　本体の首の背後から、突然無数の大蛇が飛び出て来た。

（ヤバイ！　何色だ……何色に嚙まれたらダメだった!?）

　一瞬パニックになった駆流は、両手を思わず放してしまった。

　その隙に〝九十九首〟は後ろへ飛びのき、駆流との距離を取る。

　瞳からは怒りの表情が見て取れた。そして邪龍は、おもむろに口を大きく開いた。

『ゴァァァ』

　喉の奥に、赤い炎が揺らめくのが見えた。炎は徐々に大きくなり、喉の奥からせり上がって来る。

（マズい！）

　とっさに真上にジャンプすると、その真下を巨大な火球が飛んで行った。体に当たりはしなかったが、熱さは十分に感じられた。直撃したら大ダメージは免れない。

「なんて攻撃しやが──」

　着地しながら〝九十九首〟を見つめた駆流だったが、言葉を途中で飲んでしまった。

『ゴァァァ』

　次の火球の準備をしていたのだ。

「ふざけんなっ！」

　駆流は必死でダッシュし、〝九十九首〟の口を両手で無理矢理閉じた。口のまわりもかなり高温になっており、手の平を火傷したようだったがそんな事に構っていられない。

「うぉぉぉぉぉ！」

　火球を吐かれないように相手の口を閉じる。駆流はそのことだけに集中した。

　それがマズかった。

〝九十九首〟の背後から、いきなり無数の大蛇が襲い掛かって来たのだ。

「あっ！」

　驚きの声は出たが、手は出せなかった。何とか体は捻ひねったものの、何匹もの大蛇に体を嚙み付かれた。

　激痛が走る。

「──ッ！」

　気の遠くなるような痛みの中でも、口を閉じた手は離さない。さらに急いで自分を嚙んだ大蛇の目の色を確認する。

（よし、白はいない……！）

　毒を持つ首には嚙まれていないようだ。

　しかし次の瞬間、新たな蛇が本体の背後から出現してきた。そいつはあろうことか、白い目をしていた。

　体を捻って逃げようにも、嚙み付かれているので上う手まく行かない。

（マズい！）

　思わず目を閉じた駆流だったが、体に感じたのは嚙まれた痛みではなかった。

　何か生暖かいものが降りかかる感触だった。

（……何だ？）

　恐る恐る目を開けると、そこには顔のなくなった大蛇の姿があった。

　切り口からは鮮血が溢あふれ、駆流の体に降りかかっていた。何が起きたのか分からない。

　すると、不思議そうな顔をしていた駆流の耳元から声が聞こえて来た。

「よぉ。死にかけじゃねーか」

「武蔵！」

　声の主は轟とどろき武蔵むさしだった。彼は駆流の肩に乗り、愛刀の〝撫な手で骸むくろ〟を構えていた。さっき会った時は瀕ひん死しだったのに、今は体中にエネルギーが漲みなぎっているようだ。

「……どうやってここに!?」

「金剛寺に投げてもらったんだよ」

　そう言いながら、武蔵は迫りくる大蛇を「ザン！」と次々に斬きり捨てていた。

　すると突然、駆流の鳩尾みぞおち辺りに鈍い衝撃が走った。

「ぐぅっ！」

　火球を吐くのを諦あきらめた邪龍が、前まえ蹴げりを喰くらわせてきたのだ。龍と自分の距離が離れる。後ろは絶壁だ。落ちたら再び登って来るのに時間がかかる。

　駆流は崖際ギリギリで、必死に足を踏ん張ってその場に留とどまった。

「大丈夫か？」

　絶妙なバランスで肩に乗ったまま、武蔵が尋ねて来た。

「余裕……」

「噓うそつけ。しかし、あの大蛇はヤベえな。本体をお前に任せても、残りの大蛇を全部捌さばくのは骨だぞ」

「白い目の奴だけでいい。後の奴には嚙まれてもいい」

「にしても、右側から出て来る蛇には対応できないかもしれねーぞ」

　左肩の上で武蔵が言う。すると、右肩から武蔵の声が聞こえて来た。

「じゃあこっちは任せてよ」

「……うわっ！」

　武蔵と駆流の声がハモった。

　二人で声がした方を見ると、そこにいたのは武蔵だった。

　武蔵は「誰だてめぇ！」などと言っているが、駆流にはそれが誰だか分かった。

「百川！」

　それは間違いなく百川面々人だった。

「どうやってここまで……」

　駆流が質問すると、百川はニコリと笑って言った。

「鳥に《変化》してここまで飛んできて、武蔵に《変化》させてもらっただけ。ほら、刀もちゃんとあるよ。斬れ味まではコピーできないけどね」

　そう言って百川は〝撫手骸〟と同じ外見の刀をビュンビュンと振った。

「おし、じゃあ右は任せるぞ！」

　すぐに立ち直った本物の武蔵が、武蔵に《変化》した百川に声をかけた。

「オッケー」

「それから駆流、お前は本体だ」

「分かった」

「……駆流」

　改まった様子で武蔵が声をかけて来た。何事かと視線を向けると、武蔵はまっすぐ前を向いたまま小声で言った。

「お前のこと、少し誤解してた。俺の命……預けたぞ」

「お、おう」

　武蔵にそんなことを言われると思わなかったので、少しぎこちない返事になってしまった。しかし気合は十分だった。しかし──

『時間切れよ』

　テアケイルから《巨大化》を解く合図が出た。

（もう少し！　もう少しなんだよ！）

　勝負を一瞬で決めさえすればいいのだ。駆流は必死に〝九十九首〟にくらいついて行った。嚙み付こうとする首を避け、ボクシングのクリンチのような体勢を取る。

　このまま締め上げてしまおうという魂胆だ。鋭い鱗うろこが皮膚を切り裂いているが、そんなことは気にしていられない。

　襲い掛かって来る背中の蛇は、武蔵と百川が捌いてくれている。駆流はただ、中央の首を締め上げることにだけ集中した。

『グルルルルル……』

　苦しそうに喉を鳴らす〝九十九首〟。そもそも自分と同じ体格の相手と闘ったことがないのだろう。どうしていいか分からないといった風にもがいていた。

　しかしその力は強大だ。少しでも油断すると、腕を外されてしまいそうだ。駆流は必死に力を籠こめ続けた。

『早く《巨大化》を解きなさい！』

　テアケイルの声は、ずっと頭に鳴り響いていた。

　その時、左肩で襲い来る蛇と闘っていた武蔵が叫び声をあげた。

「いたぞ！　玲と美来だ！」

　視線を送ると、武蔵が切り裂いた蛇の体内から、玲と美来の姿が見えていた。

　意識がないのか、二人とも目を閉じていた。

「俺のことはいいから二人を介抱しろ！」

「分かった駆流！　少しの間耐えててくれ！」

　武蔵はそう言うと、蛇の体から二人を引きずり出して離れた場所へ運んで行く。

（もうちょっと……もうちょっとだ！）

　駆流がそう思って腕に力を込めた瞬間だった。

　右肩に乗っていた百川がバランスを崩し、足を滑らせてしまった。彼らしくない失敗だった。

「百川！」

　百川は駆流の声に反応さえしない。そして受け身も取らず、地面に叩きつけられてしまった。痛がる様子も起き上がる様子もない。

『あの子も限界だったのよ……』

　脳内にテアケイルの声が響いて来た。

（限界って……？）

『精霊術の使い過ぎ。……駆流、あんたもそうよ。これ以上は死んでしまうわ。今もギリギリの状態なの。すぐに《巨大化》を解きなさい』

（嫌だ！　絶対に嫌だ！）

『……何でそこまで頑張るの？　あんた、こっちの世界に来た時はそんな風じゃなかったじゃないの』

（そう……誰かの為になにかをやるなんて大っ嫌いでした。だから他人には必要以上には関かかわり合いたくない。それは今でもそうです。でも、今回のことは自分がやりたくてやってるんです！　みんなにも力を借りました。ここで自分だけが諦めるなんて、そんなことだけは絶対にしたくない！　お願いですテアケイル様！　この借りは必ず返します！　だからもう少し、力を貸してください！）

『ほぉ～んと……人間って面倒ね』

（心の底から、同感です！）

　駆流が頭の中でそう答えた瞬間だった。

　体中からエネルギーが満ち溢あふれる感触があった。初めて加護を受けた時の多た幸こう感かんにすごくよく似ていた。しかし、その時の感覚よりも数段良い気分だった。

『あらら、同化率十割になっちゃった。不思議な子ね、壬み道どう駆流』

　テアケイルはそう言うと、意識の奥に引っ込まずに表に出て来た。

「うぉ！」

　駆流はそのことに驚いたのだが、本当の驚きはそのあとにやって来た。

　自分の体が徐々に女性っぽくなって来たのだ。髪は伸び、胸は膨らみ、肌はきめ細かく、そして透き通るような白さになる。

　体からは、はっきりと目視できる黄金色のオーラが立ち上っている。オーラはゆらゆらと揺蕩たゆたい、天空へと消えて行く。

　まるでオーロラを身に纏まとっているようだ。

「な……何だ!?」

　いつの間にか、声もすこぶる綺き麗れいになっていた。

　すると今度は、テアケイルが駆流の口を使って〝九十九首〟に語りかけた。

「運が悪かったわね。大人しく殺されなさい」

　自分の意識ではないものの、自分が喋っている感覚がある。

　何とも不思議な感じだった。

『ゴァァァ』

〝九十九首〟が火球を吐く準備をし始めた。しかし、全然恐怖は感じなかった。

　邪龍の喉の奥から火の玉がせり上がって来る。そして──




　ゴバァァァァァァァァァァァ！




　凄い勢いで火の玉が吐き出される。

　しかし、テアケイルがそれを手で軽く払うと火球はあっさりと後方へ飛んで行った。

「じゃあね」

　テアケイルはそれだけ言うと、急激に《巨大化》した。視界がグングン上空へ向かい、地上が遠くなる。












　そして〝九十九首〟の姿が豆粒ぐらいになった所で、「プチッ」といとも簡単に足で踏み潰つぶしたのだった。













　気が付くと、真っ暗な闇やみの中にいた。夜の暗さではなく、目を閉じた時のような何も見えない暗さだ。

　自分がそこに存在することは分かるのだが、目の前に手をかざしても何も見えない。

「気が付いた？」

　聞くと安心する、いつもの清せい廉れんな声が耳じ朶だを打った。

「テアケイル様……俺は死んだんですか？」

「いいえ、死んでないわ。今は精神と肉体が離れた状態だけどね。伝えたいことがあったから、この状態でちょっと起きてもらっただけ。用が済んだらちゃんと帰してあげるから安心しなさい」

　聞こえて来る綺き麗れいな声を聞きながら、駆かけ流るはふと疑問に思った。

「テアケイル様の声が……聞こえてくる」

「今頃気付いたの？　あなたが精神体だから直接会話できるのよ。何かを伝えるのにはピッタリね」

　どうもテアケイル様にいつもの元気がない。それも気になったが、それ以上に気になっていたことがあったので尋ねてみた。

「〝九つ十く九も首くび〟を倒した時の最後のアレって、何だったんですか？　まるでテアケイル様と一心同体になったみたいな……」

「あぁ、あれね。加護対象と気持ちがぴったり一致した時にだけ使える〝精霊同化〟っていう現象よ。まぁ有あり体ていに言えば必殺技みたいなもの。……他に聞きたいことは？」

　まるでこちらを急せかすようにテアケイルが会話を促うながしてくる。

「特にないですけど」

「そう────」

　それだけ言うと、テアケイルは黙り込んでしまった。

　沈黙が重い。

「あの、何か俺に伝えたいことがあったんじゃ……」

「うん、そうね。そうなのよ。でもなんだか言い難にくくて……」

　そう言ってテアケイルは、また言葉を詰まらせた。その様子で、駆流は何となく何を言われるのか悟ってしまった。

「テアケイル様……俺、やっぱり死ぬんですね」

　覚悟を決めてそう言うと、テアケイルから返事が返って来た。

「いいえ。さっき死んでないって言ったじゃない。私が噓うそついたと思ったの？　精霊は噓をつかないって何度言えば分かるの？　あなた馬鹿なの？」

　いつもの軽い調子であっさり否定され、馬鹿とまで言われてしまった。覚悟が見事に空回りした照れも手伝って、駆流は思わずテアケイルに食って掛かった。

「な、なんですか！　何か言い難そうにしてたから自分から言ったのに！」

「なによ！　あんたがもし死んでたなら、真っ先に伝えてるわ！　言い難いことなんか全然ないし！」

「じゃあ何を言いたいんですか！　死を伝えるより言い難いことなんかないでしょ！」

「あるわよ！　あなたに〝ありがとう〟って言おうと思ったのよ！」

「……へ？」

「常日頃から感謝されるだけの存在である精霊が、加護対象の人間にお礼を言うなんて……そんなはしたないこと、恥ずかしくてなかなかでき──」

　そこまで言うと、テアケイルは黙り込んでしまった。会話の中で、既に「ありがとう」と言ってしまったことに気付いたのだ。そして観念したのか、今度はゆっくりと言った。

「駆流、ありがとう」

　その言葉を嚙かみ締めるように黙る駆流。すると、照れ隠しのようにテアケイルが喋しやべり出した。

「その、結構楽しかったわ。精霊って存外退屈なのよ。だから生き物を加護して暇つぶしをするんだけどね……。私も昔は結構色々加護してたのよ。でもね、私が加護した相手って、例外なく〝暴走〟するの。大きな力を持つと、どうしても使いたくなっちゃうみたい……」

　テアケイルは、とても悲しそうな声で喋っていた。

「だからここ最近は、誰だれも加護して来なかった。でもやっぱり退屈だったの。とっても退屈だった。誰でもいいから加護しようかしら……そう思っていた時に、あなたの〝目立ちたくない〟って声が聞こえて来たの。私思ったわ。この人なら力を使って暴走しないんじゃないかな……って」

「そうだったんですか」

「ええ。結局あんたも暴走したけどね！」

「す、すいません！」

「ふふふ、いいのよ。今までの暴走とは全然違った。誰かを守る為ための暴走って、気持ちいいものね。加護のしがいがあったわ」

　楽しげな様子でそう言うと、突然駆流の目の前にテアケイルが姿を現した。

　闇にぽっかり浮かぶ、曲線美を体中に纏まとったその姿は、相変わらず神こう々ごうしかった。

　しかし気になることもあった。テアケイルの顔が沈んだ様子だったのだ。

「どうかしましたか？」

　駆流が聞くと、テアケイルはフルフルと首を振った。胸は微かすかに揺れ、豊かな金髪はクネクネと大きく揺れる。

「何でもないわ。……さて、そろそろお別れね」

「お別れ？」

「そうよ。あなたはもうすぐ目を覚ますわ。そしてじきに元の世界に戻る」

「じゃあ元の世界に戻るまでの短い時間しか、テアケイル様とは一緒にいられないんですね」

「いいえ。あなたは精霊術を使いすぎたの。だから私は、もうしばらくここにいなくちゃいけない。ガキョナへ行く時に無茶した後も、そうなったでしょ？　……だから、目覚める前に、あの、その、ああああありがとうって言おうと思ったわけよ」

「そうだったんですか」

　駆流がそう言うと、テアケイルが突然駆け寄って来た。

　照れたような顔をして近づいて来る精霊の姿からは、なんだかちょっぴり人間臭さが感じられた。

　そして照れた表情のまま、駆流の体をギュッと抱きしめた。

「えっ──」

　絶句する駆流に、テアケイルはいたずらっぽく言う。

「人間はお別れの時はこうするんでしょ？」

　そして一際体を強く抱きしめ、耳元でボソリと呟つぶやいた。

「忘れないからね」

　そしてすぐに、駆流の体を突き飛ばすようにして体を離した。

「ちょ、そんな乱暴に……」

「うるさいわね！　慣れてないのよ！」

　そう言うとテアケイルは、クルリと体を回転させて駆流に背を向けた。その背中がとても寂しそうで、儚はかなげで、今にも消えてしまいそうで、駆流は思わず声をかけた。

「俺も忘れないですよ。ずっと」

「ふふふ、その言葉だけで十分よ」

「何殊しゆ勝しようなこと言ってんすか。そっちこそ忘れないで下さいよ」

「……ったく、何度言わせたら分かるのよ」

　そこでテアケイルは体をこちらにクルリと向けた。そして少しうんざりとした表情で、すぅと息を吸った。

　それを見た駆流はテアケイルと同時に口を開いて、同じ言葉を口にした。

「精霊は噓をつかない──」

　セリフが完全に重なったのがおかしくて、二人で顔を見合わせて笑った。

　何だかとても満ち足りた気分だった。

　するとその時、不意に気が遠くなるような感覚に体が襲われた。

　それを見たテアケイルが笑顔をふっと消した。

「本当にお別れね」

「そんな顔しないでください。もし、また来ることがあったら、絶対に俺のことを加護してくださいね」

　駆流が言うと、テアケイルはとびきりチャーミングな笑顔で「任せときなさい」と答えてくれた。

　直後、駆流はベッドの上で目を覚ましたのだった。
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「ししょ─────!!」

　最初にパルの叫び声が耳に飛び込んできた。

「ん……あぁ、パルか。ここはどこだ？」

「こ……ここ、けほっ、ここはぁぁガキョナァァァ！」

　パルが大泣きしながら答えてくれた。

「ししょーこれぇぇぇぇぇ～～……」

　続けて何か棒のようなものを差し出すパル。先っぽに、何か黄金色の美しい物体がまとわりついている。

（これは……黄金ハチミツ！）

　起き抜けに食べるにはヘビーな気もしたが、駆流は思わずパクッと黄金ハチミツを食べた。

　寝起きで食べようが、相変わらずの美う味まさだった。

　必死でハチミツをなめていると、外からがやがやと集団が近づいて来る気配がした。

「あ！　駆流っちが起きてるぅ！」

　紗さ々しやが目覚まし効果抜群なキンキン声をあげ、梨り孤こは駆流を見て眉をしかめる。

「あなた、何を必死に食べてるのよ……」

　さげすんだような視線が痛くもあり、何な故ぜか少し嬉うれしくもある。

　すると、次々にクラスメイト達が入って来た。飛ひ鷺さぎと金こん剛ごう寺じだけでなく、命の危機にあった武蔵むさしと百もも川かわ、美み来らや玲れいもいる。

「みんな……よく生きてたな」

　駆流が思わず言うと、すかさず武蔵と百川が言い返す。

「こっちのセリフだ！　十日間も生死の淵ふちさまよいやがって」

「だよね。まぁ武蔵は五日、ボクも三日ほどさまよったけど」

　続けて美来も笑顔で抗議してきた。

「とぉっても心配したんだから！　駆流くんが死んじゃったら、助けてくれたお礼も言えないんだもん」

　そう言って頰ほおを膨らませる。

　駆流は美来のセリフで、自分が言おうと思っていたことを思い出し、体を起こしてみんなの方を向いた。

「みんな、あの、その……」

　いざ言うとなると、なかなか難しい。もしテアケイルが聞いていたら、「あんたも言えてないじゃない！」と怒られるだろう。

　その考えに自分で「ふふっ」と笑い、駆流は改めてみんなの方を見た。

「みんな助けてくれてありがとう。みんながいてくれて助かった」

　一息に言って「ふぅ」っと息を吐くと、美来が驚いたような顔で声をあげた。

「なんか……駆流くんじゃないみたい！」

「魔物かもな。……試しに斬きってみるか？」

　武蔵の言葉に「勘かん弁べんしてくれ！」と叫ぶと、みんながどっと笑ったのだった。
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　目が覚めて二日は、体力回復に専念した。

　みんなことあるごとに見舞いに来てくれたので、退屈はしなかった。

　リカルダスは駆流の無事を確認すると、程なく自分の森へと帰って行った。老エルフのゼブラスに会うようなことがあれば、よろしく伝えてくれと頼んでおいた。

　パルも大泣きしながら村落へ帰って行った。

　聞く所によると、駆流が村落からガキョナへ走ったルートを、新たな道として舗ほ装そうする計画があるらしい。

　障害物は概おおむね除去されていたし、大地も踏み均ならされている。しかも、大精霊の気配を感じてなのか魔物もあまり近寄って来ないのだそうだ。ちゃんと舗装したら、ガキョナまで半日ほどで行けるようになるらしい。

　新鮮な黄金ハチミツを、気軽に売りに来ることができるのだ。これで村落も今までより豊かになるだろう。

　ガキョナの防衛隊長イーディガンさんも、連日顔を見せてくれた。

　彼の話によると〝九十九首〟が出現し、すぐさま討伐されたことは大陸を揺るがす騒動になっているらしい。

　各国から「どうやって討伐したんだ」と問い合わせが殺到し、国は対応に追われているそうだ。

「パイは元々軍事力が高い国ではないですからな。今回の件で、〝九十九首〟を倒せるような兵器や人材を隠しているのでは……と疑われているというわけです。もし皆さんの存在が明るみに出たら、無理にでもこの世界に留とどまらせようとする輩やからが出て来るはず。でもご安心くだされ！　私どもは秘密を守ります！」

　秘密には向かなそうな大きな声で、イーディガンさんはそう約束してくれた。

　どこか抜けているように見えるが、不思議と信頼できてしまう人だ。

　そして目が覚めて三日目の朝。

　いよいよ元の世界に戻る日がやって来た。ネルとクラスメイトみんなは、ガキョナの近くにある霊れい験げんあらたかな広場に集合していた。

「うぅ……びなさん……ぼんどうに……あじがどうござい……うぅ」

　ネルが全力で号泣していた。

（赤ん坊以外で、こんなに全力で泣く人を初めて見るな）

　駆流がそう思って横を見ると、美来も同じぐらいのテンションで号泣していた。

「泣きすぎじゃないか……」

　駆流がポツリとつぶやくと、横にいた飛ひ鷺さぎがため息交じりに言った。

「しょうがないさ。元の世界に戻ったら、ここでの記憶も全部なくなるんだぜ。寂しくもなるさ」

「何だって!?」

　駆流は思わず驚きの声をあげた。

「記憶が……なくなる!?」

「あれ？　知らなかったか？　この世界からは記憶含め、何一つ持ち帰れないらしいぞ。俺達の時間を巻き戻して元の世界に返すから、すべてが召喚前の状態に戻るんだとさ。まぁ俺的にはネルちゃんに振られたから、嫌な記憶を持ち帰らずに済むけどなちきしょう！　……あ、そうだ。精霊様とも最後のお別れしとけよ。しかし、記憶なくなったらお前も元の絡みづらい性格にもどるんだな……。ま、また仲良くなれるさ」

　飛鷺が説明してくれたが、後半の言葉は耳に入っただけで頭には入って来なかった。

（全部……忘れる──）

　駆流はテアケイルとの約束を思い出していた。




「俺も忘れないですよ。ずっと」

「ふふふ、その言葉だけで十分よ」




　あの時のテアケイルの言葉は、そういう意味だったのだ。

　もう、自分がテアケイルとの冒険を思い出すことはできないのだ。

　大精霊の寂しそうな顔が思い出され、駆流は胸が押しつぶされそうになった。彼女は一体どんな気持ちで駆流にお別れを言ったのだろうか。

　最後に駆流を抱きしめながら「忘れないからね」と小さく囁ささやいたテアケイルの声が耳元によみがえった。記憶に深く刻み付いたその出来事も、自分は忘れてしまうのだろうか。

（……忘れない）

　駆流はギュっと目を閉じた。忘れられるならまだいい。忘れるのなんか絶対に嫌だ。

　テアケイルとの思い出を何度も頭に浮かべながら、駆流は「絶対に忘れない」と心に念じた。

「じゃあ……行ぎばずよぉ！　順番に転送じでいぎばずっ！」

　まだ泣いているネルがそう言って呪じゆ文もんを唱え始めた。徐々に体が浮くような感覚に包まれてくる。

　一人、また一人と姿が消えて行く。そんな中駆流は、強く強く心に念じていた。

（忘れない──テアケイル様のことだけは絶対に忘れない！）

　気が遠くなりかけても、何度も何度も念じ続けた。
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　せっかくの平穏な日が乱されてうんざりした駆流は、家いえ路じにつくことを考え始めていた。

（まぁ取り掛かっちゃったし、きりのいい所まではやるか）

　そう思い直して、ガムテープを手に取った所でふと考えた。

（俺、今なにやってるんだっけ？）

　放課後の教室で、壊れた書き割りを修理している……のだと思う。しかし、何か別のことをしていたような気もする。

（いや、気のせいだ。鬱うつ陶とうしい奴らに絡まれないうちにさっさと片づけよう）

　駆流は横目で武蔵がこちらを睨にらんでいるのを見て作業を再開した。

　武蔵とは本当に反りが合わない。きっと性格が真逆なのだろう。

　いちいち騒ぐ紗々や飛鷺もウザいし、仕切り屋の太おお田た梨孤も鬱陶しい。熱血過ぎる金剛寺や天才の百川とは住む世界が違うし、諸もろ岡おか玲も何を考えているのか分からない。

　そして、いちいち自分に絡んで来る菜な摘つみ美来が一番鬱陶しい。

（……ん？　そう言えば美来の姿がないな）

　駆流が思ったその時、突如頭の中に声が響いて来た。

『みんな聞こえる!?』

「うわっ！」

　駆流は思わず声をあげた。美来の声だったような気がするが、気のせいだろうか……。

　そっと教室を見回すと、他のクラスメイトも一様に驚いていた。

『確認しようがないけど、聞こえてる前提で言うね！　私ネルちゃんに頼んで、転送を最後にしてもらったの！　今からミミ様の精霊術で記憶共有するから！　みんなの個人の記憶も、ミミ様がちゃんと保存してて、それぞれに伝えてくれるって！　もし成功したらみんな聞かせてね！　……私がどんな冒険をしたかを！』

　また頭の中に響いて来たのだが、話の内容が全く分からない。

　自分がおかしくなったのだろうかと思ったが、他のクラスメイトの様子を見ると、どうやら同じ体験をしているようだ。

　佐さ藤とう紗々が「美来の声だよね？」と周囲に確認している。

（何かめんどくさいから帰ろう……）

　そう思ってカバンを摑つかんだ瞬間──頭の中を何かが駆け巡るような衝撃が走った。
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　美来は台本の読み合わせの途中で立ちくらみがして、その場に倒れそうになった。

「おっと！」

　玲や武蔵、梨孤に紗々に金剛寺に飛鷺に百川が手を出して支えてくれた。

　みんな自分のことを見ていたかのような反応の速さだった。

「ありがとう」

　お礼を言って体勢を立て直すと、飛鷺が「こちらこそ」と言って来た。

「……ん？　何が？」

　意味が分からず尋ねるものの、飛鷺はニコニコするだけで答えてくれない。

　笑顔の意味が分かりそうで分からない。みんなと一緒に、何か長い冒険をしていた気がするものの、思い出そうとするほど、その記憶はするりと逃げていく。

　すると舞台監かん督とくの梨孤が台本を不意に「パァン！」と閉じた。

「今日の練習はここまで！　これから私の家で親しん睦ぼく会かいをしましょう」

「えっ？　えっ？」

　急な提案に混乱する美来だったが、みんなはさも当然のように帰る準備をし始めた。

（サプライズパーティーかな？　でも今日誕生日の子はいないし……ま、いっか！）

　あまり深く物事を考えない美来である。なんだか楽しそうだしいいか、ぐらいの気持ちで自分も帰り支じ度たくを始めた。

　すると、視界の隅に一人の人物が映った。

　壬み道どう駆流だ。

　いつも一人でつまらなそうにしている駆流のことが、美来は普段から気になっていた。彼女は仲間外れが大嫌いなのだ。

（また断られちゃうかな？　でもいいや！）

　そう思って美来は駆流に声をかけた。

「ねぇ、駆流くんも一緒に行く？」

　二秒、三秒と時間が経たつ。また断られるかな……と思ったその時、駆流がおもむろに立ち上がって言った。

「行くに決まってるだろ？」

（えっ！）

　美来はすごく驚いた。まさか誘いに乗って来るとは思わなかったのだ。

　そんな美来を見て、駆流ははにかんだように笑った。

「みんなで一緒に喋しやべった方が楽しいもんな」

「そ、そうだよねっ！」

　焦ったように返事をして周囲を見る美来。

　どうやら驚いているのは自分だけのようだった。駆流の普段と違った様子を、クラスメイトは不思議な顔一つせず受け入れている。

（よく分からないけど、とっても楽しい話ができそう！）

　確信めいた予感を胸に抱き、美来は全力の笑顔でカバンを摑んだのだった。









あとがき






　お久しぶりです！　志し田だ用もち太た朗ろうです！　と、デビュー作を購入してくださった方への挨あい拶さつから入りましたが、初めましての方も多いかと思います。少しだけ、前作から今までの道のりを語ってもいいでしょうか？　そんなに悲しい話じゃないので！

　第一六回エンターブレインえんため大賞の「優秀賞」を獲得して出版していただいたデビュー作『ハイスクール・ローレライ』は、「売り上げ不振」という凄すごくシンプルな理由で打ち切りになりました。数字をチラリと見せてもらったのですが、「こんなに売れないんだ！」と驚くぐらいの結果で。これは早々に打ち切って、次作に賭かける方が得策だろう……と、作品に思い入れのある著者自身ですら思いました。恐らくですが、自分の場合は作品単体の魅み力りよくというよりは、作家としての力量を信じていただいての受賞だったのではないかと。だからこそ「受賞作で粘ねばってないで、早く次を考えろ志田！」と早々に打ち切って貰もらったと捉とらえました。創作関連では、基本的にポジティブなんです。

　そんな中で、さて次作はどうしようか……となった時に、担当さんと相談して決めたのは「流行に乗ろう」ということでした。ここは二人の意見がぴったり一致しました。

　自分が作家として勝負したいポイントは「ギャグ」にあるので、理想はギャグが詰め込みやすい学園ラブコメだったりします。ただ、どんなジャンルにでも入れ込めるのがギャグの強みだったりするわけで、個人的にジャンルに対するこだわりは薄め。ということもあり、異能バトルもので企画を通して一本書きました。それが今作……というわけではありません。それはボツになりました。なんか、前半だけ面白かったんですよ。完成品を読んだ時に、全体的なクオリティが低いなと。担当さんへ第一稿を提出する時に自分でも感じていたのですが、その感想をそのまま担当さんに言われ「やっぱりそうですよね！」と（笑）。そもそもそんなものを提出するなという話ですが。これが二作目じゃ勝負にならないよね、ということでボツになりました。

　もしも担当さんが「いいんじゃない」と言っていたら、もちろん修正を重ねた上でですが、出版までは行っていたと思います。ただ、きっと結果は芳かんばしくなかっただろうなと。正直、ボツになってホッとした部分もあったりしました。次のはもっと面白くなるという不思議な自信もありました。創作関連では、基本的にポジティブなんです。

　そして週一ペースでプロットを送り続け、五週目ぐらいに担当さんが「面白そう」と言ってくれたのが本作の企画書でした。そこからそれを細かくいじって、プロットとして完成させて、編集長のＧＯサインを貰い、執しつ筆ぴつを始めて、修正を幾いく度どか行い、編集長のチェックでまた修正し……端折はしよりますが、色々な作業を経ていま皆様のお手元に！

　この二ページに満たない分量で書けてしまう二作目までの経けい緯いですが、延べで一年と十カ月かかっています。この間に、多作な先生方は一体何本の作品を世に送り出し……やめましょう！　とにかく、本を出すのって本当に大変だなと感じた二作目でした。だからというわけではないですが、楽しんでいただけたら凄く嬉うれしいです。




　ここでお知らせですが、来月にわたくし志田用太朗の新刊が出ます！　二冊目から三冊目の間かん隔かく短みじかっ！　急な売れっ子ペース。もうこの本が出る頃には発表されているでしょうか。今度の本は人気ゲーム実況者集団のM.S.S Projectさんを主人公にしたコラボノベルになります。レーベルは、もちろんファミ通文庫。詳細な情報は、ファミ通文庫公式ＨＰにあると思うので、興味のある方はチェックしてみて下さい。

　いや～、出る時は出るんですね。三冊目刊行までの経緯はそっちのあとがきに書くかもしれませんが、二作とも続編を出していけたらいいなと思っています。




　さて、小説とは全然関係ないのですが、言っておきたいことがありまして……。

　広島東洋カープ、ペナントレース優勝おめでとう！

　日本シリーズは残念な結果になってしまいましたが、とにかくペナントレースの制せい覇はおめでとうございます。二十七年前にどこファンか聞かれて、適当に「カープ」と答えて以来のファンで、優勝を見るのは二十五年ぶり二度目です。前回から少し間が開きましたが、次の優勝は意外と間隔短くなる……みたいなこともあり得るんじゃないかなと思っています。自分もなんか似たような経験したし。選手の皆さん、来年以降もずっと応援しています！




　最後になりましたが謝しや辞じを。

　まずは読者の皆様、本当にありがとうございます。貴重なお金と時間を使っていただいているので、少しでも内容でお返しできていたら幸いです。そして担当さん。ここに書かずに直接言えばいいじゃないか！　と、読者時代は思っていましたが、ここに書くから意味があるんだよ！　と当時の自分に伝えたい。忙しい中、根気強くお付き合い下さってありがとうございます。続編も是ぜ非ひ厳しくご指導下さい。続編が出ない場合のみ、少し優しくして下さい！　イラスト担当の切きつ符ぷさん。キャラデザを初めて見た時に「あ、この本売れるかも……」と思いました。それは自分の原稿が完成した時よりも、確かな手ごたえでした。あとキャラが多くてすいません！　でもファンの皆さんは、切符さんの描くキャラがたくさん見られて喜んでいると思います。自分もそうです。

　作家・志田用太朗にもカープにも、黄金時代が来るといいなと願いつつ、今回はこの辺で失礼いたします。





　　　二〇一六年十月某日　『ザ・ゴールデン・ヒストリー』を聴きながら　志田用太朗
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